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[image: 魔法科高校の劣等生(29)　追跡編〈下〉]







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]








［８］






　時刻は既に二十時を過ぎている。だが陸海空を問わず、国防軍の軍令、作戦立案に関わる部署は日中と変わらぬ稼か働どう率りつを維持していた。新ソ連艦隊はひとまず能の登と半はん島とう沖から撤退したが、今はまだ停戦協定すら結ばれていない。宣戦布告は無くとも、日本と新ソ連は現在も戦争状態だ。この軍事的緊張が続く限り、これらのセクションの灯あかりが消えることはない。

　それは、国防陸軍第一〇一旅団司令部も例外ではなかった。




　第一〇一旅団、独立魔装大隊指揮官の風かざ間ま中佐は、旅団司令官・佐さ伯えき少将に呼び出されて彼女の執務室を訪れていた。風かざ間まは旅団司令部のスタッフではないが、旅団内で佐さ伯えきの腹心のような立場にある。風かざ間ま自身、その役目を積極的に受うけ容いれており、何時いつでも旅団司令部に出頭できるよう自分の執務室で待機していた。

「昨日松まつ江えに密入国した呂剛虎ルウガンフウは、本日小こ松まつ市内で無力化されました」

「捕らえたのですか」

　佐さ伯えきの言葉に、風かざ間まが質問の形で相あい槌づちを打つ。

「いえ、殺してしまったようです。手を下したのは第一師団遊撃歩兵小隊に臨時で加わっていた防衛大の千ち葉ば修なお次つぐ少尉」

「学生の身でありながら、特例で少尉の地位を与えられている『イリュージョン・ブレード』ですか。あの呂剛虎ルウガンフウを仕留めるとは、世界トップクラスの近接戦闘魔法師と呼ばれるだけのことはありますね。叶かなうならば、我が大隊に欲しい人材です」

　風かざ間まの称賛を、佐さ伯えきは面白く無さそうな顔で聞いている。千ち葉ば修なお次つぐに対して思うところ、含むところがあるのではない。呂剛虎ルウガンフウを討ったのが別の士卒でも、あるいは警官や民間人であっても、佐さ伯えきは同じように不快感を滲にじませていただろう。

「破壊工作を事前に阻止できたのは、本来喜ぶべきなのですが……『人ひと喰くい虎』も存外にだらしがない」

　佐さ伯えきが愚痴を漏らす。

　聞きようによっては、呂剛虎ルウガンフウの破壊工作……劉麗蕾リウ・リーレイ暗殺が成功することを期待していたようにも聞こえる一言だ。

　風かざ間まはその不謹慎な発言を、聞かなかったふりをするのではなく聞き流した。

　彼は佐さ伯えきの思惑を、一昨日の時点で知っていた。

　実を言えば、佐さ伯えきも風かざ間まも呂剛虎ルウガンフウの密入国に関する情報を事前にキャッチしていた。

　風かざ間まの副官を務める藤ふじ林ばやし響きよう子こ中尉は、彼女の能力を知る者の間で『電子の魔女エレクトロン・ソーサリス』と呼ばれている。この二つ名は電子、電波に干渉する魔法に長たけている魔法師を意味すると同時に、情報ネットワークを手玉に取る悪魔的なハッカーの称号でもある。

　周しゆう公こう瑾きんのネットワークには、電子的なハッキング対策だけでなく呪術的な防御も施されている。だが電子的ネットワークの土俵の上では、藤ふじ林ばやしの能力が勝っていた。佐さ伯えきと風かざ間まは藤ふじ林ばやしを通じて、周しゆう公こう瑾きんになりすました光み宣のると陳祥山チエンシヤンシエンの間で遣やり取とりされた通信文を入手していたのである。

　佐さ伯えきと風かざ間まは、呂剛虎ルウガンフウの密入国計画を、場所も日時も知っていた。彼らは水みず際ぎわで呂剛虎ルウガンフウを捕らえることもできた。実際に、風かざ間まは自ら部下を率いて松まつ江え港に向かおうとした。

　しかし佐さ伯えきは、風かざ間まの出動を許可しなかった。そればかりか、この情報を外部に漏らさないよう命じた。佐さ伯えきは、消極的にではあるが、呂剛虎ルウガンフウの破壊工作を手助けしようとしたことになる。

　風かざ間まは当然、理由を訊たずねた。本来、軍において上官の命令は絶対。しかし彼は、理不尽な命令を受うけ容いれられない欠陥軍人だ。若い頃に命令された以上の戦果を上げた所為せいで、風かざ間まは長期にわたる冷遇を味わった。その苦い経験がありながら、彼の性格は矯正されていない。

　佐さ伯えきは、そんな風かざ間まに対する説明を厭いとわなかった。

　──新ソ連は劉リウ少尉の引き渡しを口実に艦隊を南下させました。

　──真の目的が何であれ、劉リウ少尉がいなくなれば新ソ連の軍事行動は口実を失います。

　──新ソ連の侵攻がなくても、劉リウ少尉の存在は大きなリスクです。

　──彼女が祖国に帰順し我が国に『霹へき靂れき塔とう』を向ける可能性は、決して小さくありません。

　──呂剛虎ルウガンフウによる劉リウ少尉暗殺は、日本にとってもメリットがあります。

　──亡命者を守り切れなかったことで、国防軍は世論の非難を浴びるでしょう。国際的評価の失墜も避けられません。

　──ですが劉リウ少尉を国内から排除するメリットは、それらのデメリットを上回るものです。

　──劉リウ少尉の監視に十じゆつ師し族ぞくの一いち条じよう将まさ輝き君が参加しているのも好都合です。

　──同じ基地内にいながら劉リウ少尉の暗殺を阻止できなかったことに対する非難は、一いち条じよう君にも向かうでしょう。

　──魔法師工作員による、亡命魔法師の暗殺です。十じゆつ師し族ぞくに対する非難は、国防軍に対するものより大きくなることが期待できます。

　これが佐さ伯えきの思惑だった。

　風かざ間まは、その共犯に甘んじた。

　しかし結果は、佐さ伯えきの思いどおりにならなかった。呂剛虎ルウガンフウは基地に侵入もできずに討たれ、彼の部下は次々に捕縛されている。

「千ち葉ば少尉の存在は、計算外でした」

　佐さ伯えきはそんな表現で、自分の目もく論ろ見みが甘かったと認めた。

「遊撃歩兵小隊は元々、九く島どう光み宣のるを捕縛する為ために出動していたようですよ」

　風かざ間まのセリフは、慰めにしてはピントがずれている感がある。

　佐さ伯えきもそう感じたようで、彼女は訝いぶかしげな視線を風かざ間まに向けた。

「九く島どう光み宣のるは青あお木きヶが原はら樹じゆ海かいに潜伏しているようです」

「その情報は、遊撃歩兵小隊の捜索で否定されたはずですが」

「あの小隊は九く島どう閣下に心服していた割に、古式魔法師の人材が手薄です。結界を破れなかったのでしょう」

　風かざ間まは光み宣のるが今も樹海の中に隠れていると考えているらしい。それは佐さ伯えきにも理解できたが、彼が何故なぜそんな話を始めたのかについては、まだ推測できていなかった。

「捕まえなくて、よろしいのですか？」

　風かざ間まに謎掛けの意図は無かったようだ。彼はあっさり、自分が言いたいことを明らかにした。

「我々が？」

　佐さ伯えきが風かざ間まの問い掛けを予想できなかったのは、それが突拍子もない内容だったからだ。

「何故なぜこの一〇一旅団が、九く島どう光み宣のるの捕縛に動かなければならないのです？」

　佐さ伯えきの反問は、疑問の表れというより風かざ間まの提案を却下する間接的な回答だった。

「殺人・誘拐犯の追跡は、我々の任務ではありませんよ」

「しかし小官ならば、九く島どう光み宣のるの居場所を突き止められます」

　風かざ間まの言葉には迷いが無かった。躊ちゆう躇ちよも虚勢も存在しなかった。

　彼が「森林戦のエキスパート」と呼ばれているのは、ゲリラ戦の技術が優れているからばかりではない。風かざ間まが修めている古式魔法『天てん狗ぐ術じゆつ』は、山林で最も高いパフォーマンスを発揮する。

　光み宣のるがどれ程強固な結界の中に隠れていようと、それが樹海──森林の中である限り、必ず見付け出せるという自信が風かざ間まにはあった。

　しかし佐さ伯えきの回答は、後ろ向きなものだった。

「もう一度言いますよ、中佐。それは、この第一〇一旅団の任務ではありません」

「九く島どう烈れつを殺害する程の力を持つパラサイトを、放置していて構わないのですか？　それに我々の手で九く島どう光み宣のるを捕らえれば、十じゆつ師し族ぞくの鼻を明かすことにもなると思いますが」

「九く島どう光み宣のるが国家に敵対する姿勢を見せない限り、あの少年は放置しておくべきなのです」

　佐さ伯えきが強い口調で断定する。

　風かざ間まは目を大きめに見開き、両眉を持ち上げることで意外感を表現した。

　風かざ間まから言葉による質問は無かった。だから佐さ伯えきは、風かざ間まの見せた疑問を無視しても良かったのだが、彼女はそうしなかった。

「……九く島どう光み宣のるが逃亡を続ける限り、大おお黒ぐろ特尉、いえ、司し波ば達たつ也やはその追跡に手を取られて、他の事案に着手できません」

「他の事案、ですか？　達たつ也やが何か、余計な真似まねを仕出かす恐れがあると？」

　風かざ間まの察しが悪い態度は、本物なのか演技なのか。

　どちらであっても、佐さ伯えきがため息を漏らす理由にはなる。

「三みつ矢や家けから提供された情報は、中佐にも見てもらっているはずです。司し波ば達たつ也やがＵＳＮＡのミッドウェー監獄襲撃を企たくらんでいる一件ですよ」

　佐さ伯えきは一いち条じよう将まさ輝きを君付けで呼んだのに対して、達たつ也やは呼び捨てだ。それが風かざ間まの意識に少し引っ掛かったが、彼はわざわざ、真意を問うことはしなかった。

「達たつ也やをミッドウェー島へ行かせない為ために、九く島どう光み宣のるを援助するのですか？」

　代わりに風かざ間まは、こう訊たずねた。

「何もしないことが消極的支援だという指摘は否定しません。ですが司し波ば達たつ也やは、当局の制止など歯し牙がにも掛けないでしょう。出国を禁じても実効があるとは思えません」

　それは確かに。風かざ間まは心の中で頷うなずいた。

　達たつ也やならば密航でもハイジャックでもシージャックでも思いのままだろうし、自分で飛んでいくことも多分できる。たとえ密出国が明らかになっても、再入国を禁じることも監獄に閉じ込めることもできない。彼は日本が有する最大戦力、最強の戦略兵器なのだ。

「中佐、九く島どう光み宣のるへの手出しはなりませんよ」

「了解しました」

　改めて念を押す佐さ伯えきに、風かざ間まは姿勢を正してそう応えた。





◇　◇　◇






　イリーガルＭＡＰ。非合法魔法師暗殺者小隊（illegal Mystic Assassin Platoon）。表沙汰にできない暗殺任務を専門に請け負っていた魔法師部隊で、『コールサック』『コーンネビュラ』『ホースヘッド』の三分隊で構成される小隊だ。形式上はどの国の軍隊にも所属していない組織だが、実態はＵＳＮＡ軍統合参謀本部直属の魔法師部隊であり、指揮系統からすればスターズの兄弟部隊と言える。公認されているかいないかという点も含めて例えるならば、嫡出子と非嫡出子の異母兄弟と言うべきか。

　元々の指揮系統が途中までは同一であるから、実質的な指揮官が同一人物になるのもそれ程不思議なことではないかもしれない。日本に派遣されているイリーガルＭＡＰ・ホースヘッド分隊の分隊長アル・ワンがスターズ本部基地司令官のポール・ウォーカー大佐に指示を仰ぐ電文を送ったのは、ウォーカーがイリーガルＭＡＰに参謀本部の意向を伝える窓口だからだ。

　厳密に言えば、現在イリーガルＭＡＰを動かしているのは参謀本部の統一された意思ではなく参謀本部内の対日強硬派。ＵＳＮＡの覇権を揺るがす危険な戦略級魔法師・司し波ば達たつ也やを排除すべきと主張する一派だ。ウォーカー大佐は強硬派の有力高級士官として、イリーガルＭＡＰの指揮を任せられているのだった。

　日付が変わり日本時間七月十二日午前零時を過ぎて、ようやくウォーカーからの返信があった。時間については、時差を考えればやむを得ないだろう。とはいえホースヘッドの分隊員が長時間待たされていたのも確かな事実で、隠れ家にいた隊員たちは暗号電文をデコードしている分隊長アル・ワンの手て許もとを遠慮無くのぞき込んでいた。

「ええいっ、ハイスクールのガキみたいな真似まねをするんじゃない！　デコードが終わったらすぐに読み上げてやるから待っていろ！」

　背中にのし掛かられて鬱うつ陶とうしかったのか、アル・ワンが水を撥はね飛とばす大型犬のような身震いをしながら部下を[image: 叱]りつける。ホースヘッド分隊は最も若い隊員でも三十歳を超えている。「ガキみたいな真似まねをするな」は、掛け値無しの本音だったに違いない。

　アル・ワンの部下は、大人しく彼の背後から離れた。しかし恐れ入っているわけではない。それは半数以上の隊員がビールやハイボールの缶を手にしたままであることからも窺うかがえる。

　イリーガルＭＡＰは非合法部隊。正規部隊の規律を期待しても最初から無理な話だ。そもそも分隊長からして部下にそんなものを求めていない。デコードが終わってディスプレイから顔を上げたアル・ワンは、飲酒する部下の姿を見ても全く表情を変えなかった。

「隊長、本国は何だって？」

「まあ、予想どおりだな」

　調子の良いい言葉遣いにも、それが当たり前という顔で応えを返す。

「作戦に変更は無い。我々はアンジー・シリウスを無視する」

「ターゲットはあくまでも司し波ば達たつ也やってことですね」

　さっきとは別の隊員が、多少は丁寧な口調で念を押した。ホースヘッド分隊は隊長を含めて十人。その内二人いる女性隊員の一人だ。

「そうだ。段取りもさっき決めたとおりで行くぞ。エリー、お前とジュリア、フランクは光みつ井いほのか、ゲイブ、ヘンリー、イギーは柴しば田た美み月づきを連れてこい。バート、チャーリー、ドンは私と共にこの隠れ家の警戒だ」

「了解です」

「しかし隊長、人質なんて通用しますかね」

「通用しなければいつもどおり、教育して送り返すだけだ」

　アル・ワンが言う「教育」は、洗脳のことだ。人質に暗示を植え込んでターゲットを暗殺させる手口は、イリーガルＭＡＰの三分隊全てが得意としている戦術だった。

「だったら人質は、一人だけで十分じゃないですか？」

　分隊の中で副隊長格のバート・リーが作戦に疑問を呈する。彼がこれを口にするのは、初めてではない。夕方の作戦会議でも議論になったポイントの蒸し返しだ。

「ターゲットの司し波ば達たつ也やは、あの四よつ葉ばの身内だという。『アンタッチャブル』の異名がどの程度実態を反映しているのか分からないが、実力が分からないからこそ手を抜くべきではない」

「バート、もう決まったことだぜ。今の俺たちは軍人じゃないが、隊長の決定には従うべきだ。そうだろ？」

　最初に砕けた口調でアル・ワンに質問したチャーリー・チャンという名の隊員が、バート・リーに語り掛ける。その声音は「たしなめる」と言うより「からかう」ものだった。

　バート・リーがムッとした表情で口を閉ざす。

　ここまでの遣やり取とりで分かるように、ホースヘッドは決して和わ気き藹あい々あいとした雰囲気の部隊ではなかった。

　そのことに頭を痛めている隊員はいない。分隊長のアル・ワンも気にしていない。

「バート、自信があるなら一人で首を取りに行っても構わないぞ」

「……隊長はあんただ。あんたの指示に従いますよ」

　イリーガルＭＡＰは過去にやり過ぎた所為せいで、廃棄されていてもおかしくない部隊。実験材料にもならずに生かされているのは、その方が役に立つと思われているからだ。

　与えられたターゲットを暗殺できれば、隊内の雰囲気などどうでも良いい。ホースヘッド分隊だけでなく、イリーガルＭＡＰに所属している全員が心底そう考えていた。





◇　◇　◇






　七月十二日、金曜日の朝。

「お兄様、行って参ります」

「ああ、気をつけて。リーナ、深み雪ゆきのことを頼んだぞ」

「任せて」

　達たつ也やに見送られて、深み雪ゆきとリーナが一高に向かう。時刻はまだ七時前。いつもより早めの時間に家を出ているのは、深み雪ゆきが学校で変装を解く時間を計算に入れているからだ。

　達たつ也やは今日も登校しない。二人を送り出した達たつ也やは、すぐにマンション地下の研究室へと向かった。

　達たつ也やは昨日、藤ふじ林ばやし家け当主の代理として訪れた藤ふじ林ばやし響きよう子こから『仮装行列パレード』の起動式及び運用ノウハウの説明書と、『蹟せき兵へい八はち陣じん』の詳細を記した文献を手に入れた。『蹟せき兵へい八はち陣じん』は東とう亜あ大たい陸りく流古式魔法の、結界構築術だ。光み宣のるが今いる隠れ家は、周しゆう公こう瑾きんが『蹟せき兵へい八はち陣じん』で造り上げた物である可能性が高い。光み宣のるの居場所を暴き水み波なみを取り戻す為ためには、『仮装行列パレード』と『蹟せき兵へい八はち陣じん』を破らなければならない。

　取とり敢あえず、結界が『蹟せき兵へい八はち陣じん』によるものと仮定。

　達たつ也やはこの二つの魔法を無効化する術すべを編み出すべく、昨日から『仮装行列パレード』と『蹟せき兵へい八はち陣じん』の分析に取り組んでいた。

「『仮装行列パレード』は大体分かった。問題は『蹟せき兵へい八はち陣じん』の方か……」

　研究室のデスクの前に座り、達たつ也やは昨日の成果と課題を声に出して確認した。

　藤ふじ林ばやしから『仮装行列パレード』の起動式と運用マニュアルを受け取ったのは昨日の九時過ぎ。現代魔法のフォーマットで記述されたデータは、達たつ也やにとってスムーズに理解できるものだった。

　食事や入浴、睡眠などの時間を差し引いても、達たつ也やが分析を始めてから十時間以上が経過している。達たつ也やは既に、九島家の『仮装行列パレード』がどのような魔法か、ほぼ解明していた。

「それにしても……、リーナが使う『仮装行列パレード』との違いがあれ程大きいとは予想外だった。道理で、同じやり方では破れないわけだ……」

　複写したエイドスを編集・加工して、オリジナルのエイドスを覆い隠すように貼り付ける点は、九く島どう家けの『仮装行列パレード』もリーナの『仮装行列パレード』も同じ。だが九く島どう家けの術式は、編集・加工したエイドスのコピーを人造精霊化──人工の独立情報体に変換するプロセスが追加されていた。それによって、術者が魔法発動後に、維持、修復、改変、移動などの操作ができるようになっている。

　この仕組みならば、敵の目を偽装されたコピーの情報体に引きつけた後、コピーをオリジナルから少しだけずらすことによって、さらに敵の目を欺くことが可能だ。ぴったり重なっていないから、偽装情報体を破壊しても、その下には何も無い。また、一旦相手に認識された偽装情報体の記述内容に追加的な改変を加えれば、敵は照準どころではなくなる。

　しかしそのからくりがわかった今ならば、『仮装行列パレード』の魔法式が直接見えていなくても無力化が可能だろう。光み宣のるが九く島どう家けの術式に大きな変更を加えていなければ、間接的な『術式解散グラム・デイスパージヨン』でも魔法式を分解できるはずだ。

　しかし達たつ也やはそれを、実際に試してみることはしなかった。水み波なみが囚われている隠れ家の、『仮装行列パレード』で偽装されていない座標ならば既に分かっている。三日前から動いていなければ、青あお木きヶが原はら樹じゆ海かい内部、半径百メートルのエリアに特定できている。にも拘かかわらず、現地に赴いた達たつ也やは隠れ家を発見できなかった。

　方向感覚を狂わせる東とう亜あ大たい陸りく流古式魔法『鬼き門もん遁とん甲こう』。『蹟せき兵へい八はち陣じん』は怨うらみを懐いだいて絶命した死体を地中に埋めて陣を造り、その怨念を以もつて『鬼き門もん遁とん甲こう』の効果を長期間にわたり持続的に発揮する大規模結界だ。この結界を破れない限り、達たつ也やは水み波なみが連れて行かれた隠れ家にたどり着けない。

　仮に光み宣のるを隠れ家から追い出すことに成功しても『鬼き門もん遁とん甲こう』を無力化できなければ捕捉は困難だ。捕らえるべき相手が逃げている方向を正しく認識できなければ、追跡すら覚おぼ束つか無ない。

「やはり『鬼き門もん遁とん甲こう』──『蹟せき兵へい八はち陣じん』を同時に破らなければ、光み宣のると水み波なみを見付け出すことはできない」

　達たつ也やは自分に言い聞かせるように、そう呟つぶやいた。
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　いつもより一時間以上早く起きた光み宣のるは、隠れ家の周りを歩き回っていた。結界の点検という名目だが、それよりも眠気覚ましの意味合いが強い。

　光み宣のるは昨晩、余り眠れなかった。

　呂剛虎ルウガンフウが時間を稼げなかった計算違いに対する落胆と、そこから生じた焦あせり。光み宣のるは呂剛虎ルウガンフウが騒ぎを起こしている隙に、今いる隠れ家から移動するつもりだったのだ。

　遠からずこの場所が達たつ也やに見付かると彼は考えている。今はまだ『仮装行列パレード』と『蹟せき兵へい八はち陣じん』で達たつ也やの「眼め」を誤魔化しているが、それも長くないというのが光み宣のるの実感だ。「なんとなく」などというあやふやなものではない。魔法式が受けている損傷の度合いから、自分の魔法が通用しなくなる時も近いと推測しているのだった。

　昨晩、突如パラサイトのネットワークで話し掛けてきたレイモンドの提案を光み宣のるが受うけ容いれてしまったのは、その焦あせりが原因だった。話が終わり、ベッドに入って、光み宣のるはそれに気付いた。

　眠れなかったのは、安易にレイモンドの話に乗ったことに対する後悔によるもの。レイモンドの提案は、水み波なみを連れて日本から逃げ出せという内容だった。自分たちが出国の手段として、ＵＳＮＡ軍の艦船を用意するから、と。

　光み宣のるはその誘いに、頷うなずいてしまった。水み波なみの意思を確認すること無く。

　自分が軽率な真似まねをしたと光み宣のるが気付いたのは、レイモンドとの会話を終えた直後だった。

　しかし彼が後悔しているのは、レイモンドの申し出を受うけ容いれたこと自体に対してではない。

　受諾を、撤回しなかったこと。それを光み宣のるは悔いていた。

　光み宣のるがその気になれば、レイモンドとのコンタクトは何時いつでも取れる。パラサイト同士の意思疎通に、道具や面倒な手続き、儀式は必要無い。本来であれば常時つながっているものを、光み宣のるは力尽くで遮断しているのだ。

　だから水み波なみの同意が取れていないと気付いた時点で、受諾を撤回することも保留にすることも可能だった。

　だが光み宣のるは、そうしなかった。ベッドの中で悩み続けて、結局そのまま放置している。

　彼は、自分の本音を自覚させられた。

　自分が本当は、水み波なみを遠くへ攫さらってしまいたいのだと。

（……でも、決めたことだ）

　無理強いはしない。

　水み波なみが望めば、すぐに達たつ也やと深み雪ゆきの許もとへ返す。

　光み宣のるは改めて、自分にそう誓わせた。

（その代わり、水み波なみさんの答えを聞くまでは……決して捕まらない）

　光み宣のるはそういう風に考えて、自分の中で折り合いをつけた。

「その為ためには『仮装行列パレード』だけじゃダメだ。逃げ切れない」

　この隠れ家が長く持たないと判断したのは『仮装行列パレード』が達たつ也やによって遠くない未来に破られてしまうと魔法師の感覚で理解したからだ。ならばこの結界を抜け出して逃亡するにしても、『仮装行列パレード』だけではすぐに捕捉されてしまう恐れが多分にある。

（どうすれば良い？　今から新しい魔法を編み出している時間なんて無い）

（考えろ、僕）

（考えろ、九く島どう光み宣のる）

　光み宣のるが緑の壁に囲まれた左右を見回し、明るい曇り空を見上げたのは、別段ヒントを探していたのではない。思考の行き詰まりから来る息苦しさを和らげる為ための、条件反射的な仕草だった。

　しかし光み宣のるの目に映る不自然な空が、彼にインスピレーションをもたらした。

　地上からの反射光が乱反射して、晴れた日の曇りガラスのように白く濁った明るい空。そこに結界の壁があるという、分わかり易やすい徴しるしだ。

（『仮装行列パレード』だけでは達たつ也やさんの「眼め」から逃れられない）

（だったら、『仮装行列パレード』と『鬼き門もん遁とん甲こう』を組み合わせれば？）

（この場所がまだ見付かっていないのは、僕の『仮装行列パレード』だけでなく周しゆう公こう瑾きんが構築した『蹟せき兵へい八はち陣じん』が達たつ也やさんの接近を阻はばんでいるからだ）

（『蹟せき兵へい八はち陣じん』を持ち運ぶことはできない）

（でも、『鬼き門もん遁とん甲こう』と『仮装行列パレード』の同時展開なら、今の僕には可能だ）

（『鬼き門もん遁とん甲こう』は方位を欺く魔法）

（達たつ也やさんなら『鬼き門もん遁とん甲こう』の対策も立てているだろうけど……）

「……これなら行けるはずだ」

　光み宣のるが力強く呟つぶやく。だが顰ひそめられた眉間の皺しわは、完全には消えていない。

（問題は、コピーしたエイドスを貼り付ける身代わりか……）

　脱出プランは、まだ重要なピースが埋まっていなかった。
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　二〇九七年七月十二日金曜日、朝七時。国防陸軍情報部の秘密幹部会議開催が、簡素なセリフで宣言された。

　この会議は定期的なものでも公式のものでもない。必要を認められた場合だけに開催される、非公式の集まりだ。陸軍情報部の幹部が、必要と認める事態に対応して招集されるもの。そういう非常事態が発生しているという、情報部の認識を示している。

「潜伏中のメンバーは捕捉できておりませんが、ＵＳＮＡ軍非合法魔法師暗殺者小隊が首都圏に侵入しているのは確実と思われます」

「イリーガルＭＡＰか……」

　ＵＳＮＡ軍内部においてすら「非合法イリーガル」と呼ばれている暗殺部隊の暗躍は、非常事態と呼ぶに相応ふさわしい事案だった。

「メンバーを発見できていないにも拘かかわらず、確実に侵入されていると判断した根拠は何だ？」

　情報部の、対外的にはその存在を公表されていない副部長の質問に、

「七月十日の入国記録に、イリーガルＭＡＰのメンバーである可能性が高いデータが発見されました」

　首都圏防ぼう諜ちよう部隊防ぼう諜ちよう十課の犬いぬ飼かい課長が椅子から立ち上がらずに答えた。なお「十課」の名称は「十番目」だからではなく、陸軍情報部と密接な協力関係にある師し補ほ十じゆう八はつ家け・十とお山やま家けの、直接のパートナーを意味している。

「十日か……狙われたな」

　副部長の呟つぶやきに、説明を求める声は上がらなかった。新ソ連艦隊の撤退に伴い、政府は十日の午前九時半に、空路と海路の正常化を宣言した。この規制を緩めたタイミングで外国の工作員が侵入することは予測されていたし、空港でも港湾でも警戒を強めていた。

　だがやはり、それまで足止めされていた来日客が一気に流れ込み、一人一人のチェックが行き届かない隙を突かれてしまった。

　──この場に列席している情報部の幹部全員が、その無念を共有していた。

「密入国した人員の規模は？」

　特務一課の恩おん田だ課長が犬いぬ飼かい課長に問い掛ける。

「正規の入国手続きを経ているから、密入国と言うより不正入国だが……工作員と推定される侵入者の数は十人。イリーガルＭＡＰは三分隊で構成されていることが分かっている。その内の一分隊が派遣されてきたのだろう。これをご覧下さい」

　答えを返した犬いぬ飼かいが、手て許もとのコンソールを操作する。最後の一言は、列席者全員に向けたものだ。

　各メンバーの前に置かれた卓上端末のディスプレイにパスポートのデータが表示された。一人一ページで十ページのデータファイル。デスク上のホルダーからスマートグラスを手に取る者もいる。

　列席者がデータに目を通し終えたのを見計らって、犬いぬ飼かいが発言を再開する。

「パスポートを信用しすぎるのは危険ですが、容姿や偽名の特徴から見て、侵入したのはホースヘッド分隊と推定します」

「対大だい亜あ連れん合ごうを想定しメンバーを東アジア系の魔法師で固めた暗殺部隊か」

　情報部は、イリーガルＭＡＰ構成員の個人データは持っていない。だが、どのような部隊なのかは探り出している。列席者の一人が口にした特徴は、彼らの前に表示された映像と一致していた。

「やつらの目的は判明しているのか？」

　副部長の隣の席から上がった質問に、

「いえ、残念ながら。ただ現下の情勢を鑑かんがみ、高い確率で司し波ば達たつ也やの暗殺にあると推定します」

　推定と言いながら、犬いぬ飼かいは自信を匂わせる口調で回答した。

「そうですね。私も同感です」

　恩おん田だ課長が犬いぬ飼かいの推測を支持した上で、

「私たちは先々月、あの者の矯正を試みて失敗しましたが、今回はどう対処致しましょうか」

　イリーガルＭＡＰへの対応を副部長に訊たずねる。

「恩おん田だ課長。君はどう思うのだ？」

　副部長はその問い掛けに答えず、逆に恩おん田だの意見を訊たずねる。

　恩おん田だは答える前に、犬いぬ飼かいと一秒未満、目を合わせた。

　その短い時間で、お互いの考えが一致していることを確認する。

「思想性向を別にすれば、あの者は我が国に有益な存在です。我々の意のままにはならなくとも、取引は可能であると思われます」

「また火曜日のマスコミ報道で、新ソ連艦艇を撃退した新戦略級魔法の共同開発者として彼の名は国民に広く認知されております。あの者が外国人テロリストの手で殺傷されるような事態に発展すれば、政府が国民の非難に曝さらされるに違いありません」

　恩おん田だ課長に続いて、犬いぬ飼かい課長が副部長に間接的な表現で意見を述べた。

「そうだな。イリーガルＭＡＰによる司し波ば達たつ也や暗殺は阻止せねばならん。素もとより、外国工作員の跳ちよう梁りようを許すなど論外。原則を曲げるだけのメリットも無い」

　間接的な表現でも、副部長は二人の提言を誤解しなかった。

「犬いぬ飼かい課長」

「はい」

　副部長に改まった口調で話し掛けられ、犬いぬ飼かいが立ち上がる。

「遠とお山やま曹長に名めい誉よ挽ばん回かいの機会を与えてやれ」

　姿勢を正した犬いぬ飼かいに、副部長はそう命じた。





◇　◇　◇






　午前七時三十分。正確な時間はこれより五分ほど前後するが、深み雪ゆきとリーナは始業時間の約三十分前に一高の生徒会室に到着した。

　二人を泉いず美みが出迎える。昨日深み雪ゆきの変装を見ている泉いず美みに、戸惑いは無かった。その代わり、もう一人の下級生が頭上に大きな疑問符を浮かべている。今日は泉いず美みに加えて詩しい奈なも早朝から生徒会室に来ていた。

「詩しい奈なちゃん。随分早いけど、どうしたの？　何か気になることでも？」

　変装を解いた深み雪ゆきが、その変貌を見て目を丸くした詩しい奈なに訊たずねる。

　深み雪ゆきは生徒会役員に朝の活動を強制していない。彼女自身、普段は登校したら直接教室に向かう。泉いず美みは以前から時々、早い時間に登校して仕事をしていたようだが──どうやら家にいたくない理由があるらしい──、詩しい奈なが始業前の生徒会室に顔を出しているのは珍しかった。

「はい、いえ、その……」

　詩しい奈なの返事は、はっきりしないものだった。改めて目を向ければ、顔も迷いに曇っている。

「……会長、実は……お耳に入れたいことが……」

　途中、言葉を途切れさせながら、詩しい奈なはようやくそれだけを言い終えた。

「わたしに？　場所を変えましょうか？」

　詩しい奈なは未いまだ逡しゆん巡じゆんに囚とらわれている様子だ。彼女の表情からそれを読み取った深み雪ゆきは、二人きりで話さないかと提案した。

「深み雪ゆき先輩。私わたくし、今朝はこれで失礼致します」

　泉いず美みがさり気なく立ち上がり、深み雪ゆきに一礼する。

「ええ、ご苦労様。また放課後に」

　泉いず美みの真意に気付かない深み雪ゆきではない。彼女も自然な口調で泉いず美みに答えを返した。

「はい。では、お先に」

　泉いず美みが生徒会室を出て行く。

「ミユキ、ワタシも教室に行くわね」

　ここに至りようやく泉いず美みが気を遣って席を外したのだと気付いたリーナが、焦あせり気味のやや不自然な態度で扉に向かう。

　その背中を微笑ほほえましげに見送った深み雪ゆきは、扉の閉まる音と共に詩しい奈なへ向き直った。

「詩しい奈なちゃん、座りましょう？　ピクシー、飲み物をお願い」

「かしこまりました」

　達たつ也やの命令で生徒会室に常駐しているピクシーが、深み雪ゆきの言葉に従ってドリンクサーバーを操作する。深み雪ゆきの前にアイスカフェオレを、詩しい奈なの前にアイスココア（シロップ増量）を置いてピクシーは部屋の隅に戻った。

　詩しい奈なは緊張の面持ちでココアのグラスを手に取った。喉を湿らせても硬い表情は変わらず、彼女は中々話を始められずにいる。

　深み雪ゆきは詩しい奈なを急せかさなかった。リラックスした態度でカフェオレのグラスを持ち上げる。赤い唇が半透明のストローを包み込んだ。白い喉が小さく動き、微かすかな吐息と共にグラスをテーブルに戻す。

　グラスから目を上げた深み雪ゆきは、詩しい奈なが食い入るように自分を見詰めているのに気付いた。

「……どうしたの？」

　始業まではまだ時間があるし、詩しい奈なが自分から話し始めるまで深み雪ゆきは待つつもりでいた。だがこの眼まな差ざしにはさすがに不審感を覚えて、こう訊たずねずにはいられなかった。

「あっ！　あの、いえ、その、実は家うちの父と兄が！」

　まさか「色気に見とれていました」と正直に打ち明けるわけにもいかず、詩しい奈なは顔を赤らめたまま慌てて本題を切り出した。

　詩しい奈なの不自然な態度に、深み雪ゆきはもちろん気付いている。だがこの慌て方は、深み雪ゆきにとっては割と馴な染じみの光景であり──ただし原因については理解していない──、対処法も放置が一番と経験上分かっていた。なので、深み雪ゆきは黙って詩しい奈なのセリフの続きを待った。

「……父と兄は、司し波ば先輩の計画を国防軍に、つ、告げ口、しようと……しています……」

　尻すぼみに詩しい奈なの声が小さくなる。

　それでも、目の前にいる深み雪ゆきに聞き取れない程ではなかった。

　なおこの三ヶ月で、詩しい奈なは達たつ也やのことを「司し波ば先輩」、深み雪ゆきのことを「会長」と呼ぶようになっている。深み雪ゆきもそれは良く知っていて、今更誤解はしなかった。

「達たつ也や様の計画？　先日お邪魔した時にお話しした件かしら」

「はい……、その件です」

　問い掛ける深み雪ゆきの口調は厳しいものではなかったが、詩しい奈なはおどおどした表情で、声と一緒に姿勢まで小さくなっている。

　深み雪ゆきが口にした「先日」とは、達たつ也やが三みつ矢や家けを訪問してミッドウェー島の防衛態勢に関する情報提供を受けた日のことを指している。その際、三みつ矢や元げんから質問の意図を問われて、達たつ也やは『ミッドウェー監獄に囚とらわれている魔法師を脱走させることが可能かどうか、判断する為ため』と答えた。詩しい奈なは、父と兄がそれを国防軍に密告しようとしていると言っているのだった。

「そう……。仕方が無いわね。詩しい奈なちゃんのお父様方にも、お立場がおありでしょうから」

　まるで自分が詩しい奈なを苛いじめているような気分にさせられて、深み雪ゆきは詳細を訊たずねなかった。本当は三みつ矢や家けが国防軍の誰に密告したのか、深み雪ゆきはとても気になっている。しかし詩しい奈ながそこまで知っているとは限らない。問い詰めて生徒会の後輩と気まずくなるより、自力で調べた方が良いいというのが深み雪ゆきの判断だった。

「兄は『第一〇一旅団の佐さ伯えき少将』に告げ口すると言っていました」

　もっとも、それは無用な気遣いだった。深み雪ゆきが問うまでもなく、詩しい奈なの方から密告の相手が伝えられた。

　思い掛けなく知っている名前が出てきたが、深み雪ゆきにショックは無かった。詩しい奈なは、三みつ矢や家けの方から佐さ伯えきに情報を流すと言っているだけで、佐さ伯えきが達たつ也やを裏切ろうとしているという話ではない。だが仮にそうだったとしても、深み雪ゆきは意外感を覚えただけだっただろう。

　元々深み雪ゆきは、達たつ也やに危険な仕事を押し付ける佐さ伯えきや風かざ間まに、余り好感を懐いだけずにいる。佐さ伯えきが達たつ也やにとって不利益なスタンスを取るなら、深み雪ゆきは遠慮無く第一〇一旅団を敵として認定するだけだ。

「ありがとう、詩しい奈なちゃん。達たつ也や様のお耳に入れておくわ」

　ただ、達たつ也やには報しらせておかなければならない。

　深み雪ゆきはそう思った。
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　昨日、休暇を取得して実家の使者を務めた藤ふじ林ばやしは、いつもどおり午前八時に出勤した。彼女の職務は独立魔装大隊隊長の副官であり、勤務地は大隊司令部。作戦で出動している時以外は霞かすみヶが浦うら基地の大隊司令官室が彼女の職場になる。

　司令官室の主である風かざ間まが出勤する時間はまちまちだ。午後遅くまで顔を見せないこともあれば、藤ふじ林ばやしより早く席に着いていることもある。

　藤ふじ林ばやしの出勤が自分より遅くても、風かざ間まは何も言わない。そもそもこの部屋の扉は八時にならないと開けられない設定になっている。風かざ間まがどうやって出入りしているのか、藤ふじ林ばやしは知らない。ずっと気になってはいるが、訊きかない方が良いいという自分の直感に彼女は従っていた。

　藤ふじ林ばやしが仕事を始めて十分後、風かざ間まが姿を見せる。藤ふじ林ばやしはすぐに自分の席から立ち上がり、デスクの奥に収まった風かざ間まの正面で一礼した。

　儀礼的な言葉を遣やり取とりし、本日のスケジュールと旅団司令部からの指示を確認する。一通り朝のルーティンが終わった後、風かざ間まは昨日の首尾について訊たずねた。

「司し波ば達たつ也や氏は」

　藤ふじ林ばやしは「達たつ也やくん」でも「大おお黒ぐろ特とく尉い」でもない呼称で報告を始めた。

「身内だけで九く島どう光み宣のるを捕らえるという藤ふじ林ばやし家け当主の申し入れに対して、自分も捕縛ミッションに加わることを希望。藤ふじ林ばやし家け当主はこれを受うけ容いれました」

　これは軍の作戦ではなく、本来であれば報告義務も無い。だが藤ふじ林ばやしも風かざ間まも、報告するのが当然という顔をしている。

「日時と場所は？」

「明日の正午、富ふ士じ風ふう穴けつ北西の国道上で合流することになっております」

「そうか。ご苦労」

「ハッ」

　藤ふじ林ばやしが一礼し、自分の席に戻る。

　風かざ間まは卓上端末を開かず、椅子の背もたれに身体からだを預けた。一旦は天井に向けた顔を、居眠りしているようなポーズで俯うつむかせる。

　藤ふじ林ばやしがチラリと風かざ間まの顔を盗み見る。上官が何を考えているのか、彼女にはまるで分からなかった。








［９］






　七月十二日金曜日、達たつ也やは朝からマンションの地下フロアに設けられた研究室にこもっていた。彼は藤ふじ林ばやしからもたらされた『仮装行列パレード』と『蹟せき兵へい八はち陣じん』のデータから、この二つの魔法を破る方法を発見しようと頭脳をフル回転させていた。

　どちらも光み宣のるが身を隠すために使っている魔法だ。『仮装行列パレード』と『蹟せき兵へい八はち陣じん』を部分的にでも無効化しない限り、光み宣のるに連れ去られた水み波なみを見付け出し、取り戻すことはできない。

　研究の目的は、あくまでも水み波なみの奪還。その前提条件としての、水み波なみの居場所特定だ。達たつ也やは『仮装行列パレード』と『蹟せき兵へい八はち陣じん』の解析に取り組む一方で、本来の目的を片時も忘れていない。肉体的には地下に閉じこもっていたが、彼の精神は魔法的な知覚力を通じて、定期的に水み波なみの状態を看視していた。

　彼の「眼め」が変化を捉えたのは、午後三時過ぎのことだった。

　状況の悪化ではない。むしろ達たつ也やにとっては都合の良いい変化と言える。

（結界に、穴が空いた？）

　光み宣のると水み波なみの所在を覆い隠していた魔法の効果が薄れていた。弱体化しているのは『蹟せき兵へい八はち陣じん』の方だ。偽装が解けてしまったわけではないが、今なら現地に突入して無理矢理結界を破ることもできそうに思える。

　ただ、弱体化は限定的だ。そこが気になった。

（これは……誰かが結界を通り抜けたのか？）

　偽装結界を破壊したのではない。正規の手順で通り抜けたのでもない。

　抜け道を見付けて、そこから『蹟せき兵へい八はち陣じん』の結界に侵入。その結果、結界に小さな穴が残った。──達たつ也やはそんな印象を受けた。

（藤ふじ林ばやし家けが抜け駆けした……？）

　達たつ也やがまず疑ったのは、この可能性だった。藤ふじ林ばやし家けとは明日の正午に合流することで、当主藤ふじ林ばやし長なが正まさと合意ができている。しかし藤ふじ林ばやし家けは当初、自分たちだけで光み宣のるを捕らえたいと達たつ也やに言ってきた。

（可能性は低くない。だが、断定はできない）

　光み宣のるを狙っているのは達たつ也やや藤ふじ林ばやし家けだけではない。十じゆつ師し族ぞくも光み宣のるを追跡しているし、国防軍も光み宣のる捕縛に動いている形跡がある。それ以外にも、日本には伝統的に「魔」を「汚れ」として目の敵かたきにしている一団が存在する。パラサイトも彼らにとっては滅ぼすべき「魔」だろう。そういった勢力が動いている可能性もある。

（少し様子を見るか……）

　事情も分からず闇雲に突っ込んでいっても、敵を増やすだけの結果になりかねない。

　達たつ也やは『蹟せき兵へい八はち陣じん』の解析を一旦中断して──『仮装行列パレード』の解明は一段落ついている──、まずは四よつ葉ば本ほん家けに、第三勢力介入の有無について訊たずねることにした。
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　午後三時、光み宣のるはダイニングで水み波なみと同じテーブルを囲んでいた。

　実家にいた頃、つまりつい一ヶ月前まで、光み宣のるには「お茶の時間テイータイム」の習慣は無かったのだが、水み波なみの誘いを断るという選択肢は、彼には無かった。

　光み宣のるの前にはストレートの紅茶、水み波なみの前にはミルクティ。お茶菓子はライチのムースで、言うまでもなく水み波なみの手作りだ。

　この隠れ家で光み宣のるが口にした物は全て水み波なみの手作りだが、美しすぎる容姿が逆に禍わざわいして年齢＝彼女いない歴だった光み宣のるの感動は、まだまだ薄れていない。彼は束つかの間ま、誘拐中の後ろめたさを忘れて「女の子お手製のお菓子」の味を嚙かみ締しめていた。

　ただ、彼が浸っていた時間は短かった。状況が現実逃避を許さない。幸せに酔いしれていたのは、ライチのムースを食べている間のみ。スプーンを置いた光み宣のるは、真剣な眼まな差ざしを水み波なみに向けた。

　水み波なみのガラスボウルにはムースがまだ四分の一程残っていたが、彼女は光み宣のるの視線を認めてすぐに、両手を太ももの上に置いた。

　水み波なみが光み宣のるを正面から見詰める。

「……ええっと」

　怯ひるんでしまいそうになる己を奮い立たせて、光み宣のるは本題に入った。

「今日、明日にでも、この隠れ家を引き払おうと思う」

「はい」

　水み波なみはそれだけを口にして、目で続きを促した。

「一旦横よこ須す賀かに向かって」

　光み宣のるもここに至って、今更口ごもりはしない。

「そこからアメリカ海軍の船で、日本を脱出するつもりだ」

「──っ」

　水み波なみの顔が驚きよう愕がくに強こわ張ばる。国外逃亡。予想外すぎて、咄とつ嗟さに言葉が出ない。

「ごめん」

　光み宣のるの謝罪にも、「何に対して謝っているのか」と訊たずねることさえできない。

　もっともそれは、質問するまでもなかった。

「答えは急がないなんて言っておきながら、僕はその言葉を翻ひるがえさなければならない」

　水み波なみが太ももの上に置いた両手をギュッと握り締めた。手だけでなく、腕から肩にまで余分な力が入る。

「もし今決められるなら、答えて欲しい。人間のままでいたいというのが水み波なみさんの答えなら、僕は一人で横よこ須す賀かに向かう」

「…………」

「まだ決められないなら、横よこ須す賀かに着くまでに結論を出して欲しい。そこで水み波なみさんがパラサイトになりたくないと言えば、僕は一人で船に乗る」

「…………」

「それでも迷っていたなら──迷ってくれるなら、一緒に船に乗って欲しい。その場合でも、決して水み波なみさんの意志に反する真似まねはしないと誓う。アメリカ軍が君を拘束しようとしても、そんな狼ろう藉ぜきは僕が許さない」

「……何処どこに……」

　答えを出せずにいる水み波なみからの、辛かろうじて絞り出した一言だけの問い掛け。

　わずか一文節の質問だが、その意図は誤解しようのないものだ。

「……ごめん。それはまだ分からない」

　だが光み宣のるは、その問い掛けに答えられなかった。

　情けなさが、光み宣のるの心を満たす。

　彼はその想おもいに駆られて、レイモンドとの思念回線を開こうとした。

「北西ハワイ諸島。ミッドウェー島か、その隣のパールアンドハーミーズ環礁だと思うよ」

　しかしその前に、答えは光み宣のるの知らない声で返ってきた。

「誰だっ!?」

　光み宣のるが椅子を蹴って立ち上がる。

　倒れた椅子が派手な音を立てたが、光み宣のるにそれを気にしている余裕は無い。

　食堂にいるのは光み宣のると水み波なみだけのはずだ。

　この屋や敷しきにいるのは、光み宣のると水み波なみだけのはずだった。

　僧形瘦そう身しんの男など、ここにいるはずはなかった。結界破りを見過ごしたばかりか、この部屋に侵入されたことすら、光み宣のるは気付かなかった。

「八や雲くも僧そう都ずさま!?」

　光み宣のるとは少し性質が異なる驚きの声を上げながら、水み波なみが立ち上がる。

　何時いつの間まにかこの部屋に立っていた僧形の男性は、達たつ也やが「八や雲くも師匠」と呼び深み雪ゆきが「八や雲くも先生」と呼ぶ、忍術使い・九ここの重え八や雲くもだった。

「うら若い乙女に僧そう階かいで呼ばれるのは、何だかこそばゆいね」

「……すみません」

「いや、構わないよ。これはこれで、良いい感じだ」

　水み波なみは八や雲くもを僧そう階かい──僧侶の階級で呼ぶ。達たつ也やから紹介を受けて八や雲くもとは面識がある水み波なみだが、彼女にとって八や雲くもは「師匠」とも「先生」とも呼べる相手ではない。

　かと言って「和お尚しようさま」と呼ぶのは厳密に言えば正しくないと達たつ也やから教わったので、水み波なみは迷った末に「（八や雲くも）僧そう都ずさま」と呼ぶことにしたのである。

　ちなみに水み波なみが八や雲くもを僧そう階かいで呼ぶのはこれが初めてではなく、水み波なみと八や雲くもはその度に、まるで挨拶のように同様の会話を繰り返している。

「ところで水み波なみくん。そちらの彼氏が戸惑っているよ」

「カ、カレシ……」

「初うい々ういしいねぇ。達たつ也やくんでは望めない反応だ」

　揃そろって顔を赤らめ俯うつむいた光み宣のると水み波なみに、八や雲くもは微笑ほほえましげに目を細めた。

　とはいえ、自分を正体不明のままにしておいては話もできない。その程度の常識的な思考回路は、八や雲くもにも備わっている。

「九く島どう光み宣のるくんだね？　僕は九ここの重え八や雲くも。仕事は坊ぼう主ず、正体は『忍び』だよ。無断で上がり込んだことは勘弁して欲しい。忍び込むのは僕たちの性さがみたいなものだからね」

　他の忍者──『忍術使い』に聞かれたら憤慨されそうなセリフだが、軽い口調に反して八や雲くもは大真面目だ。それが伝わったのか、あるいはふざけた言い回しに毒気を抜かれたのか、光み宣のるは少しだけ警戒を解いた。

「……僕のことはご存じのようですが、一応、自己紹介を。九く島どう光み宣のる、パラサイトです」

　光み宣のるの自己紹介は一種の挑発だった。

「うん、知っているよ」

　だが八や雲くもは、あっさり頷うなずいただけだ。光み宣のるの方が空回りの羞恥を覚えるような反応だった。

「──すみません、さっきの話ですけど」

　気恥ずかしさをねじ伏せて、光み宣のるは看過できない疑問に話題を移した。

「アメリカ軍のパラサイトが僕たちをミッドウェー島に連れて行こうとしている、というのは本当ですか」

　光み宣のるは無意識に、水み波なみも同行すると決め付けていた。そのことに光み宣のるは気が付かない。水み波なみも気付いていなかった。

「ミッドウェーとパールアンドハーミーズのどちらになるかは、僕にも分からないな」

　とぼけた口調の答えだが、ミッドウェー島とパールアンドハーミーズ環礁の二箇所にまで、八や雲くもは候補を絞り込んでいるのだということを、光み宣のるは誤解しなかった。

　それが真実ならば、余りにも驚異的な諜ちよう報ほう能力だということも。

　光み宣のるの背筋に冷たい汗が伝う。祖父・九く島どう烈れつと敵として相対した時でさえも、これ程の戦慄は覚えなかった。

「一体……どうやって……」

　それを知ったのか、という問い掛けを、光み宣のるは最後まで口にできない。最後まで息が続かなかった。

「どうやって、かぁ。もちろん、内緒だ」

　しかし八や雲くもの返答はあくまでも軽い。ウインクでもしそうな雰囲気だ。──さすがに自重しているようだが。

　水み波なみは既に、肩の力を抜いている。八や雲くもの態度に、緊張を持続できなくなっていた。

　だが光み宣のるは、誤解しようもない程に緊張し、警戒を続けていた。

「それより、本題に入ろうか。僕は、君が一人で船に乗っても二人で逃避行を続けても、どちらでも構わない。ただこの国を出るなら、一つ約束して欲しいんだ」

「……水み波なみさんを攫さらっていっても良いんですか？」

　敢あえて「攫さらう」という強い表現を光み宣のるは使った。

「無理強いはしないんだろう？」

　だが八や雲くもの口調は、飄ひよう々ひようとしたもののままだった。

「だったら他人が止める筋合いじゃない。馬に蹴られて死ぬつもりもないし。それに、パラサイトである君がこの国からいなくなるのは、僕たちにとって歓迎すべきことだからね」

　意味ありげな複数人称。だが今の光み宣のるには、それを気に掛けている余裕が無かった。

「──約束、とは？」

　八や雲くもの態度に強迫的なところはまるで無い。だが表情や態度とは別のところで、光み宣のるはジワジワとプレッシャーを受けていた。その重圧が今や、光み宣のるの意識を押し潰そうとしていた。

「仮装行列パレードの術式、ノウハウを秘密にして欲しい。誰にも教えないのは当然として、術を盗まれることもないように細心の注意を払ってもらいたい」

　これまでの八や雲くもの口調は、本音が分わかり難にくい、捉えどころの無いものだった。だが今や彼の言葉は、その意図、その本気度を誤解しようのないものに変わっていた。

「これを約束してくれるなら、僕の方も君の逃避行を邪魔しないと約束しよう」

　言い換えれば、八や雲くもの申し入れを拒めば達たつ也やに、あるいは他の、光み宣のるを捕らえようとしている勢力に協力するということだ。

　これは光み宣のるにとって、無視し得ない不利益だった。

　八や雲くもが光み宣のるの偽装・隠蔽魔法を突破する能力を持っているのは、彼が今ここにいるという事実からも明白だ。おそらく八や雲くも単独でも、逃げられずに捕まってしまう。光み宣のるは理性と直感の両方で、そう判断していた。

　元々光み宣のるに、逃亡先で『仮装行列パレード』を広める意思は無い。他のパラサイトに自分の手の内を明かすつもりも無かった。

「──約束します」

　光み宣のるにとっては自分の予定に口約束の拘束力を付け加えるだけのことだ。八や雲くもの申し入れを受うけ容いれないという選択肢は、存在しなかった。
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　背もたれに体重を預け、半眼にした目を虚こ空くうに向ける。達たつ也やは地下の研究室ではなく最上階の自分の部屋で、物思いにふけっていた。

　彼が研究を中断したのは、水み波なみが閉じ込められている──と達たつ也やは考えている──隠れ家の隠蔽結界に異変が生じたからだ。

　異変と言っても、達たつ也やにとって不利な変化ではない。水み波なみを救出する為ためには、むしろ状況が好転したと言える。

　結界に生じた、小さな穴。内部が見通せるようなものではなく、結界そのものの機能も損なわれてはいない。少なくとも自宅がある調ちよう布ふから情報次元経由で観測して、隠れ家の場所を真に特定できるような綻びではなかった。

　だが「千せん丈じようの堤つつみも蟻ありの一いつ穴けつから（崩れる）」と言う。この場合は諺ことわざとしての意味より元々の意味に近いだろう。先程見付けた小さな穴から、水み波なみの居場所を隠している結界『蹟せき兵へい八はち陣じん』が潰ついえるかもしれないのだ。

　問題は、その「穴」が生じた理由だった。結界の経年劣化によるものという可能性もゼロではないが、それはこの際、考慮から外すべきだろう。

　何故なぜ、その「穴」が生じたのか。

　誰が「穴」を空けたのか。

　それが分からなければ、手出しが難しい。その「誰か」と現場で衝突して、かえって光み宣のるの逃亡を助ける羽目に陥る、という事態も想定されるからである。

　その情報を求めて、達たつ也やは先程、四よつ葉ば本ほん家けに電話を掛けた。今はその回答を待っているところだ。

　問い合わせの電話を終えてから、もうすぐ一時間になる。すぐに調べがつくとは達たつ也やも思っていなかったが、予想していたより時間が掛かっている。

　しかし、催促しても逆効果にしかならないだろう。彼は何時いつでも出動可能なように飛行装甲服『フリードスーツ』を着用しヘルメットも手て許もとに置いていたが、そろそろ「この格好のまま研究室に戻るか」という気分になってきていた。

　達たつ也やが二度目の異変を感じたのは、ちょうど「地下に戻る」と決めたタイミング、午後四時を十分前後過ぎたところだった。

（結界が破れた!?）

　達たつ也やは約一時間前に異常を感知した時点から、光み宣のると水み波なみを隠している『蹟せき兵へい八はち陣じん』の結界を継続的に監視している。相手に気付かれないよう、遠くからの観測だ。この「相手」には光み宣のるだけでなく、結界に穴を空けた何者かも含まれる。

　そして今、別の何者かが結界を破って中に侵入したのを、達たつ也やの『精霊の眼エレメンタル・サイト』は捉えた。

　隠蔽結界『蹟せき兵へい八はち陣じん』は瞬またたく間まに修復されたが、達たつ也やはその短い時間で明瞭に結界の内部を「視認」した。遠くからだったので侵入者の正体までは分からなかったが、結界の焦点になっている「屋や敷しき」の情報は「視み」えた。

（今度こそ、座標を特定した）

　あいにく結界に隠された隠れ家の場所を見極めるのが精一杯で『仮装行列パレード』を無効化する魔法を行使する余裕は無かった。光み宣のるはもちろん、水み波なみの現在位置を精確に把握するには至っていない。追跡用のマーカーも撃ち込めなかった。それでもこれは、大きなチャンスだ。

　達たつ也やは大急ぎで動画電話ヴイジホンを操作した。

『──達たつ也や様。兵ひよう庫ごでございます』

　スリーコールを待つまでもなく画面が、お辞儀している花はな菱びし兵ひよう庫ごの上半身を映し出す。

『先程お問い合わせ頂きました件は、まだ確認が取れておりません。まことに申し訳ございません』

「いえ、その件ではありません」

　先回りして謝罪する兵ひよう庫ごに、達たつ也やは急がせているわけではないと遠回しに伝えた。

　そして兵ひよう庫ごが再び無用な謝罪をする前に、達たつ也やは本題に入る。

「たった今、九く島どう光み宣のるの隠れ家に何者かが侵入したのを観測しました」

『先程お報しらせいただいた一件とは別口ですか？』

「別人でしょう。先程の者より結界の破り方が雑でしたから」

　雑と言っても達たつ也やに嘲る意図は無い。彼には破れなかった結界を突破したのは（おそらく）事実。あくまでも先刻結界に穴を穿うがった者と比較しての話だ。

「結界の綻びは既に塞がっていますが、隠れ家の所在は特定しました」

『では、現地に向かわれるのですね？』

「ウイングレスを使います」

　移動手段を告げることで、達たつ也やは兵ひよう庫ごの問い掛けを肯定した。

『ウイングレス』は飛行装甲服『フリードスーツ』とセットで運用するように作られた電動二輪だ。『エアカー』と同じ仕組みの飛行機能を備えているが、長距離を飛ぶには向いていない。

『然さ様ようでございますね。時間は掛かりますが、陸路の方が当局を無用に刺激せずに済むと思われます』

　週初の月曜日に、達たつ也やは『エアカー』で調ちよう布ふと巳み焼やき島しまを往復し、フリードスーツで高たか尾お山さんの西側まで飛んでいる。この派手な無断飛行は、国内航空を所管している役人を相当刺激しているに違いなかった。また、魔法の無許可使用でもある。法が厳正に適用されれば、何時いつ逮捕されてもおかしくない。無闇に当局を刺激すべきではないという兵ひよう庫ごの言葉は、達たつ也やの考えと一致していた。

「何か分かったことがあれば、スーツの無線にお願いします」

『かしこまりました。お気をつけて』

　丁寧に一礼する兵ひよう庫ごに会え釈しやくを返して、達たつ也やは動画電話ヴイジホンの通話スイッチを切った。
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　八や雲くもの姿がダイニングから消えて約一時間が過ぎ、テーブルの上はきれいに片付いている。にも拘かかわらず、水み波なみはまだ、光み宣のるの前に座っていた。

　光み宣のるに引き止められているのではない。単にすることが無くなって、座っているだけだった。

　水み波なみは寝室よりもダイニングにいる時間の方が長い。家事をしていない時間は、大抵ダイニングテーブルの前に座っている。

　いつもと違うのは光み宣のるの方だ。水み波なみは口数が少なく、光み宣のるは世間話が苦手。異性に対して口下手になるのは二人とも同じ。ただ沈黙が苦にならない水み波なみに対して、光み宣のるは会話が無い静けさに気まずさを覚えて書斎に引っ込むのが常だった。

　しかし今日の光み宣のるは、目の前から食器が無くなり、十分以上会話が無くなっても、テーブルの前から動かなかった。本来であれば光み宣のるには、じっと座っている時間は無い。彼はこの隠れ家から明日にでも移動すると決めたのだ。

　逃避行に大荷物は持って行けないが、それでも最低限の身の回り品は欠かせない。着替えも、この屋や敷しきの物を持って行くことになる。逃亡先が国外であれば、念の為ために偽造パスポートも作っておいた方が良いいだろう。少なくとも移動中に入手できるよう、手配する必要がある。

　時間を無駄にできないということは、光み宣のるも理解していた。それでも具体的な行動に移れずにいるのは、八や雲くもの来訪──侵入が余りにもショッキングだった所為せいだ。

　光み宣のるは「この屋や敷しきの隠蔽結界が破られることはない」などと思ってはいなかった。『鬼き門もん遁とん甲こう』も『仮装行列パレード』も、より強力な魔法、より高度な魔法技術をぶつけられれば無効化されてしまう。それが分かっているから、光み宣のるはこの隠れ家に見切りをつけたのだ。

　だが八や雲くもは『蹟せき兵へい八はち陣じん』の結界を破るのでも解くのでも、正しい手順で通り抜けるのでもなく、光み宣のるにも分からない隙間から潜り込んだ。

　余りにも、レベルが違う。

　もし八や雲くもが追っ手に加わっていたなら、光み宣のるはとうに捕らえられていたに違いない。そして達たつ也やと八や雲くもの関係を考えれば、そうなっていない現状の方が不思議だ。

　──一体全体、九ここの重え八や雲くもは何を考えているのか。

　──どういう思惑があって、自分を泳がせているのか。

　そんな疑念が、先程から光み宣のるを捕らえて放さないのだ。

　彼がその迷いから抜け出した切っ掛けは、隠蔽結界に対する新たな攻撃だった。

「結界を抜けられた？」

　正体までは不明だが、結界を部分的かつ一時的に無効化して、内部に侵入した者がいる。結界を構成している魔法の構造式を破壊するのではなく、逆位相の波をぶつけて中和したのだろう。今度は、それが分かった。

　中和による無効化だから、それを止めれば結界は機能を取り戻す。侵入してしまえば、中和術式を維持する必要は無い。現に隠蔽結界は元に戻っている。

「……お客様ですか？」

　その問い掛けを受けて、光み宣のるは正面に座っている水み波なみが不安げな表情を浮かべていることに気付いた。光み宣のるは心の中で呟つぶやいたつもりだったが、声に出てしまっていたらしいと思い至る。

「大丈夫。誰であろうと水み波なみさんに手出しはさせないから」

　自分の独り言が水み波なみを不安にさせているのは、光み宣のるにとって不本意なことだった。その気持ちが言わせたセリフだ。そしてその言葉を噓うそにしない為ために、光み宣のるの意識は既に侵入者へと向いている。

　彼は自分のセリフが熱烈な口説き文句になっていると認識していなかった。また、だからなのか、水み波なみが薄らと頰を赤らめているのにも気が付いていない。彼は侵入者の気配に神経を集中していた。

　結界を突破されたのに光み宣のるが気付いてから、約五分。

　光み宣のるは席を立ち、ダイニングの扉へ歩み寄る。

　結界を抜けた者が、屋や敷しき内に侵入を果たしたことは分かっていた。

「どうぞお入りください」

　光み宣のるが扉を開ける。

「こんな所まで来てもらえるとは思いませんでしたよ。──父さん」

　侵入者の正体も、光み宣のるは『精霊の眼エレメンタル・サイト』で把握していた。

「邪魔するぞ」

　九く島どう家け当主にして光み宣のるの父親、九く島どう真ま言ことは特に驚いた様子も無くダイニングに足を踏み入れた。
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『達たつ也や様、お耳に届いておりますでしょうか』

　兵ひよう庫ごからの通信が達たつ也やのヘルメットに届いたのは、彼が調ちよう布ふのマンションを出発してすぐのことだった。

「感度良好。何か分かりましたか」

『当家以外の十じゆつ師し族ぞくで、青あお木きヶが原はら樹じゆ海かいに手勢を派遣した家はございませんでした。国防軍にも該当する動きはございません』

「つまり、軍と十じゆつ師し族ぞく以外ということですか」

　達たつ也やはすぐに、兵ひよう庫ごが遠回しに告げた事実に気が付いた。何も分かっていないなら、こうして通信を送ってくるはずはないからだ。

『詳細は、突き止めたご本人がお話になりたいそうです』

　それは誰だ、と達たつ也やが問い返す前に、

『達たつ也や兄さん、運転中に失礼します』

　その「本人」の声が割り込んできた。

「文ふみ弥やか」

　学校はどうした、と達たつ也やは訊たずねそうになったが、少なくとも自分が言うことではないと思おもい止とどまる。

「早速だが、話してくれ」

　代わりに、調査結果を催促した。

『はいっ』

　文ふみ弥やの弾んだ声が達たつ也やの耳元に返る。達たつ也やに頼ってもらって嬉うれしいという、子犬みたいな反応だ。

『今朝から九く島どう家け当主及び次男の所在が分からなくなっています』

「監視していたのか？　いや、それはそうか」

　改めて言うまでもなく、光み宣のるは九く島どう家けの一員だ。周しゆう公こう瑾きんのネットワーク以外で彼が頼る先があるとすれば、九く島どう家けが真っ先に候補としてあげられる。「それはそうか」という達たつ也やのセリフはそれを踏まえたものだ。

『火曜日からですが……』

　そして「火曜日」は、水み波なみが攫さらわれた日の翌日。

　彼女の誘拐にはパラサイドールが用いられた。あの人型魔法兵器は九く島どう家けが中心になって開発した物だ。九く島どう家け前当主・九く島どう烈れつは光み宣のるのパラサイドール強奪を阻止しようとして命を落とした。この事実を以もつて九く島どう家けは光み宣のるとの共謀容疑を免まぬがれているが、九く島どう家けを潔白と断じるのは早計だ。

　九く島どう家けの当主は九く島どう真ま言こと。そして、前当主の烈れつと現当主の真ま言ことの仲が余り上手うまく行っていなかったのは、それなりに知られている事実だった。

　真ま言ことと光み宣のるの仲も決して良好とは言えないが、それでも実の親子だ。真ま言ことが光み宣のるに協力している可能性は、排除して良いものではない。

　文ふみ弥やの歯切れが悪い発言は、この反省から来るものだった。水み波なみ誘拐に投入されたパラサイドールの数は、九く島どう烈れつ殺害時に強奪された機体数を上回っていたと推定されている。前まえ以もつて九く島どう家けを監視していれば、パラサイドールの大量投入による自爆戦術は防げたかもしれない。あれがなければ十じゆう文もん字じ家けの迎撃部隊が突破されることはなく、水み波なみが連れ去られることもなかっただろう。

「手が足りないのは、どうしようもない。このところ色々なことが重なりすぎている」

　しかし達たつ也やに、文ふみ弥やを責めるつもりはなかった。

　三十四年前に当時の東とう亜あ大たい陸りく南東地域を支配していた大だい漢かんと半ば相討ちのような格好で失った戦力も、この三十年間で随分回復してきている。だがそれでも四よつ葉ば家けは、今も数の不足を質で補っている状態だ。戦力を多方面に同時展開する余力は乏しい。

　それに、現在の同時多発攻撃を受けている状況を招いた切っ掛けは達たつ也や自身で、文ふみ弥やはこれに巻き込まれて「巫女みこの女装コスプレ」までする羽目になった被害者。八つ当たりなどしようものなら、罰ばちが当たるというものだ。

『そう言っていただけると、少し気が楽になります』

　文ふみ弥やは心底恐縮した声でこう言ったのだが、

「最初から気にしなくて良い。それで、九く島どう家けの当主と次男は今朝から姿が見えないんだな？」

　達たつ也やはそれをあっさりと受け流し、確認の反問を投げ掛ける。

『そうです。ただ監視に派遣している者の技量は「それなり」でしかありませんので、昨晩の内に移動していた可能性もあります』

「いや。生い駒こまから青あお木きヶが原はらまでの移動時間を考えれば、九く島どうの屋や敷しきを抜け出したのは今朝だろう」

『やはり、九く島どう光み宣のると裏でつながっていたのでしょうか』

「その可能性は高い。もっとも、光み宣のるにとっては予定外のことだろうな」

『父と兄が隠れ家を訪れたことがですか？』

　文ふみ弥やはすっかり、九く島どう真ま言ことと九く島どう蒼そう司しが光み宣のるの隠れ家に侵入したという前提で話をしている。まだそうと決まったわけではないが、達たつ也やは特に、指摘などはしなかった。

　多分、それで間違いないと達たつ也やも考えているからだ。

「光み宣のるとあらかじめ打ち合わせていたのであれば、結界を破る必要は無かった。光み宣のるを訪ねたのが九く島どう真ま言ことだったとしても、緊密に連絡を取り合っての行動ではないだろう」

『あっ、なる程』

「俺はこのまま、青あお木きヶが原はらに向かう」

『お手伝いは必要ありませんか？』

「逃げられた時には、必要になると思う」

『分かりました。スタンバイしておきます』

　達たつ也やは文ふみ弥やとの通信を切って、バイクのスピードを上げた。
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　九く島どう真ま言ことはティーカップを傾け、満足げに吐息を漏らした。アイスではなく熱い紅茶が供されているのは真ま言ことのリクエストで、水み波なみが淹いれた物だ。

「そろそろご用件をうかがっても？」

　光み宣のるの問い掛けは本人が「そろそろ」と前置きしたとおり、タイミングを計って切り出したものだった。水み波なみにお茶の用意をしてもらったのは、光み宣のる自身が態勢を整える為ためでもあった。

　前まえ以もつて侵入者の正体が父親であると分かっていたにも拘かかわらず、実際に顔を合わせてみて動揺を免まぬがれなかったのだ。

「その前に、蒼そう司しを中に入れてやってくれないか」

「蒼そう司し兄さんも来ているんですか？」

　光み宣のるの口調には意外感がこもっていたが、これは演技だ。結界の外に二台の大型乗用車が停とまっているのも、その中に蒼そう司しが乗っているのも光み宣のるは『精霊の眼エレメンタル・サイト』で把握していた。

　相手が達たつ也やでなければ、逆探知を恐れることなく『精霊の眼エレメンタル・サイト』を駆使できる。そして結界をバラバラに解ほどいてしまうのではなく一時的に中和するという手段を取ったことから、侵入者が達たつ也やでないのは分かっていた。

　真ま言ことは光み宣のるの演技に気付いた様子も無く──あるいは気付いた素振りを見せず──頷うなずいた。

「ああ。お前の身代わりを務めてもらう予定だ」

「……詳しいお話は、蒼そう司し兄さんが揃そろってから聞かせてもらいます」

　応えを返すまでの、不自然なタイムラグ。光み宣のるはまたしても、真ま言ことに動揺を曝さらしてしまう。「私がお迎えに上がりましょうか？」

　水み波なみの申し出は、単なるメイドとしての職業意識の表れではなく、光み宣のるがペースを取り戻すまでの援護射撃という意味合いもあったのかもしれない。

「ありがとう。でも、良いいよ。出迎えはガイノイドに行ってもらうから」

　ここに逃げ込む際、運転手に使った戦闘用ガイノイドは、パラサイドールに改造することなくサスペンド状態で玄関ホールに待機させている。光み宣のるは胸ポケットから薄い端末を取り出してサスペンド解除のコマンドを打ち込み、ガイノイドに「客」の出迎えを命じた。

　端末を胸ポケットに戻し、光み宣のるが自分のティーカップに口を付ける。

　真ま言こともカップを手に取った。

　水み波なみがお代わりの紅茶を用意する為ために、キッチンへ引っ込む。

　光み宣のるの兄、九く島どう家けの次男である九く島どう蒼そう司しがダイニングに姿を見せたのは、水み波なみが戻ってくる前だった。

　光み宣のると顔を合わせて、蒼そう司しが微かすかに怯ひるみを見せる。生い駒こまの自宅で光み宣のるの襲撃を受けた際の記憶と恐怖は、まだ薄れていなかった。

「兄さん、どうぞそちらに」

「遠慮は無用だ。蒼そう司し、座れ」

　光み宣のるに促され真ま言ことに命じられて、蒼そう司しは硬い表情のまま無言で父親の隣に座った。

　そこへ水み波なみがティーカップの載ったトレーを持って戻ってくる。彼女は蒼そう司しが醸かもし出だしている張り詰めた空気にも表情を変えず、真ま言ことと光み宣のるの前から古いカップとソーサーを回収し、三人の前に新しい紅茶を置いた。

「水み波なみさん。ここはもう良いいから、悪いんだけど……」

　歯切れの悪い口調で、光み宣のるが席を外すよう水み波なみに頼む。

「かしこまりました」

　水み波なみは素直に頷うなずいて、丁寧なお辞儀の後にダイニングを退出した。




「別に、あの娘を同席させても構わなかったのだがな。お前が人間を辞める切っ掛けを作ったのは彼女なのだろう？」

「僕は彼女の為ために、パラサイトになりました」

　父親の言葉に、光み宣のるは強い口調で言い返す。水み波なみの存在を、まるで何かのついでのように言われたのが気に食わなかったのだ。

「そうか」

　自分と息子の温度差に、真ま言ことは微かすかに笑みを漏らした。

　それは嘲笑とも見える表情だったが、光み宣のるは、今度は反発しなかった。

「それで、わざわざお越しいただいた理由は何でしょう」

　光み宣のるの言葉遣いはかなり他人行儀だが、これは今に始まったことではない。光み宣のると真ま言ことの関係は、もう何年も前から冷え切っていた。真ま言ことの光み宣のるに対する態度はネグレクトに近く、もし祖父の烈れつがいなかったら光み宣のるはもっと前に、今とは違う形で人間から転落していたに違いない。

「助けがいるのではないかと思ってな」

「助け？」

　光み宣のるが見せた驚きの表情は、ポーズではない。まさか今更、親らしい愛情に目覚めたとは考えられない。父親が自分に手を差し伸べる理由が、光み宣のるには理解できなかった。

「今のままでは逃げ切れまい」

　光み宣のるが懐いだいた不審感に、真ま言ことは気付いていた。だが真ま言ことは、助力を申し出た理由を自分から説明しようとはしなかった。

「仮装行列パレードを使って追っ手の目を誤魔化すにも、幻影を纏まとわせる『器』が不足しているのではないか？」

「……蒼そう司し兄さん以外にも『役者』を用意していただいているのですか？」

　光み宣のるは質問に質問を返すことで、真ま言ことの指摘を間接的に認めた。

「蒼そう司し以外はアンドロイドだが、仮装行列パレードの『器』にするだけなら人である必要は無かろう」

「……ありがとうございます。つまり、それを使ってここを去れ、と？」

「そうだ。行き先の当てはあるか？　台タイ湾ワンかインドシナで良ければ伝つ手てがある。お前が望むなら、話を付けてやろう」

　どれ程冷淡に見えても、子を思わない親はいないということか──とは、光み宣のるは考えなかった。

「僕を日本から追い出したいんですね」

　父親の目的はここにある。それが明らかになって、光み宣のるは父の「好意」がようやく腑ふに落ちた。

「僕に便宜を図ったことが他の十じゆつ師し族ぞくに知られたら、今度こそ九く島どう家けは二十八家の中で立場を失う。それどころか魔法界に居場所が無くなるかもしれない。だから四よつ葉ば家けや十じゆう文もん字じ家けに捕まる前に、僕を国外へ逃がそうということですか」

　魔法界とは魔法師の社会のこと。二十八家は十じゆつ師し族ぞく及びその補欠の師し補ほ十じゆう八はつ家けを指す。光み宣のるは九く島どう家けが「社会的な死」を免まぬがれる為ために、自分を追放しようとしているのだろう、と父親の真ま言ことに迫った。

「それもある」

　真ま言ことは息子の詰きつ問もんにあっさり首を縦に振った。

「だがそれ以上に、お前は九く島どう家けの最高傑作だ。失うのは惜しい」

　続けて、薄情を通り越した無情なセリフを光み宣のるに浴びせる。

「蒼そう司しはお前に操られたことにする。それだけでも九く島どう家けの名誉は失墜するが、貴重な完成品を四よつ葉ばや七さえ草ぐさに取られるよりはマシだろう」

　蒼そう司しがビクッと身体からだを震わせる。捨て駒にすると、隣で声も潜めずに言われたのだ。屈辱を覚えないはずはない。

　だが蒼そう司しは、何も言わなかった。それどころか、反抗的な態度を一切見せなかった。

「既に下準備はできている」

「……蒼そう司し兄さんに傀儡くぐつ法ほうを使ったんですか？」

　意志に干渉する魔法を掛けて蒼そう司しを操り人形にしたのか、という光み宣のるの問い掛けに、真ま言ことは「いや」と首を横に振った。

「九く島どう家けの……『九』の魔法師の役目を良く言い聞かせただけだ。蒼そう司しも納得している」

　光み宣のるは次兄、蒼そう司しの顔に目を向けた。到底納得しているとは思えない表情だ。

「そうですか。では、お言葉に甘えます」

　だが光み宣のるはここで、真ま言こととの問答を打ち切った。肉親の情が薄い点は、光み宣のるも真ま言ことを非難できない。自分の身代わりで捕まって蒼そう司しの個人的な信用がどん底まで転落しても、光み宣のるの心は全く痛まない。だからといって、「ざまあ見ろ」とも思わないだろう。「どうでも良いい」というのが、光み宣のるの本音に最も近かった。

「ただ、渡航先は紹介していただかなくても結構です。既に友人が手配してくれていますので」

「米軍のパラサイトか」

　光み宣のるの回答に、真ま言ことはただそう言って頷うなずいた。九く島どう家けの当主は、パラサイト化した息子を管理下に置きたいとは思っていないようだ。

「横よこ須す賀かから船か？　……いや、聞かないでおこう。何時いつ、発たつ？」

「準備が終わり次第、すぐにでも」

「あの娘を説得しなくて良いのか？」

　真ま言ことの言う「あの娘」は、言うまでもなく水み波なみのことだ。光み宣のるを追い出すという目的の為ためには、水み波なみを連れていかない方が得策だが、真ま言ことに光み宣のると水み波なみを引き離す意思は無いようだった。──こちらも、どうでも良いいのだろう。

「しません」

　光み宣のるは、潔いさぎよい笑顔で真ま言ことの問い掛けに否定を返した。

「どんな強制も説得もしないと決めているんです」

　こうして水み波なみの身柄を拘束している以外に、水み波なみの意思に反することはしない。それは光み宣のるが自身に立てた誓いだった。

「若いな」

　真ま言ことは光み宣のるの決意を理解して、つまらなさそうに呟つぶやいた。
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　九く島どう家け親子の話し合いが行われているダイニングから席を外した水み波なみは、寝室に割り当てられている部屋に移動した。着替えと、眠る為ためだけに使っている部屋だが、クローゼットとベッド以外にも、古風なライティングデスクと小さめのアップライトピアノ、それに本棚が置かれている。

　水み波なみはそのライティングデスクとセットになっているクラシックなデザインの椅子に座った。キャスターなどついていない猫足の椅子だが、華きや奢しやな作りで動かすのに苦労はしない。ただ、水み波なみのような大柄でない女性が座る分には問題無いだろうが、体重が九十キロとか百キロとかの立派な体格だと、腰を下ろさない方が無難だろう。そういう椅子だ。

　ライティングデスクは天板を手前に開いて使うタイプの物だ。だが水み波なみは天板を閉じたまま、横向きに座ってぼんやりしていた。

　本棚には今時珍しい紙の書籍がぎっしり詰まっている。日本語の本と、漢語の本が半々だ。日本語書籍の中には前世紀以前の文学全集も含まれていて、水み波なみにはかえって目新しい。彼女はこの屋や敷しきで、気分転換には、専もつぱらダイニングで読書をして過ごしていた。

　だが今は、本棚に手を伸ばそうともしない。考え事で、何も手につかない状態だ。

　いきなり告げられた、国外逃亡。

　水み波なみの理性は「付いて行くべきではない」と告げている。

　同行を断れば解放すると、光み宣のるは言ってくれている。「深み雪ゆきに合わせる顔がない」と思う一方で、「帰りたい」という気持ちは水み波なみの中に、確かに存在する。

　理性も気持ちも、出している答えは同じ。それなのに、水み波なみは迷っていた。

　それは、彼女の気持ちが一つになっていないからだ。

（私はまた、深み雪ゆきさまと光み宣のるさまを秤はかりに掛けている……？）

　深み雪ゆきの許もとに帰りたい、という気持ちと、

　光み宣のると、もう少し一緒にいたい、という気持ち。

　水み波なみは、二つの想おもいの間で揺れていた。

（……最低だ、私……）

　──主である深み雪ゆきを裏切っておきながら、あの人の許もとに帰りたいと願うのか。

　──光み宣のるに答えを返さず、曖昧な関係のまま、必要とされる心ここ地ち好よさに浸っているのか。

　考えれば考える程、自分が卑ひ怯きような人間に思えてくる。

　彼女の精神状態が回復不能なレベルまで墜落しなかったのは、

「──っ！　誰ですか！」

　突如、室内に生じた人の気配に、警戒心を最高レベルまでかき立てられたからだった。──いや、「かき立てられた御お蔭かげだった」と表現するべきかもしれない。

「ごめんごめん」

　不思議なことに、まず声だけが彼女の意識に届いた。

「驚かせちゃったみたいだね」

　水み波なみは思わず、何度も忙せわしなく瞬まばたきを繰り返した。

「僧そう都ずさま……？」

　正面から声が聞こえた、その後に、八や雲くもの姿が見えるようになった。

「いつの間に……」

「たった今だよ。ノックをしなかったのは申し訳ないけど、あっちに気付かれたくなかったからね」

　そう言って八や雲くもは、ダイニングの方角へと顔を向ける。

「いえ……考え事をしていただけですので、別に」

　乙女の部屋に無断侵入だ。本当は、簡単に許してはならないことだが、驚きよう愕がくで心が麻ま痺ひした水み波なみは怒ることができなかった。
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「それよりも、僧そう都ずさまはお帰りになられたのでは……？」

　先程八や雲くもは「一つ約束して欲しい」と言った。それに光み宣のるが応じたことで、八や雲くもの用件は終わったのではなかったのか。水み波なみはそう考えたのだった。

「君に報しらせておきたいことがあって」

「私にですか？」

　水み波なみが思ったとおり、光み宣のるに対する用件は終わっていた。それとは別に、八や雲くもは自分にさせたいことがあるようだと水み波なみは受け取った。大体において「報しらせる」という行為は、その知識に沿った行動を取らせる為ためのものだ。

「達たつ也やくんはミッドウェー島にある米軍の監獄から数人の魔法師を連れ出して欲しいという依頼を受けている」

「それは……！　幾ら達たつ也やさまでも、難しいのではないでしょうか」

「能力的には問題無いよ。達たつ也やくん自身にも利益がある話だ」

　アメリカ軍の監獄を破るなど、水み波なみには無謀としか思えない。だが達たつ也やの力量は、自分よりも八や雲くもの方が良く知っているだろう、と水み波なみは考え直した。

　しかしそれが自分とどう関係するのか、水み波なみには全く見当がつかない。

「ただ、場所が場所だ。達たつ也やくんも中々踏ん切りがつかないようでね」

　八や雲くもが人の悪い笑みを浮かべる。

「まっ、無理もない。達たつ也やくんはこの依頼がもたらす本当の利益をまだ理解してないみたいだから。知り合いの可愛かわいい女の子に頼まれたというだけでは、遥はる々ばるミッドウェー島まで遠征する気にはなれないだろう」

　ニヤニヤと笑いながら、八や雲くもは「可愛かわいい女の子」を強調した。だが水み波なみは繰り返された地名で、八や雲くもが何を言おうとしているのか覚さとった。

「……僧そう都ずさまは先程、光み宣のるさまの行き先はミッドウェー島だと仰おつしやいました」

　水み波なみの言葉に、八や雲くもが「おっ？」という感じで軽く目を見張る。

「私が光み宣のるさまに付いて行けば……」

「達たつ也やくんは、追い掛けるだろうね」

　八や雲くもの笑みが「ニヤニヤ」から「ニヤリ」に変わる。

「──ミッドウェー島まで」

「……そう、でしょうか」

「ああ、間違いないよ。そして達たつ也やくんはミッドウェー島で、ついでに監獄破りの依頼を片付けるだろう」

「……それは達たつ也やさまにとって、大きな利益になるのですね？」

「達たつ也やくんと深み雪ゆきくんの未来を保障する縁の一つになると思うよ」

　八や雲くもの答えは、水み波なみの期待を上回るものだった。

「分かりました。正直申しまして迷っておりましたが、僧そう都ずさまのご助言で決心がつきました」

「助言のつもりは無かったんだけど、お役に立てたのなら何よりだ」

　水み波なみが八や雲くもに向かって、深々とお辞儀する。

　彼女が顔を上げた時、八や雲くもの姿は既に無かった。
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　光み宣のるは真ま言こととの話し合いに十五分前後を費やした。逃亡に九く島どう家けの手を借りることそのものについてはすぐに決まったが、細かい段取りを詰める必要があったのだ。

　父親の真ま言ことと次兄の蒼そう司しを送り出し──真ま言ことはそのまま帰途についたが、蒼そう司しは結界のすぐ外に停とまっている乗用車で待機だ──、光み宣のるは水み波なみの部屋に向かった。

　躊躇ためらいを乗り越えて、扉を叩たたく。

　中から「少々お待ちください」という応えがあった。

　バタン、という、まるでスーツケースを勢い良く閉じたような音が漏れ聞こえた。

　荷物を纏まとめているのだろうか。

　帰宅する為ために？

　それとも、自分と一緒に──。

「お待たせしました」

　光み宣のるが自分に都合の良いい解釈を思い浮かべた、ちょうどそのタイミングで扉が開かれる。

「あっ、ああ、ごめん」

　水み波なみと顔を合わせて、光み宣のるは反射的に謝ってしまう。

　しかし当然、水み波なみには何に謝罪されているのか分からない。

　小首を傾かしげる水み波なみを見て、光み宣のるの鼓動はますます激しくなった。

「ええと……」

　何とか呼吸を整えて、用件を切り出そうとする光み宣のる。

「光み宣のるさま」

　だがそれを、水み波なみの声が遮った。

「人を捨てるのか、魔法を捨てるのか。私はまだ、結論が出せません」

「そう……」

　光み宣のるは落胆を隠そうとしたが、完全には果たせなかった。彼の声には、閉じ込めきれなかった本音が滲にじみ出していた。

「だから、もうしばらく考えさせていただけませんか」

「えっ……？」

　だが続く水み波なみの言葉で、光み宣のるの表情は押し殺した失望から隠し切れない期待へと反転する。

「何時いつまでも、とは申せません。それでもよろしければ、ご一緒させてくださいますか？」

「良いいよ、もちろん！　喜んで！」

　光み宣のるの顔が歓喜に輝く。ただでさえ人間離れしている美貌が、芸術と光明を司つかさどる青年神の如ごとき光輝に彩いろどられた。

　その美に圧倒されながら、水み波なみの心は小さな棘とげの痛みを感じていた。

　迷っているというのは、噓うそではない。水み波なみは自分が無用の存在になることを恐れていた。

　誰の役にも立てず、誰からも必要とされない。それを水み波なみは、盲目的に怖がっている。偏執的な恐怖とも言えるだろう。それこそが水み波なみにとって最悪の未来だ。

　魔法を失った自分は、もう「深み雪ゆきさま」の役に立てないかもしれない。

　人間であることを辞めた自分は、もう「深み雪ゆきさま」の側そばにいられないだろう。

　彼女は、光み宣のるが自分のことを本当に必要としてくれているとは、思えずにいる。自分を治そうとする光み宣のるの本気は疑っていない。だが今は本気でも、それがずっと続くとは思えない。

　今は、自分を側そばに置きたがっている。

　しかしそれも、何時いつまで続くか分からない。

　──自分と光み宣のるでは、釣り合わない。

　──自分に光み宣のるの心を摑つかむだけの魅力があるとは、とても信じられない。

　だから、水み波なみは迷っている。

　迷っているふりではなく、本当に決心がつかない。

　だが八や雲くもから聞かされた「達たつ也やと深雪の未来を保障する」という言葉が、光み宣のると一緒に行くという決断の決め手になっているのも確かだった。

　──光み宣のるは純粋に自分を案じてくれている。

　──自分はそんな光み宣のるの好意を利用しようとしている。

　それが水み波なみの心に刺さった棘とげ、罪悪感の正体だった。
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　達たつ也やが青あお木きヶが原はら樹じゆ海かいに到着した時、時計の針は午後五時を少し回っていた。

　場所は月曜日に、十じゆう文もん字じ家けの追跡隊が光み宣のるの逃走車両を見失った地点。達たつ也やがあの時、幻術を破って最初に発見した細い道に、新しい轍わだちが刻まれているのを彼は認めた。

（ここで正しかったのか）

　微かすかな苦みを伴った思考が、達たつ也やの意識の中に湧き出した。隠れ家の精確な座標を特定した今なら分かる。この道で正しかったのだ。あの日、もう少し粘り強く探していれば──。

（……いや、詮無い仮定だな）

　日付が変わるまで探しても、あの時は正しい道を見付けられなかっただろう。今日は先に結界を破った者がいるから、達たつ也やにもゴールが見えたのだ。目的地から逆にたどらなければ、そこにたどり着く経路が分からない。少なくとも達たつ也やにとってこの結界は、そういう難解な迷路だった。

　達たつ也やは路肩に電動二輪『ウイングレス』を駐め、徒歩で樹海の中に踏み入った。バイクを駐車した場所から光み宣のるの隠れ家まで、直線距離でおよそ七百メートル。自分の足で走っても、大して時間は掛からない。道が曲がりくねっているであろうことを考慮に入れても、十分足らずでたどり着けるだろう。時間の経過よりも、途中で分岐を見落としてしまう方が懸け念ねんされた。

　達たつ也やが着用している四よつ葉ば製せいの飛行装甲服『フリードスーツ』には、独立魔装大隊が開発した『ムーバル・スーツ』のようなパワーアシスト機能は備わっていない。だが機械的なパーツが少ない分、軽量に仕上がっている。総重量は二十キログラム未満。この程度の重さなら魔法を併用しなくても達たつ也やは苦にしない。普通の高校生陸上選手が競技会で走るのと同程度の速度は出せる。

　彼はゆっくりと走り出し、徐々にスピードを上げていった。
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（来たか！）

　達たつ也やの接近を、光み宣のるは『精霊の眼エレメンタル・サイト』ではなく『蹟せき兵へい八はち陣じん』のセンサー機能で察知した。

　彼はまだ、水み波なみと共に隠れ家の中にいる。達たつ也やを迎え撃つ為ために、ではない。『蹟せき兵へい八はち陣じん』の結界は魔法的な探知を妨げる。『鬼き門もん遁とん甲こう』の固定型陣地結界『蹟せき兵へい八はち陣じん』は、最も早はや達たつ也やの侵入を阻はばみ得ないかもしれないが、結界の外にいるよりは達たつ也やに見付かりにくいはずだ。

　達たつ也やが結界内に侵入した瞬間が勝負のタイミング。光み宣のるはそう決めていた。

『蹟せき兵へい八はち陣じん』が達たつ也やの「視力」を妨害している間に、水み波なみのエイドスをコピーして貼り付けたガイノイドを、光み宣のるのエイドスのコピーを自分自身に貼り付かせた九く島どう蒼そう司しが運転する車で、結界の外に逃がす。達たつ也やがそれに引っ掛かってくれれば、その隙に光み宣のるは水み波なみを連れて反対方向へ逃走する。もし引っ掛からなければ──、正面衝突も覚悟する。

　ここを切り抜け、小お田だ原わらまで行けば『仮か装そう遁とん甲こう』を使用する地理的な条件が整う。『仮か装そう遁とん甲こう』は『仮装行列パレード』と『鬼き門もん遁とん甲こう』の複合魔法。光み宣のるが今日半日で組み上げた即興の術式で、彼以外に知る者はいないはずの魔法だ。幾ら達たつ也やでも、未知の魔法をすぐに見破るのは不可能に違いない。──光み宣のるは祈るようにそう思った。

　パラサイトの自分には、祈る神が存在しないと知りながら。
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（──ムッ？）

　中距離ランナー並のスピードで駆けていた達たつ也やは、微かすかな、だが無視し得ない違和感を覚えて立ち止まった。まるで弱い足払いを掛けられたかの如ごとく、足を踏み下ろした位置をわずかにずらされたような気がしたのである。

（これが『鬼き門もん遁とん甲こう』の効果か……）

『鬼き門もん遁とん甲こう』は方位を欺く魔法。それは以前から知っていた達たつ也やだが、「方位を欺く」とはどういうことなのか、それを実感したのは初めてのような気がした。

　おそらく、バイクに乗っていては気付けなかっただろう。魔法でアシストしながら走っていても、分からなかったかもしれない。自分自身の足で踏みしめる地面を感じながら進んでいたからこそ、わずかなズレに気が付いたに違いない。

（それも行く先が分かっていてこそか）

　今回は目的地が特定できている。曲がりくねった道を、常にゴールの位置を確認しながら進んでいるから、方向をずらされた時、それが勘違いではないと確信できた。

（つくづく厄介な魔法だ……）

　東とう亜あ大たい陸りく流古式魔法『鬼き門もん遁とん甲こう』の威力を、達たつ也やは改めて見せつけられた思いだった。彼一人の力では、この結界を破るのはまだまだ難しかっただろう。九く島どう家けの意図が何であるにせよ、今はそれに助けられている格好だ。

　達たつ也やは遂ついに、『蹟せき兵へい八はち陣じん』の境界を踏み越えた。
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（来た！）

　達たつ也やの侵入を感知するのと同時に、光み宣のるは指向性近距離無線機のスイッチを入れた。

「蒼そう司し兄さん、出発してください」

『分かった』

　通信機から明らかに不満げな、それでも反抗の気配はまるで無い応えが返る。

　結界が、外に抜け出す車の反応を伝えた。光み宣のるの『精霊の眼エレメンタル・サイト』は、自分のエイドスコピーを纏まとった蒼そう司しと水み波なみのエイドスコピーを貼り付けられた女性型アンドロイドが予定のコースに乗ったのを「視認」した。

（後は、達たつ也やさんが上手うまく引っ掛かってくれれば！）

　まだ屋や敷しき内に潜入を許したわけではないのだが、光み宣のるは思わず息を潜めて、結界が伝える達たつ也やの動向を見詰めた。
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（これは！　水み波なみと光み宣のる、か？）

　結界の中に踏み込んだ、という手応えを達たつ也やが得てから一分弱。彼は突如明瞭になった水み波なみと光み宣のるの気配を捉えた。

　改めて『精霊の眼エレメンタル・サイト』を向ける。彼の「視界」には、北に向かって時速三、四十キロで進む水み波なみと光み宣のるの「情報」が映った。

（隠れ家から出入りする道は、やはり一本ではなかったか）

　追っ手に備えて逃走路を複数確保しておくことは常識である。光み宣のるが自分の接近を察知して別の道から逃げ出すのは、意外でも何でもない。

　ただ──、

（──何処どこへ行くつもりだ？　それに、分わかり易やすすぎないか？）

　光み宣のるの行動が不自然に思えて、達たつ也やは自分の知覚を信じ切れなかった。

　分わかり易やすいといっても、光み宣のると水み波なみのエイドスに『仮装行列パレード』は作用している。リーナが使う術式ではなく、九く島どう家けの『仮装行列パレード』だ。藤ふじ林ばやしからもらったデータが無かったならば、ここまで明瞭には「視み」えないだろう。

　ただ、明瞭すぎる。はっきり見えすぎている。まるで「視み」られることを前提としているような魔法の掛け方だと、達たつ也やは感じた。

　それに、逃げている方向も疑問だ。「光み宣のるたち」は樹海を抜けて、公道をそのまま北上している。

　このまま行けば西さい湖こにぶつかり、東に折れれば河かわ口ぐち湖こから中央道。西に曲がれば本もと栖す湖こ手前でさらに北上して甲こう府ふ市に入ることになる。本もと栖す湖こから南に進むルートは除外して良いだろう。それなら最初から、樹海を出てすぐ南下している。

　問題は、そこから先だ。

　東に進めば、東とう京きよう圏。十じゆう文もん字じ家けのテリトリーに入る。

　北に進めば、四よつ葉ば家けが控えている。四よつ葉ば本ほん家けの所在地──旧第四研の場所は十じゆつ師し族ぞく他た家けにも魔法協会にも秘密にされているが、三みつ矢や家け、六むつ塚づか家け、七さえ草ぐさ家け、九く島どう家けには「甲こう府ふから諏す訪わの間」という大まかな地域を明かしている。特に他言無用とはしていないので、他にも一いち条じよう家け、二ふたつ木ぎ家け、十じゆう文もん字じ家け辺りは知っているだろう。

　光み宣のるがそれを知らないなどということがあるだろうか。それとも、四よつ葉ば家けの庭先を突っ切ってさらに北へ逃げるつもりだろうか。

（……あれは本当に水み波なみと光み宣のるなのか？）

　考えれば考える程、疑わしくなってくる。

（……だが、放置するという選択肢は無い）

　あの水み波なみと光み宣のるのエイドスを持つ者が偽にせ物ものであるという保証は何処どこにも無い。

（サポートを連れてくるべきだったか）

　人員確保より素早い対応を優先したのが裏目に出たという後悔が、達たつ也やの脳裏を過よぎる。

　彼は迷いを抱えながら、来た道を引き返した。





◇　◇　◇






　達たつ也やが再び『蹟せき兵へい八はち陣じん』の外に出たのを、光み宣のるは結界からもたらされる情報で知った。

　厳密には偽装された小道も結界の一部なのだが、あそこには幻影を持続的に展開する仕掛けが埋め込まれているだけで、侵入者を監視する機能は与えられていない。『精霊の眼エレメンタル・サイト』を向けて達たつ也やの動向を直接確かめたいという気持ちを、光み宣のるは懸命に抑え込んだ。

　彼が「眼め」を向ければ、それを達たつ也やに察知されてしまう。機械的な手段、カメラや対人センサーでも同じことだ。西さい湖こ方面に向かわせた車がダミーだと、すぐに気付かれてしまうだろう。

　出て行くのが早すぎれば、達たつ也やに見付かってしまう。

　だからといって、何時いつまでもここに潜んでいるわけにはいかない。囮おとりで稼げる時間はそんなに長くはない。

　これは、賭けだ。

「……水み波なみさん、行くよ」

「──はい」

　結界内から達たつ也やの反応が消えた、その五分後。

　光み宣のるは水み波なみを連れて、隠れ家を後にした。

　木々に囲まれた細い道を抜けて、南北に──正確には北北東から南南西に走る公道に出る。

　そこに、達たつ也やの姿は無かった。
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　新ソ連の艦艇が撤退したとはいえ、軍事的脅威が去ったと言える状況ではない。日常が完全に回復されるまでには、まだ数週間を要するだろう。

　全国の魔法大学付属高校も授業こそ再開したが、課外活動は午後四時半までと制限されている。魔法科高校の授業時間は三時二十分までだから、約一時間に短縮ということになる。

　無論第一高校も、その例外では無い。放課後の活動を監督する生徒会や風紀委員会も、五時前には活動終了だ。

　午後五時半の少し前。

　一高最寄り駅のプラットホームではエリカ、レオ、美み月づき、幹みき比ひ古こが個型電車キヤビネツトを待っていた。

　深み雪ゆきとリーナは一足先に別行動で下校。雫しずく、ほのかの順番で到着した車両に乗り込み、次の個型電車キヤビネツトを待っているところだった。

「あっ、来た来た」

　個型電車キヤビネツトに時刻表は無いが、利用客が多い時間帯は大体五分以内で次の空き車両が来る。この駅でいえば生徒の登下校時だ。今はもうピークを過ぎていて待っているのはエリカたちだけだが、それでもほのかを乗せた個型電車キヤビネツトが駅を出てから五分で次の車両が到着した。

「じゃあ、お先に失礼しますね」

　美み月づきが開いたドアの前に進む。彼女たちの間では、乗る順番が固定されている。ほのかは一人だけ逆方向だから別にして、深み雪ゆきと達たつ也やがいない時は雫しずく、美み月づき、エリカ、幹みき比ひ古こ、レオの順だ。

　だが今日は、いつもと違う点もあった。

「ミキ、送っていきなさいよ」

　エリカが幹みき比ひ古こに、美み月づきを送っていくよういきなり勧めた──というより命じたのである。

「えっ!?」

「ほら、早く。他のお客さんがいないからって、グズグズしてたら迷惑でしょ」

「まあ、良いいけど……」

　エリカの言い草は相当理不尽だが、美み月づきを送っていくのは幹みき比ひ古ことしてもやぶさかではない。それどころか、本音は大いに歓迎だ。

「えっ、そんな、悪いですよ」

　美み月づきは幹みき比ひ古こに向かって遠慮して見せたが、嫌がっていないのは確かめるまでもなく明らかだった。

「ダメよ、美み月づき。まだ物騒なんだから」

　そんな美み月づきの内心に関わりなく、エリカは有無を言わせない。

「ほら、早く」

「う、うん……」

　結局美み月づきと幹みき比ひ古こはエリカに押し切られて、同じ車両に乗り込んだ。




「……どういうつもりだ？」

　二人を乗せた個型電車キヤビネツトがプラットホームを離れていく。それを見送りながら、レオがエリカに、言葉少なく訊たずねる。

「何が？」

　エリカはレオの顔も見ずに、そう応じた。

「幹みき比ひ古こに、美み月づきを送っていけって言った理由だよ」

「言ったでしょ？　物騒だからよ」

　エリカは美み月づきを乗せた車両が走り去った彼方かなたを見詰めたままだ。

　そのただならぬ張り詰めた雰囲気に、レオは眉を顰ひそめた。

「物騒って、昨日はそんなこと言わなかったじゃねえか。何か気になることでもあんのか？」

　エリカがようやく、レオへ振り向く。

「……思い過ごしなら良いいんだけどね」

　そのセリフに被かぶせるようにして、次の車両がプラットホームに進入した。

　エリカが乗車位置まで進んで、振り返る。

「レオ、ちょっと付き合いなさい」

「藪やぶから棒に何だよ？」

「良いいから来なさい。中で説明するわ」

　エリカが個型電車キヤビネツトに乗り込む。

　レオはガシガシと苛いら立だたしげに髪を搔かき、個型電車キヤビネツトの前を遮断するように下りている軌道上の可動橋を渡って、反対側のドアからエリカの隣に収まった。





◇　◇　◇






　電動二輪『ウイングレス』に跨またがり、追跡開始から十分強。

　達たつ也やは西さい湖この手前で、水波と光宣のエイドスを備えた者が乗る自走車を肉眼の視界に収めた。

　加速し、乗用車の右隣に並ぶ。伝統的デザインの運転席でハンドルを握っているのは、光み宣のるの顔をした男性だ。十八歳未満でも特例で四輪免許が取れるとはいえ、光み宣のるがその条件を満たしているとは思えない。

　だが今、問題にしなければならないのは、そこではなかった。

　スーツに組み込まれた完全思考操作型ＣＡＤを想子サイオン波はで操作し、出力した起動式を読み込む。

　組み上げる魔法は対仮装行列パレード用にアレンジした『術式解散グラム・デイスパージヨン』。九く島どう家けの術式に対応した魔法式分解魔法だ。たとえこの光み宣のるが肉眼に映っている場所にいなくても、目に見えている幻影を元にそれを構成する魔法式を分解する。

　達たつ也やが、魔法を放った。

　光み宣のるの顔にノイズが走り、全身の輪郭がぼやける。

　光み宣のるの姿をしていた者の、肉体が崩壊しているのではない。

　光み宣のるの姿を形作っていた魔法式が、情報体としての構造を失って霧散しているのだ。

　想子サイオン粒子の霞かすみが晴れた後には、

（九く島どう蒼そう司し！　やはり、ダミーか！）

　達たつ也やは助手席に座る「水み波なみの姿をした物」には最も早はや、目も向けなかった。

「光み宣のる」が偽にせ物ものだったのだ。水み波なみが本物であるはずはない。

　達たつ也やは樹海の中の隠れ家へ引き返すべく、急ブレーキを掛けた。

　それと同時に、蒼そう司しがハンドルを右に切る。

　大型乗用車がタイヤを軋きしらせながら達たつ也や目掛けて急接近する。

　スピンする自走車。

　弾はじき飛とばされたように道路から飛び出す電動二輪。

　達たつ也やが駆る『ウイングレス』は、空中で弧を描き向きを変えた。

　バイクは乗用車に撥はねられたのではない。

　飛行魔法で、自ら飛び上がったのだ。

　達たつ也やは飛行バイク『ウイングレス』を空中でＵターンさせて道路上に戻した。

　達たつ也やがバックミラーに目を向ける。そこには、横向きに停車した自走車が映っている。

　蒼そう司しが運転する乗用車は、達たつ也やのバイクを追い掛ける構えを見せていた。

　達たつ也やは想子サイオン波はでスーツに組み込まれたＣＡＤを操作。

　彼が魔法を発動するのと同時に自走車のタイヤ、片側二輪が外れ、車台の片端が路面に落下して激しい音を立てた。

　もうあの車で、達たつ也やの邪魔はできない。

　その代わりに蒼そう司しから魔法による足止めの攻撃が撃ち込まれてくるのではないかと、達たつ也やは警戒した。

　バックミラーの中で、脱輪し傾いた乗用車が小さくなっていく。

　何時いつまで経たっても、蒼そう司しから攻撃の魔法が放たれることはなかった。




　光み宣のるが使っていた隠れ家に達たつ也やがたどり着いたのは、午後五時四十五分前後のことだった。

　樹海内部に突入する前、スーツの通信機を使って、走りながら兵ひよう庫ごに蒼そう司しのことを伝えた。今頃は兵ひよう庫ごの実父、花はな菱びし但馬たじまの手の者が確保に向かっているだろう。

　バイクは路肩に置いてきた。しかし結果的に、その必要は無かったようだ。先程と違って、結界による妨害は受けなかった。

　方位を狂わせる結界自体は、まだ残っている。だがその機能は、大きく低下していた。

　隠すべき者が不在となったからか、度重なる結界破りに魔法を持続的に作用させる機構が弱体化しているのか。

　理由は今、考えるべきことではない。達たつ也やは何処どことなく異国情緒を漂わせる木造平屋建て家屋の前に立ち、その玄関の扉を開けた。




　隠れ家の中はもぬけの殻だろう、という達たつ也やの予想は正しくなかった。

　扉を開けた直後に伝わってきた、薄い気配。確かに人の気配でありながら、生気が感じられない。達たつ也やに所謂いわゆる「霊感」は無いが、亡霊というものに遭遇すれば、こんな印象を受けるのだろうか、と彼は思った。

　その存在を無視するという選択肢は、達たつ也やの中に無かった。

　亡霊の如ごとき何者かは、達たつ也やに意識を向けている。自分を待っているのだ、と達たつ也やには分かった。

　今、余計な戦闘をしている余裕は無い。

　同時に、どんな些さ細さいな手掛かりも見逃すわけには行かない。

　それにこの気配が敵ならば、罠わなが発動するのを待っているより自分から踏み抜いて食い破る方が時間の節約になる。

　達たつ也やは屋や敷しきの奥、気配の許もとへと進んだ。
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　ほのかが帰宅したのは、達たつ也やが光み宣のるの使っていた隠れ家に足を踏み入れたのと、ちょうど同じ頃だった。

　彼女は一人暮らしだ。両親は健在だが、二人ともほのかが小学生の頃から、仕事で家を空けることが多かった。

　ほのかの母親と雫しずくの母親が若い頃から親しくしている縁で、ほのかは雫しずくの家に預けられることが多かった。中学生時代も、両親の不在が長期にわたる場合は、雫しずくの家に半ば下宿しているような生活だった。

　北きた山やま夫妻は、ほのかを雫しずくの姉妹のように可愛かわいがった。特に雫しずくの父、北きた山やま潮うしおの可愛かわいがり方は少々度を超していると感じられる程のもので、成長したほのかが後ろめたさを覚えるレベルだった。第一高校入学と同時にほのかが一人暮らしを始めたのは、雫しずくの両親に何時いつまでも甘えてはいられないという決意が大きく作用していたのは間違いないだろう。

　ほのかが一人で暮らすマンションを決める際にも、ちょっとした悶もん着ちやくがあった。

　まず最初に、北きた山やま潮うしおが「マンションを買ってやろう」と言い出した。

　それを却下されると、「自分の系列会社が運営する、万全のセキュリティを備えた部屋を」と言って超高級マンションを用意しようとした。賃貸用に建てられたマンションではなく、分譲マンションをほのかに「貸す」という名目で与えようとしたのである。

　それも却下されると、「せめてセキュリティのしっかりした賃貸マンションに住みなさい」と言って、潮うしおは十を超える物件を部下にピックアップさせた。

　その中から、両親と話し合った上でほのかが選んだのが、今住んでいる部屋だ。家賃が高すぎる物件、一人暮らしには広すぎる物件を除外し、最新鋭でなくても女の子の一人暮らしには必要十分なセキュリティを備え、通学に便利という条件で決めたマンションである。

　だから、留守中に侵入される恐れなど、懐いだかなくて良かったはずなのだ。

　また魔法師とはいえ、ほのかの感性、思考の在り方、心構えは普通の女の子寄りだ。帰ったばかりの自宅の中で、不審者の警戒などするはずがない。

　音もなく死角から忍び寄った人影に気付くことなく、ほのかは背後から組み付かれて、

「キャ（ンンッ）」

　悲鳴も満足に上げられないまま布で口を塞がれてしまう。

　息を止めなければ、と思う間も無く布に染しみ込こませてあった薬を吸い込んで、ほのかは思考の自由を奪われてしまった。
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　友人たちより一足早く学校を出た深み雪ゆきは、既に自宅で私服に着替えていた。

　達たつ也やの不在は、本人が残したメッセージで帰宅後真っ先に把握している。通信回線越しでも達たつ也やの声を聞きたいという欲求は心の中で消し難がたく燻くすぶっているが、「お兄様の邪魔をしてはならない」という強い念おもいがそれを押おし止とどめている。

　そんな深み雪ゆきの耳に、着信のコールが届く。

　深み雪ゆきは期待に突き動かされて、卓上端末に飛びついた。

　しかし自室の机に置かれた小型端末のモニターが表示しているのは、達たつ也やの名前ではなかった。

「ピクシー、どうしたの？」

　電話の発信元は、一高の生徒会室に待機させているピクシーだった。

『深み雪ゆき様』

　ピクシーは達たつ也やに、自分が不在の間は深み雪ゆきに従うよう命じられている。今現在、深み雪ゆきはピクシーの暫定的な主なのだが、ピクシーは深み雪ゆきのことを「ご主人様マスター」とは呼ばない。あくまでも自分の主人は達たつ也やだと、ピクシーは──ピクシーの中のパラサイトは思っているのだろう。

　ただ達たつ也やの命令に従って、必要な時はこうして深み雪ゆきに報告を上げる。

『光みつ井い様が・誘拐・されました』

　こういう非常事態の通知についても。

「何ですって!?」

　深み雪ゆきは思わず声を裏返らせてしまった。

　色々と非日常的な経験には事欠かない深み雪ゆきだが、クラスメイトが誘拐されるという事件は全く予想外のものだった。

　誘拐が希まれな犯罪というわけではない。街路カメラの整備で着実に減少しているが、今も年間六十件～八十件のペースで発生している。去年は暴力団による大規模な人身売買事件が発生して、被害者が一気に二百人を超えた。

　だが自分の友人が犯罪被害者になるとは、中々考えないものだ。決して平和とは言い切れない世の中だが、少なくとも国内では、毎日犯罪に怯おびえながら暮らしていかなければならないという治安状態ではない。

「ピクシー、状況は分かっているの？」

　それでも深み雪ゆきは、すぐに落ち着きを取り戻した。深み雪ゆきは生まれてからまだ十七年四ヶ月しか経たっていないが、彼女のこれまでの人生は控えめに言っても波は瀾らん万ばん丈じようだ。そのキャリアは、伊達だてではない。

『光みつ井い様は・薬物で・自由意志を・失っている・状態です。二人の誘拐犯に・誘導されて・マンションを出ました。現在は・徒歩で移動中』

　ピクシーの中に宿ったパラサイトは、ほのかの「想おもい」によって覚醒し、自我を得た。その経緯から、ピクシーとほのかは霊的につながっている。情報処理能力の問題でほのかの側からピクシーの見聞きしたものをモニターすることはできないが、ピクシーはほのかの体験をリアルタイムでトレースすることができる。

　達たつ也やはピクシーに、ほのかの私生活を無闇にのぞき見ないよう命じた。ほのかとピクシーの間に存在するパスを通じて、ピクシーが意図しなくてもほのかの状態は見えてしまうのだが、達たつ也やはそれに制限を掛けた。

　だが今は、ほのかの身が危険に曝さらされている非常時だ。

　ピクシーのボディは自ら想子サイオンを生み出すことができない機械で、ピクシーに宿るパラサイトは外部から想子サイオンの供給を受けなければ活動を維持できない。そしてほのかは、ピクシーにとって最大の想子サイオン供給源。

　パラサイトは、一旦活動が止まればそれまでの自我がリセットされる。活動停止は生物にとっての死に等しい。

　つまり、ほのかの身の安全はピクシーの生死に関わっている。ほのかの安全を保つ目的の範囲内であれば、ピクシーがほのかの行動を最低限モニターすることは達たつ也やも認めている。

『訂正。たった今・自走車に・乗り込みました。誘拐犯は・自走車の運転手を・加えて・三人に増加』

「分かりました。ほのかが暴行を受けそうになったら、ＰＫで阻止しなさい」

『かしこまりました。ＰＫ使用の・解除条件を・受諾しました』

「地図と照合して、ほのかの正確な位置をトレースし続けなさい。誘拐犯がアジトに到着したと判断したら、その場所を報告するように」

『かしこまりました』

　深み雪ゆきはピクシーとの電話を切って、達也の執事である花はな菱びし兵ひよう庫ごを呼び出した。
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　光み宣のるの隠れ家は造りこそ平屋建てだが、部屋数は多く床面積もかなり広かった。

　達たつ也やは一旦玄関を出て、家屋の外周をグルリと見て回り、裏口がないことを確認して、改めて玄関から中に入った。

　靴は履いたままだ。床はきれいに掃除されていたが、自分の足跡がついても達たつ也やは気にしない。彼にとってここは「捜索対象」であって「居住空間」ではない。

　屋や敷しきを外から観察するのに五分近くを費やしたが、これにも達たつ也やは気に掛けていない。急がば回れ、ではないが、中を探している間に秘密の通路から逃げられた、などということがないと分かっただけでも十分な収穫だった。

　気配の主は、比較的すぐに見付かった。

「藤ふじ林ばやし殿？」

　隠れ家の奥、窓の無い調合室のような部屋で達たつ也やを待っていたのは古式魔法師『忍術使い』の名門・藤ふじ林ばやし家け当主、独立魔装大隊中尉・藤ふじ林ばやし響きよう子この実父、藤ふじ林ばやし長なが正まさだった。達たつ也やは屋や敷しきの中でも被かぶったままだったヘルメットを脱いで小脇に抱え、長なが正まさの姿をしたものに話し掛けた。

「司し波ば殿。貴殿も来られたのか」

　応える長なが正まさの口調に、責めるニュアンスは無い。

「結界に異常を感知しましたので」

　仮に責められても、達たつ也やが恐れ入ったり後ろめたさを覚えたりすることはなかっただろう。

「藤ふじ林ばやし殿も、同じ理由ですか？」

　問い返す達たつ也やの声は友好的なものだが、彼の眼まなこは鋭い光を宿していた。

「いや。私は予定どおりだ」

　達たつ也やの両眼がますます強い光を放ち、目付きまでがはっきりと、厳しく細められる。

「それはつまり、最初から俺抜きで片を付けるつもりだったということか？」

　達たつ也やの言葉遣いから、年長者に対する敬意が消えた。

　しかしそれを、長なが正まさが気にしている様子は無い。

「片を付ける……。フム、ある意味それは、正しい表現と言えよう。私はこの混こん沌とんとした状況に片を付ける為ために、ここに参った」

「光み宣のるを捕らえるのではなく、逃がすのが目的か？」

　達たつ也やは、長なが正まさのセリフとは直接つながらない問いを放った。

「旧第九研に、『仮装行列パレード』の基礎となる術式を伝えたのは我が藤ふじ林ばやし家けだ」

　長なが正まさも、達たつ也やの質問とは関係の無いことを語り出す。

「先代九ここの重えの『纏まとい』が大本になっているのは紛れもない事実だが、それを現代魔法と結びつけたのは我が藤ふじ林ばやしの『影かげ分ぶん身しん』。他にも多くの術法を、我々は旧第九研に提供した」

「だから？　恨み言を聞く気はないぞ」

　相手の言うことに耳を傾けたのは、達たつ也やの方だった。

「恨み言など、まさかというもの。我々は伝統派のように、卑俗な損得に拘こだわらない」

「高尚な求ぐ道どう目的だったとでも言いたいのか？」

　達たつ也やの口調に、嘲りの色が混じる。

「求ぐ道どう。まさにそのとおり」

　だが長なが正まさは、大真面目に頷うなずいた。

「司し波ば殿。貴殿は、忍びの術が何の為ためのものか、知っているだろうか？」

「知らん」

　達たつ也やは素っ気ない答えしか返さなかった。「口述試験ごっこに付き合うつもりは無い」という副音声が聞こえてきそうな口調だ。

「忍びの術は、電子機器が発明されていなかった時代の諜ちよう報ほう・暗殺技術だ。『忍術』を使える忍びも使えない忍びも、諜ちよう報ほう員いんであり暗殺者であった。それ以上の存在ではなかった」

「それが不満だったとでも？」

「当時を生きた忍びは満足していたのかもしれない。待遇はともかく、彼らの技が有意義なものであったのは間違いない」

「現代においても『忍術』は有意義な技能だ」

「果たして、そうだろうか？　電子機器の普及により、忍びが活躍できる舞台は、ごく限られたものとなった。迅速確実に発動できる現代魔法の発達によって、『忍術』は諜ちよう報ほうの分野においても駆逐されつつある」

「暗殺には奇襲性に勝る古式魔法が活躍している」

「我々は暗殺者としてのみ生きることに満足できなかった」

「時間稼ぎのつもりでないなら、結論を言え」

　もどかしさをむき出しにした達たつ也やの要求に、長なが正まさは不快げな表情一つ見せず「よかろう」と頷うなずいた。

「その有用性において、『忍術』は現代魔法に勝てない。役に立たない技術は廃れていき、やがては消え去る定めだ。そうなる前に『忍術』を現代魔法の中に残し、同時に『忍術』を現代のニーズに応える技術に進化させる。それが伊い賀が上忍たる我が藤ふじ林ばやし家けの務めだと先代は考えた。『忍術』そのものの発展。これこそが我々の目的だ」

「それが光み宣のると、どう関係する」

「九く島どう光み宣のるは現代魔法に古式魔法を取り込み新たな術を編み出すことを目的とした『九』の魔法師の完成形。同時に、現代魔法のノウハウを極めた藤ふじ林ばやし家けの一員でもある。あの者を十じゆつ師し族ぞくや国防軍の手に渡すわけには行かぬ」

「光み宣のると藤ふじ林ばやし家けの間に血縁関係は無いはずだ」

「忍びに血のつながりは必要無い」

　達たつ也やは長なが正まさの説得を試みていたのではない。有用な情報が得られないか、探りを入れていただけだ。そして、その見込みは無いと判断した達たつ也やは、長なが正まさに背中を向けて歩き出した。

　背後からの攻撃は、警戒していなかった。長なが正まさに自分を攻撃できる実体は無いと、達たつ也やは最初から見抜いていた。

　達たつ也やの背後で、長なが正まさの姿が空気に溶ける。

　達たつ也やの予想どおり、背後からの攻撃は無かった。

　達たつ也やがハッと目を見張り、素早くヘルメットを被かぶって玄関へと駆け出す。

　その行く手を、激しい炎と爆音が塞いだ。
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　もうすぐ午後六時になろうという、夕暮れ時。夏至を過ぎてもまだまだ日が長い時期ではあるが、空が雲に覆われている所為せいか薄暗くなってきている。

「夕立が来るかもしれないね」

「家うちで傘を貸しましょうか？」

　最寄り駅から美み月づきの自宅に向かう川かわ縁べりの道を、美み月づきと幹みき比ひ古こは並んで歩きながらそんな会話を交わしていた。

「上がってもらっても大丈夫ですよ。父はまだ帰っていないはずですので」

　そう言って美み月づきがクスッと笑う。幹みき比ひ古こが美み月づきを自宅まで送っていくのはこれが初めてのことではなく、美み月づきの両親に「ご挨あい拶さつ」も済ませている。

　その際、美み月づきの父親の幹みき比ひ古こに対する態度は随分厳しいものだった。美み月づきの母親が後で「大人げない」とたしなめた程だ。幹みき比ひ古こは「柴しば田たさんは女の子だし、仕方が無いのかな」と苦笑交じりに自分を納得させたが、苦手意識が根付いてしまったのは否定できなかった。

「い、いや、もう遅いし。家の前まで送っていくだけにするよ」

[image: ]

「そうですか？」

　美み月づきは残念そうな表情を見せた後、もう一度笑みを零こぼした。

　美み月づきの笑顔に、幹みき比ひ古こが瞬間的な硬直に見舞われる。

　しかしすぐに、幹みき比ひ古こも照れ臭そうな笑みを浮かべた。

　第三者にはむず痒がゆくなるような、ほのぼのとしながらもくすぐったい雰囲気を醸かもし出だしながら、美み月づきと幹みき比ひ古こが川に沿った土手の道を歩いて行く。

　その「良いいムード」を壊したのは美み月づきの母親ではなく、予定外に早く帰宅した父親でもなく、不気味なオーラを纏まとった三人の男だった。

　近所の暇人が談笑しながら散歩をしている、といった態ていで近づいてくる三つの人影に、美み月づきと幹みき比ひ古こは顔色を変えて同時に足を止めた。

　不気味と言っても、見た目は至ってまともだった。年齢は三十代から四十代前半。暴力的な気配を放っているわけでもない。──その逆だ。気配が薄く、噓うそ臭かった。

　幹みき比ひ古こはその異常を彼らが身に纏まとう偽装の空気から、美み月づきはメガネ越しにも分かる禍まが々まがしい色のオーラから見抜いた。身構える幹みき比ひ古ことその背中に隠れる美み月づきの反応に、三人の男たちは一様に感心の表情を浮かべた。

　男の一人がいきなり、水平に飛んだ。「跳ぶ」のではなく「飛んだ」のだ。

　幹みき比ひ古こは慌てて、美み月づきを背中で押しながら道の端に避ける。よろけた美み月づきを片手で支えた幹みき比ひ古こが顔を上げた時には、その男に駅へと続く道を塞がれていた。

　起動式の展開を視認させない程の早業。それだけでこの三人が、強く、危険な魔法師だと幹みき比ひ古こには分かった。美み月づきも直感的に彼らの危険性を覚さとった。

　前に二人、後ろに一人。男たちに挟まれて、幹みき比ひ古こは体勢を彼らに対して横向きに変えた。川を背負う向きだ。背中には美み月づきをかばっている。

「何か、用ですか」

　右に二人、左に一人、後ろに川、前に空き地。幹みき比ひ古こは美み月づきの自宅へと続く道に立ちはだかる、右手の二人に問い掛けた。答えを──話し合いを期待してのことではない。ここは人里離れた山奥ではなく、端の方とは言え住宅街の中だ。住民が警察を呼んでくれることを期待しての時間稼ぎだった。

　しかし、男たちから答えは返ってこなかった。

　幹みき比ひ古こが左腕を勢い良く振り下ろす。

　袖口から飛び出した金属製の扇を、幹みき比ひ古こはタイミング良くキャッチした。

　幹みき比ひ古こ専用のＣＡＤであるそれを片手で軽く開き、扇を構成している金属製の短たん冊ざくを一枚、右手の人差し指で押さえる。

　幹みき比ひ古こと美み月づきの周りを、風が巡り始めた。渦を巻く風が、幹みき比ひ古この左側から吹き付けたエアロゾル混じりの風を遮断する。

　エアロゾルの正体は、自由意志を麻ま痺ひさせる薬物の霧。

　勘で放った魔法が、男たちの攻撃を遮断した。

　男たちの顔色が変わる。鼻歌交じりの気楽な表情、分わかり易やすくいえば「相手をなめた顔」が、戦いに臨む顔付きになる。

「何者だ！」

　幹みき比ひ古こに、薬物の成分までは分からなかった。だが攻撃を受けた確かな事実、そこに潜む紛れもない悪意を認識した幹みき比ひ古こは、鋭い声で誰すい何かした。

　彼の叫びは、反射的な問い掛けだった。今度も答えが返ってくるとは、期待していない。

　だが予想に反して、

「ホースヘッド」

　毒気流の攻撃魔法を放った左の男が、幹みき比ひ古この問いに答えた。

（ホースヘッド？）

　その単語に、幹みき比ひ古こは心当たりが無い。疑問が意識を捕らえ、敵への集中を損なう。

　そこに、隙が生まれた。

　右側の敵から投とう擲てきされる太い針。いや、それは細く削った白木の杭くいだった。

　移動魔法で速度と貫通力を与えられた杭くいを、幹みき比ひ古こは右手で叩たたき落おとした。

　幹みき比ひ古こに怪我けがは無い。裂けた制服の袖からのぞく彼の右腕は、鈍い光沢に覆われている。

　五行の『金ごん』を皮膚に宿す防御魔法。術理は異なるが、効果だけを見ればレオが得意とする硬化魔法の古式魔法版と言える。

（習っておいて良かった……！）

　幹みき比ひ古こがこの金ごん行ぎよう装甲術を父親から教わったのは先月のことだ。五月末近くに伊い豆ずで、遠とお山やま（十とお山やま）つかさが率いる国防軍と一戦交えた際に近接戦闘技術の必要性を感じた幹みき比ひ古こが、父親にアドバイスを求めて授かった魔法だった。想定したシチュエーションとは少々異なっているが、幹みき比ひ古この危機意識が功を奏したと言える。

　敵の攻撃は、それで終わりではなかった。むしろ杭くいの投とう擲てきは、牽けん制せいでしかなかったのだろう。

　杭くいを投げた男の隣にいた男性が、十メートル近い距離を二歩で詰める。

　深く身体からだを沈めた男が、伸び上がるようにして右手を左下から右上に振り上げた。

　男の右手には、短剣のグリップだけが握られているように見える。

　だがその見掛けに、幹みき比ひ古こは誤魔化されなかった。

　仰のけ反ぞりながら前に翳かざした右手の袖が、鋭利な切り口を見せて裂ける。

（ガラス製の短剣か！）

　幹みき比ひ古この露出した右腕の色が、鈍い光沢から元の肌色に変わった。

　金ごん行ぎよう装甲術は身体からだの一部にしか纏まとうことができない。また持続時間が短く、再使用には時間を置かなければならないという欠点がある。

　無論、幹みき比ひ古こはそれを忘れていない。彼は装甲術が解けるのを見越して準備していた魔法を、ガラスの刃を受けた直後に放った。

「ごめんっ！」

　言葉にできたのはそれだけだ。幹みき比ひ古こは美み月づきの返事を待たず、彼女の腰をいきなり抱き寄せた。

　硬直する美み月づき。彼女もまた、何も言えない。悲鳴を上げる余裕も無かった。

　幹みき比ひ古この魔法が発動する。

　ガラスの刃を振るう男、ホースヘッド分隊のヘンリー・フーと幹みき比ひ古この間で、空気の塊が爆発する。

　爆風がヘンリーだけでなく、幹みき比ひ古こも襲う。

　幹みき比ひ古こは美み月づきを抱えたまま、強風に乗って跳び上がった。

　転落防止柵を越え、土手を飛び降りて川の中へ。

　川と言っても水路に近い準用河川だ。川幅は狭く、流れは緩やかで、水深は浅い。

　空中で発動した魔法によって一旦水面に立ち、次の瞬間、水に膝まで浸つかる。

「柴しば田たさん、ごめん。でも、もう少し辛抱して」

　幹みき比ひ古こが改めて謝罪を述べる。その最中にも、彼の指は魔法の準備に動いていた。

「気にしないでください。──吉よし田だくん！」

　美み月づきの口から、悲鳴の形を取った警告が放たれる。

　それを聞くまでもなく、幹みき比ひ古こはホースヘッドの追撃に気付いていた。

　襲い掛かる電撃を、土手の草が吸収する。

　ホースヘッド分隊の一人、イギー・ホーが放った放出系魔法──電撃を現代魔法の『被ひ雷らい針しん』で防御したのだ。幹みき比ひ古このＣＡＤは古式魔法の形式に則のつとったものだが、現代魔法の起動式も保存されていた。

　イギーを残して、後の二人が川に飛び降りる。上流に麻薬の霧を放ったゲイブ・シュイ、下流にガラスの刃を振るったヘンリー・フー。

　状況は、まるで改善されていなかった。
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　光み宣のるが隠れ家に使っていた屋や敷しきに誘い込まれた達たつ也やを、燃え盛る炎が襲う。藤ふじ林ばやし長なが正まさが屋や敷しきの外から放った火か遁とんの術だった。

　達たつ也やが本来使える魔法は『分解』と『再成』のみ。後付けの人工魔法演算領域を使った魔法では、事象干渉力が弱すぎて家屋全体を覆う火炎を消し去ることはできない。物質を元素レベルに分解する『雲散霧消ミスト・デイスパージヨン』では「燃える物」を消し去ることはできても「燃える元素」がその場に残り、爆発的な燃焼を招くだけだ。

　達たつ也やは、着用している『フリードスーツ』の耐熱性能に任せて、炎の直ただ中なかを突っ切った。

　炎上している屋や敷しきの外に出た達たつ也やを、手裏剣の嵐が襲う。その数、二十本。

　四方向から微妙に的とタイミングをずらして飛来する手裏剣を、達たつ也やは宙に逃れて躱かわした。

　そのまま空中に留まり、敵の姿をヘルメット越しに捉える。

　四人の襲撃者は、全てが藤ふじ林ばやし長なが正まさの姿をしていた。

　ヘルメットの中で眉を顰ひそめる達たつ也や。

　彼が見せた停滞は、それだけだった。

　達たつ也やの魔法が四つの人影を貫く。

『分解』ではない。

『徹てつ甲こう想子サイオン弾だん』。圧おし固めた想子サイオンの塊を撃ち出す無系統魔法。八や雲くもの指導の下に開発したこの魔法は、通常空間──物質次元を飛ひ翔しようする形態と、情報次元を移動する形態が存在する。今回達たつ也やが使ったのは、通常空間を飛ひ翔しようするタイプだ。

　彼我の距離、約二十メートル。その間合いを半秒未満でゼロにして、四発の想子サイオン弾だんは四つの人影を撃ち抜いた。

　同時に消える四人の長なが正まさ。

（四体とも幻影──『分身』か）

　背後から襲い来る火薬玉の礫つぶてを落下で避けながら、達たつ也やは心の中で呟つぶやいた。

　長なが正まさが『分身』を使っているのは屋や敷しきの中で対たい峙じしている時から気付いていた。故に、驚きはない。

（似ているが、『仮装行列パレード』とは別物だな……）

　地面に足を付けた達たつ也やの思念には、苦みが混じっていた。

　長なが正まさの『分身』──本人は『影分身』と言っていた──は、光み宣のるが使っている術式ともリーナが使っている術式とも違う。おそらく『精霊の眼エレメンタル・サイト』を欺く程の強度は無い。

　だが同時に複数を展開する点、複数の分身がそれぞれ魔法の砲台として機能する点、そしてこの二つの特徴以上に、本体とのつながりが断ち切られている点が厄介だった。

（化成体ではない。精霊魔法……『式神』か）

　理屈は分からないが、おそらく「影」の独立情報体で姿を作り、投影体に隠れて魔法を遠隔操作している。

（魔法式の発生地点に関する情報を遡れば本体の居場所を突き止められるはずだが……）

　簡単にはいかないだろうと、振り返って背後の分身を消しながら達たつ也やは思った。

　試しにたった今、礫つぶてを飛ばした加速魔法の発生源に「眼め」を向ける。しかしそこにはもう、誰もいなかった。情報を追い掛けているのだから移動しただけなら本人を追跡できるはずだが、隠形術で情報的な連続性を断ち切っているのだろう。似たような技を八や雲くもに見せられた記憶が達たつ也やにはある。

　魔法を発動している最中を捉えなければ、情報次元経由の捕捉は難しそうだ。そして長なが正まさは、手裏剣や礫つぶてを撃ち出す瞬間だけに魔法を使い、すぐに遠隔操作を手放している。

　故にこの攻防は、何時いつ、何処どこから魔法が放たれるか、それを察知する勝負になる。そして今のところ、達たつ也やは後れを取り続けていた。

　ここで手間取っている間にも、光み宣のるは逃走を続けている。

　達たつ也やは長なが正まさ相手のみならず、焦あせりとも戦わなければならなかった。
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　土手から降り注ぐ杭くいと電撃。上流から吹き付ける麻薬の風。下流から迫る刃。

　幹みき比ひ古こはホースヘッド分隊三人の攻撃を、川の水を操ることで凌しのいでいた。

　杭くいに対しては水の礫つぶてで。

　電撃に対しては濃霧のカーテンで。

　麻薬の風に対しては地から天へと逆流する滝の壁で。

　ガラスの刃で襲い掛かる敵に対しては八や又またに分かれた水の鞭むちで。

　だが遠隔攻撃に対しては遮断するのが精一杯、接近戦を挑み掛かる相手に対しては近づかせないのが精一杯で、幹みき比ひ古こは反撃の糸口を摑つかめずにいる。

　彼の背後では、美み月づきが震えを堪こらえている。真夏といえど夕暮れ時、水量が少ないとはいえ流れる川だ。膝下まで川の水に浸つかっていれば、身体からだも冷えてくる。それが理解できるから余計に、幹みき比ひ古この焦あせりは増していく。

（……いや、ダメだ。焦あせるな、僕。焦あせりは絶対に禁物だ）

　いっそ、一か八かの賭けに出た方が。そんな誘惑を、幹みき比ひ古こは自分を[image: 叱]りつけることで懸命に退ける。

　今のところ、川の水に体温を奪われる以外のダメージを、美み月づきは受けていない。それは幹みき比ひ古こが守りに徹していればこそだ。そのことを幹みき比ひ古こ自身、良く理解していた。

　──ここで焦あせれば、全てが台無しだ。

　幹みき比ひ古こは自分に、そう言い聞かせる。

　──ここで襲われたのは、きっと偶然じゃない。

　──この道は、柴しば田たさんの通学路。

　──狙われているのは僕じゃない。柴しば田たさんの方だ。

　そう思っているから、神経を磨すり減へらす、防御一辺倒の戦いに耐えられる。

　幹みき比ひ古この忍耐は、援軍の到来という形で報われた。

　土手の上で激しい衝突音が生じる。堅い木材に細い金属の棒を叩たたき付つけたような音だ。

「グッ！　お前は、千ち葉ばの女剣士ソードガール！　何故なぜここに!?」

　その直後、ホースヘッド分隊のイギー・ホーが狼ろう狽ばいの叫びを漏らす。

「問答無用！」

　応える声は紛れもなく、エリカのものだった。

「幹みき比ひ古こ！　美み月づき！　無事か!?」

　そしてエリカの後方、やや駅寄りの地点から、別の声が幹みき比ひ古こたちに投げ掛けられる。

「レオ!?」

　幹みき比ひ古こが応えるより早く、土手の道から大柄な人影が落ちてきた。

　派手な水みず飛沫しぶきを上げて、レオが川に降り立つ。

「こっちは任せな！」

　思い掛けない飛び入りに立たち竦すくむホースヘッドの暗殺者、ヘンリー・フー。

「気をつけて！　そいつはガラス製の短剣を持っている！」

「おうっ！」

　レオは威勢良く吼ほえて、驚きよう愕がくから立ち直り構えを取ったヘンリーへと突撃する。

　パンツァー、という雄お叫たけびは無い。レオが現在使用しているＣＡＤは、去年の夏にエルンスト・ローゼンから手に入れた思考操作型だ。雄お叫たけびの代わりに、あふれ出す想子サイオン光こうを纏まとって、レオは短剣使いと激突した。

　これで美み月づきを除いても三対三。

　幹みき比ひ古こは残りの一人、ゲイブ・シュイと正面から向かい合った。
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　長なが正まさの分身と戦っている内に、達たつ也やは隠れ家の前庭から樹海の中へと誘い込まれていた。

　樹海と言っても、身動きが取れない程の密度で木々が生い茂っているわけではない。魔法師でなくても多少鍛えている人間であれば、道を外れても立ち往生する心配は無い。

　だが動きを阻害されてしまうのは確かだ。森林に不慣れでは、満足な戦闘行動は取れないだろう。飛行装甲服を使った三次元機動など論外だ。

　しかし、藤ふじ林ばやし長なが正まさにとっては想定外かもしれないが、達たつ也やは障しよう碍がい物ぶつの中で動き回るのを苦にしない。彼は肉眼から得られる視覚情報の代わりに『精霊の眼エレメンタル・サイト』から得られる情報に基づいて行動することに慣れている。魔法がもたらす情報ではなく電子機器から入手する非映像情報でも、ほとんど不自由は覚えないレベルに達している。

　逆に、射線が制限される分、長なが正まさが魔法の砲台を設置する場所を読みやすくなっていた。

　可視光や赤外線、電波が木々に遮られる所為せいで、肉眼による捜索やスーツのセンサーを使った探知は先程よりもさらに難しくなっている。

　だが『精霊の眼エレメンタル・サイト』による座標特定は、難易度が低下した。魔法を発動する瞬間、発動対象と魔法師は情報的につながっている。今までと同じ、手裏剣や礫つぶての射出を仕掛けてくるなら、その瞬間を正確に予測できれば逆探知は成功したも同然だ。

　正面の木の陰から分身が現れる。

　達たつ也やは背後に「眼め」を向けた。

　正面からの攻撃は無かった。

　手裏剣が右斜め後方から飛来する。

　下草に足を取られない、小さなステップで躱かわした時には、術者との接続は切れていた。

　正面の分身から、魔法発動の気配。

（いや、違う）

　想子サイオン弾だんを撃ち込んで、分身を消す。

　正面の分身が発動しようとしていたのは、遅延発動によるカムフラージュ用の魔法だった。

　後方から魔法発動の気配。

（非致死性の音波攻撃）

　振り返り、徹てつ甲こう想子サイオン弾だんで攻撃する。

（耐えた？）

　分身は、消えなかった。

　可聴域上限周波数帯の音波が達たつ也やに浴びせられる。

　不快感を催し精神集中を阻害する音波を、達たつ也やが被かぶっているヘルメットが自動的に遮断した。

　直接的な効果だけ見れば、無意味な攻撃。

　達たつ也やは前さきの攻撃の、三倍の想子サイオンを圧縮した。

　術式解体グラム・デモリツシヨン。

　想子サイオンの奔流が、分身を吹き飛ばす。

　その直後、達たつ也やの足に鎖が巻き付く。

　無意味な攻撃は、反撃を引き出すことに意味があった。

　鎖が電撃の火花を散らす。

　しかし次の瞬間、鎖は消きえ失うせ、

　スーツの破損もその下の傷も消えていた。

　木々の陰から動揺が漏れる。

　ヘルメットに隠れた達たつ也やの視線が、揺らぐ気配へ向けられる。

　達たつ也やの左に、新たな分身が現れた。

　分身は炎に包まれた礫つぶてを放とうとしている。

　達たつ也やの「眼め」が、その「姿」を捉えた。

　達たつ也やは本体につながったままの、分身の情報を読み取った。

　今この瞬間の情報から、一瞬前の情報へ。

　さらに、前へ。刹那の過去へ。

　遡る。

　遡る。

　情報の変更履歴を、「現在」に隠された「過去」を暴き出す。

　そして達たつ也やが、力を放つ。

　局所的『分解』。人体に細い穴を穿うがつ魔法。

　およそ十メートル先の木の陰に、人が両膝から崩れ落ちる音を、達たつ也やは確かに聞いた。
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　美み月づきの自宅へ続く川沿いの道では、エリカとイリーガルＭＡＰ・ホースヘッド分隊のイギー・ホーが白兵戦を演じていた。

　エリカの得物は、ＣＡＤを内蔵した伸縮警棒。

　イギー・ホーの得物は、針金だった。

「そんな日曜工作で良くやるわ。良いい腕してるじゃない」

　打撃と刺突の狭はざ間まに、エリカが揶や揄ゆする口調で声を掛ける。

　イギーは険しい目付きで、エリカの隙を窺うかがっている。

　彼が使っている武器は太い針金をより合わせ、その先端をヤスリで削って尖とがらせた物だ。それに木の棒のグリップを取り付けてレイピアのように使っている。

　ホースヘッド分隊は一般人として飛行機で入国したので、武器を持ち込めなかった。これは今回に限ったことではない。現地で容易に調達できる材料を使って武器を自作するのは、彼らにとっていつものことだ。幹みき比ひ古こに投げた杭くいも丸材を自分たちで削った物だし、ガラス製の短剣も窓ガラスを加工して刃にした物。彼らはそうした加工に役立つ魔法に熟達していた。

　加工だけでなく使用に際しても、素材の強度不足を補う魔法を使っている。手に入る物から得物を作り出し、手て許もとにある物を何でも武器にする。潜入先で、本国の支援を受けずに破壊工作・暗殺任務を遂行。それが、イリーガルＭＡＰのミッションスタイルだった。

　イギー・ホーが使っている針金細剣は、彼の魔法によって本物のレイピアに勝るとも劣らない強度と弾性を見せている（見掛け上、備えている）。ただそれはあくまでも自作した武器の性能であって、戦闘技術の分野はまた別の話だ。

　イギーは決して弱くない。わざわざレイピアを模した得物を使っている程だ。実戦フェンシングのテクニックは高いレベルにある。

　しかし、こと剣の技術に関して言うならば、エリカの方が一段上、どころか二段も三段も上回っている。ここまで決着がついていないのは、エリカがイギーの隠し球を警戒しているからだ。

　しかし実際のところ、イギー・ホーはエリカの攻撃を凌しのぐ為ために針金細剣の強度と弾性を維持しなければならず、他の魔法を使う余裕がない状態だった。

　そのことに薄々勘付いていたエリカは、手数重視でイギーを攻め立てている。自己加速魔法によるヒットアンドアウェーではなく、弧を描く足あし捌さばきで距離を一定の範囲に保ちながら、相手に息を吐つく余裕を与えない戦い方だ。

　そして遂ついにエリカは、相手に魔法攻撃が無いと確信した。

　イギー・ホーが針金細剣を水平に振る。切っ先が尖とがっているだけで刃は付いていないので、これは斬る為ための攻撃ではなく強度と弾性を持たせた針金を鞭むちとして使う打撃の攻め手だ。

　エリカはその攻撃を、跳とび退すさって躱かわした。これまでとパターンを変えて、大きく距離を取った。

　イギー・ホーが、すかさず腰のベルトに左手を伸ばす。ホースヘッドの三人は手首ではなく、腰にＣＡＤを付けていた。

　エリカは、相手がＣＡＤを操作しようとしていると、認識してはいなかった。

　彼女はただ、そこに隙を見た。

　彼女の注文どおりに生まれた隙だ。そこに付け込む用意もできている。

　自己加速魔法を発動。

　目にも留まらぬスピードで、エリカがイギーへ肉薄する。

　イギー・ホーは慌ててＣＡＤの操作を中断し、左手を添えて横向きに針金を掲げた。

　エリカの警棒が、針金の剣を軽く打つ。

　予想よりもずっと弱い手応えに、イギー・ホーは小さな戸惑いを覚えた。

　ホースヘッドの殺し屋に生じた、半秒未満の、わずかな停滞。

　イギーの意識が空白を抜け出した時には、エリカは彼の背後に回り込んでいた。

　振り返る時間は無かった。

　勘任せで、頭を傾けるのが精一杯だ。

　頭を狙ったエリカの警棒が、イギー・ホーの左肩を打つ。

　肩と言っても、首の根元に近い。

　常識的には勝負あり。だかエリカは気を抜かず、警棒を鋭く振り上げた。

　だが今度はエリカが、意表を突かれた。

　背中を向けて前まえ屈かがみになった敵が、自爆したのだ。

　イギー・ホーの背中から勢い良く煙が拡ひろがる。

　ただそれは、自爆であっても自殺ではなかった。

「煙幕!?」

　エリカが口にしたように、イギー・ホーは上着の裏側に仕掛けた炸さく薬やくで煙幕を撒まき散ちらしたのだった。

　幾ら威力と温度を抑えているとはいえ、炸さく薬やくは炸さく薬やくだ。服の内側で爆発させて、本人が無傷で済むはずがない。にも拘かかわらずイギー・ホーは痛みを感じさせない素早さで、次の行動に移った。

「あっ！　こら、待てっ！」

　煙幕に巻かれたエリカが声を上げる。彼女は気配で、敵が急速に遠ざかっていくのを捉えていた。

　イリーガルＭＡＰは非合法工作部隊。隊員は必須技能として、高い戦闘力を要求される。しかしそれ以上に、敵の手に落ちないことが重要だった。

　現代の技術を以もつてすれば、死者の脳から情報を引き出すことも、ある程度であれば可能だ。機密保持の為ためには、自決では不十分。何があっても逃げ果おおせる能力が、非合法工作員には特に求められている。

　エリカはイギーを追い掛けなかった。咄とつ嗟さに目をつぶったので、煙幕で目にダメージを負ってはいない。だが視界を遮る以外にも、どんな薬品が混ぜられていたのか分からない。もしかしたら自覚できない程の微妙な麻ま痺ひ効果を受けているかもしれない。

　不用意な追跡は、逆襲を喰くらう恐れがあった。それにエリカたちが駆けつけた目的は、美み月づきと幹みき比ひ古この救援。逃げ去った敵よりも、残っている敵への対処が優先だ。

　エリカは転落防止柵から身を乗り出した。レオと幹みき比ひ古こが、まだ川の中で戦っているはず。エリカはその戦いに飛び込むことを考えていたのだが、彼女は拍子抜けの気分を味わうことになった。




　レオとヘンリー・フーの戦いは、白兵戦と言うより殴り合いの様相を呈していた。

　ヘンリーの短剣は刀身が普通のガラス製だったとはいえ、魔法で強度を上げていた。だが同種の魔法で硬化したレオの拳を受けて、呆気あつけなく砕けた。

　音声認識型を思考操作型に変えたことにより、レオはＣＡＤと一体になったプロテクターの着用も止めている。その代わり彼は、拳の部分を補強したオープンフィンガーグローブを両手に着けていた。──念の為ために付け加えておくと、グローブは普段から着けているのではなく、こういう時の為ために持ち歩いているのである。

　ガラスの刃を砕いたのは、魔法で硬度を上げたこのグローブのナックル部分だ。

　ヘンリー・フーの魔法で強化された刀身を、レオの魔法で硬化された拳が砕いた。これはレオの魔法が、ヘンリーの魔法を上回ったということに他ならない。それに加えて、両側から挟んで折るのではなく固定されていない状態で殴って砕くレオの非常識なパワーに、ヘンリー・フーの口元が引ひき攣つる。

　だが想定外の事態にフリーズしたままでは、非合法工作員どころか下級兵士も務まらない。ヘンリーは柄つかだけになった短剣をレオに投げつけて時間を稼ぐと、川の中という劣悪な足場を物ともせず後方へ大きく距離を取り、右手で左の袖をめくった。

　真夏にも拘かかわらず長袖のジャケットを着ていたその左手首には、ＣＡＤではなく砂鉄を重りにした細いリストウェイトが二本、巻かれていた。

　ヘンリーが右手でリストウェイトを外す。

「ハッ！　ハンデのつもりだったのかい？」

　鼻で笑うレオのセリフには応えず、ヘンリーは重りの部分を外側に回してリストウェイトを拳に巻いた。

　レオも本気で、相手が自分からハンデを負っていたと考えていたわけではない。ヘンリーがリストウェイトを左手首から両りよう拳こぶしに移した意味を、レオはすぐに理解した。

　これは拳を保護すると共に、打撃を内部に浸透させる為ためのグローブ代わりだ。

　そうと理解した時には既に、レオはヘンリー目掛けて突進していた。

　あと一歩まで迫ったレオに、ヘンリーは自分から踏み込んだ。

　レオとヘンリーの腕が交差する。

　鋼はがねの硬度を有するレオの拳。

　砂鉄のクッションで覆われたヘンリーの拳。

　レオの右ストレートを、ヘンリーが首を振って躱かわす。

　ボディを狙うヘンリーの右フックを、レオが左腕でブロックする。

　そこから先は乱打戦だった。

　ヘンリー・フーはレオのパンチに顔を切りながら、直撃だけはもらわない。

　レオはヘンリーのパンチを何発も浴びながら、急所だけは打たせない。

　両者ともすぐに、魔法を使う余裕を失った。

　レオの硬化魔法も切れている。

　ヘンリー・フーは短剣を強化する魔法が破られた後、格闘補助の魔法を細かく使っていたようだが、それも中断している。

　二人は魔法師でありながら、身体能力だけで肉弾戦を演じていた。

　レオの顔が、歓喜に染まる。

　ヘンリーの顔が、苦渋に歪ゆがむ。

　イリーガルＭＡＰ・ホースヘッド分隊隊員のヘンリー・フーにとって──暗殺者や工作員にとって、こういう真っ向勝負の戦闘は不本意なものであるはずだ。一対一の近接戦闘が避けられないシチュエーションでも、普通ならば正面衝突にはならないだろう。

　これが街中の舗装された路面ならば、フットワークを使って距離を取り、逃げると見せ掛けて追い掛けてきた相手にカウンターを打ち込むなどの、真っ向勝負にならないテクニックを駆使する余裕があるはずだ。

　だがここは川の中で、ふくらはぎの半ばまで水に浸つかった状態だ。川底の状態も、動き回るのに適したものではない。こんな所でボクシング流のフットワークを使おうものなら、足を滑らせて隙を曝さらすのが関の山だろう。

　ヘンリー・フーはレオと殴り合いながら、この作戦は失敗したと考えていた。これ以上状況が悪化する前に、撤退すべき局面だ。

　とはいうものの、一人で勝手に逃げ出すことはできない。ホースヘッド分隊の中では例外的に軍人気き質しつを多く残しているヘンリーは、レオにショートフックの連打を叩たたき込こみながら、そうも考えた。

　彼らは分断されている。三人が一斉に撤退するならともかく、連係が断たれた状態で一人が離脱すれば、残された二人が数的劣位に陥ってしまう。

　相手が高校生だと侮あなどる気持ちは、ヘンリーの中から消きえ失うせていた。三対四で──実質三対三で勝てない敵だ。数の上で不利な状態になれば、逃げることすらままならなくなるかもしれない。何とか、他の二人に撤退の合図を伝えられないか……。

　ヘンリー・フーがそう思い始めた時に、それは起こった。

　土手の道から聞こえてきた、小さな爆発の音。

　ヘンリーはレオの拳を抱え込むようにして押さえ、それによって稼いだ時間で視線を上に向けた。

（あの煙幕は！　イギーのヤツ、負けて逃げ出しやがったのか!?）

　道の端から流れ落ちる黒い煙を見ただけで、ヘンリー・フーは何が起こったのか覚さとった。

　同時に彼は、強い危機感に捕らわれた。

　目の前の高校生は魔法技能こそ知れているが、肉体のパワーとスタミナはネイビーシールズやグリーンベレーの隊員並み。──というのがレオに対するヘンリーの評価だった。手数も多く、魔法が使えないくらいには持て余している。

　ここに事前の調査で要注意人物とされた「千ち葉ばの女剣士」が加わったら、「持て余す」ではすまない。ヘンリー・フーの脳裏を最悪の事態が過よぎった。イリーガルＭＡＰにとっての「最悪」は戦死することではない。敵の手に落ちて、素性と任務の内容に関する証拠を握られてしまうことだ。

　レオが組み付いているヘンリーの身体からだを突き放す。

　ヘンリーは川底に足を取られながら、二歩、三歩と後ろによろめいた。

　レオが川かわ面もに激しい飛沫しぶきを上げながらヘンリーへと突っ込む。

「ゲイブ！　撤退だ！」

　眼前に迫るレオの姿をしっかりと見据えながら、ヘンリー・フーは上流に残った仲間に大声で叫んだ。

　突然の撤退宣言にも、レオの勢いは止まらない。

「逃がすかよ！」

　戸惑うのではなく、激しさを増した。

　ヘンリー・フーの間近まで迫り、大きく踏み込むと同時に、レオは身体からだを沈めた。

　踏み込んだ足が、川底に深い穴を穿うがつ。

　その穴を砲台固定のアンカーにして、レオは身体からだを起こすと共に猛烈な勢いで拳を突き上げた。

　内臓を突き破らんばかりのボディアッパー。

　その直前、ヘンリー・フーの手がＣＡＤに伸びたのをレオの目は捉えていたが、構わず相手の腹を打つ。

　レオの拳を受けたヘンリー・フーの身体からだは、冗談のように、宙に舞った。

「はぁっ……!?」

　間が抜けた声が、レオの口から漏れる。

　パンチを繰り出したのは彼自身だが、まさか相手が五メートル以上吹き飛ぶとは思わない。

　距離で五メートルではない。

　高さで五メートル以上だ。

　まるで漫画かアニメのような光景に、レオは呆気あつけにとられた。

　土手の上でも、エリカがポカンとした表情でそれを見ている。

　ヘンリーの身体からだが川に落ちる。

　彼はダメージを感じさせない動作で立ち上がり、レオに背中を向けて一目散に川を下っていった。

「何だそりゃ……？」

　後から考えてみれば、敵が攻撃を受けると同時に魔法を行使して、ボディアッパーの勢いも利用して自分から跳んだのだと分かる。

　しかし余りに急な幕切れに、この時のレオは呆ぼう然ぜんと立ち尽くすだけだった。




　幹みき比ひ古こは、相手が一人になっても苦戦していた。

　エリカ対イギー・ホー、レオ対ヘンリー・フーの戦いと違い、幹みき比ひ古ことゲイブ・シュイの戦いは魔法の撃ち合いだった。

　幹みき比ひ古こは、肉体を使った戦闘が苦手ではない。体力も運動神経も、達たつ也ややレオが認める程だ。

　だがやはり彼が得意とするのは魔法主体の戦闘であり、中長距離での魔法の撃ち合いだ。

　一方、イリーガルＭＡＰは破壊工作部隊であると共に暗殺部隊でもある。その性質上、接近して刺殺、撲殺という手口も多用するが、本質的にはやはり魔法戦闘部隊であり、肉体を使った戦闘より魔法戦を得意とする。

　そして、美み月づきと幹みき比ひ古こを襲撃した当初の役割分担を見ても分かるように、ゲイブ・シュイはホースヘッド分隊の中でも純魔法戦を得意とするメンバーだった。幹みき比ひ古ことゲイブの戦いが魔法の撃ち合いになるのは、二人の得手を考えれば必然の流れだった。

　対人戦の経験において、ゲイブ・シュイは幹みき比ひ古こを大きく上回る。

　幹みき比ひ古こも年齢を考えれば、決して対人戦闘経験が乏しいとは言えない。

　だが基本的に幹みき比ひ古こが学んだ吉よし田だ家けの魔法体系は、人間と戦う為ためのものではなく、人外と交流し、調伏し、従え、あるいは力を借りる為ためのもの。達たつ也やと一緒に行動する中で対人戦の経験を積んできたが、人間相手に戦うことを目的とした魔法を実戦の中で磨いてきた相手には分が悪かった。

　ゲイブ・シュイの足下から、川かわ面もを突き破って石が飛び出す。

　飛来する小石を、幹みき比ひ古こが川の水から作った氷の矢で撃ち落とす。わざわざ凍らせるというプロセスを間に挟んでいるのは、水のままだと「土克水」で威力が落ちるからだ。現代魔法では問題にならないが、古式魔法は五行相克を無視できない。

　幹みき比ひ古こは自分の足下に魔法の気配を感じた。大急ぎで川の流れを遮断し水の壁を作る。

　泡が、爆はぜる。魔法で圧縮し、水面下に沈められていた空気が解放されて、ちょっとした手しゆ榴りゆう弾だん並の爆発力を発揮したのだ。

　激しい水みず飛沫しぶきで幹みき比ひ古この視界が遮られる。そこに再び、石いし礫つぶてが飛来する。

　相手に上流を取られている位置関係も、幹みき比ひ古こが不利な状況に陥っている一因だった。

　上流だからゲイブ・シュイは、泡の爆弾以外にも、麻ま痺ひ薬を川に流して幹みき比ひ古こと美み月づきの近くでエアロゾル化させるといった攻撃も仕掛けられる。それを石いし礫つぶてや高周波音攻撃に混ぜてくる。ゲイブの攻撃は種類こそ少ないが、手数が多くパターンが読みにくかった。

　幹みき比ひ古こもやられる一方ではない。

　石いし礫つぶてを撃ち落とすのに使った氷の矢を敵に向ける、水の槍やりを撃ち出す、敵の足に細く絞り込んだ高圧の水流をぶつけるといった、川の水を利用した数々の攻撃を繰り出している。

　バリエーションは幹みき比ひ古この方が、むしろ勝っているだろう。だがゲイブ・シュイの攻撃は単純だが、人間にダメージを与えることに特化していた。そんなゲイブの攻撃を、幹みき比ひ古こは全て遮断しなければならない。然さもなくば自分よりも、背後にかばう美み月づきに害が及ぶ。そのプレッシャーが、何よりも幹みき比ひ古こを追い詰めていた。

（さっきよりも人数的には有利なのに……）

　エリカとレオが駆けつけてくれるまでは三対二、実質的に三対一だった。

　今は実質的に三対三、相互に分断されているから自分だけで見れば一対一。

　それなのに幹みき比ひ古こは、先程よりも追い詰められている気分を味わっていた。

　その状況が急転する。

　頭上で起こった、小さな爆発音。

　流れ落ちてくる黒と茶色と赤が混ざった煙。

　背後から聞こえる「ゲイブ！　撤退だ！」という叫び声。

　次の瞬間、川かわ面もが爆発した。

　幹みき比ひ古ことゲイブ・シュイの間に、濃密な水みず飛沫しぶきの壁ができる。

　飛沫しぶきが落ちきった時には、幹みき比ひ古この視界から敵の姿は消えていた。





◇　◇　◇






　深み雪ゆきの許もとにピクシーから再び連絡が届いた時、時計の針は午後六時を五分程過ぎようとしていた。

『深み雪ゆき様。よろしいでしょうか』

「ピクシーね。報告してちょうだい」

『光みつ井い様の・移動が・止まりました。誘拐犯の・アジトに・到着したものと・思われます』

「ほのかは無事なの？」

『光みつ井い様は依然として・薬物の影響下に・あるようですが・それ以外のダメージは・感知できません』

「そう……」

　深み雪ゆきがホッと安あん堵どの息を漏らす。

　ほのかにメディカルセンサーが取り付けられているわけではなく、ピクシーは医学的な情報を受信しているのではない。だがピクシーは距離に関わりなく、ほのかから想子サイオンの供給を受けている。その副産物として、ほのかのコンディションを相当程度詳細に知ることができるようだ。

　普段はほのかのプライバシーを尊重して、達たつ也やも深み雪ゆきもピクシーからその情報を聞き出すことはない。だが今は非常時だ。拉致被害者が身体的に危害を加えられていないという報告は、その安否を気遣う人間にとって安心をもたらすものだった。

「ピクシー、ほのかを閉じ込めている場所の、正確な位置情報は分かるかしら」

　魔法は本質的に、物理的な距離の制約を受けない。裏を返せば、魔法的なつながりだけでは相手との距離や方向を導き出せない。

　しかしピクシーは、パラサイトと人型機械の融合体。想子サイオンレーダーと同じように、自分が受信する想子サイオン波はの方向と距離を、自分が供給を受ける想子サイオン流りゆうと関連付けながら認識できる。

『地図データと・照合中……。照合が・完了しました。データを・お送りしますか』

「ええ、お願い」

『かしこまりました』

　その応えと共にデータ受信のサインが点ともり、音声のみの通信だった端末のディスプレイに地図が表示される。

「受け取ったわ。引き続き、監視をお願い」

『はい・深み雪ゆき様。監視を・続行します』

　深み雪ゆきはリモコンでピクシーとの通話を切った。最初に電話を受けたのは自分の部屋だったが、今はリビングに移動している。

　深み雪ゆきはソファから立ち上がり、振り返って背後に控えていた男性に目を向けた。

「兵ひよう庫ごさん」

「はい、深み雪ゆき様」

　花はな菱びし兵ひよう庫ごが恭うやうやしい口調で応える。

「すぐに車を出せますか」

　深み雪ゆきのこの問い掛けに、兵ひよう庫ごは答えなかった。

「恐れながら、深み雪ゆき様はご自身で光みつ井い様の救助に向かわれるおつもりですか？」

「そうです」

　質問に質問を返されても、深み雪ゆきは特に気分を害した様子を見せず頷うなずいた。

「いけません」

　これに兵ひよう庫ごは、オブラート抜きの応えを返す。

「いけない、とは？　行くな、ということですか？」

「然さ様ようでございます」

「貴方あなたが、わたしに命令すると？」

「命令ではございません。諫かん言げんでございます」

　深み雪ゆきが不機嫌を隠そうともしない眼まな差ざしを兵ひよう庫ごに向ける。

　兵ひよう庫ごは、動じなかった。

「深み雪ゆき様は御本家の跡取りにして我が主、達たつ也や様の御婚約者でいらっしゃいます。斯かくも貴重な御身を、この様な瑣さ事じで危険に曝さらすわけには参りません」

「瑣さ事じ？　兵ひよう庫ごさん、貴方あなたはほのかの──わたしの友人の危難を瑣さ事じと言うのですか？」

　冷え冷えとした声がリビングに響く。深み雪ゆきは決して、大きな声を張り上げていない。だが彼女の声は、特に音響を考慮していないはずの部屋の中に谺こだました。

　いや、繰り返し響き渡ったのはリビングルームという閉ざされた空間の中ではなく、それを聞いた者の意識の中だったのかも知れない。

　兵ひよう庫ごは恐れ入ったように頭を下げたが、恐れている様子は無かった。

　彼は伏せていた顔を上げて、深み雪ゆきと目を合わせた。

「深み雪ゆき様が自ら御手を煩わせる程の価値はございません。何となれば、これより私わたくしが出向いて片付けて参るからでございます」

「兵ひよう庫ごさんがですか？」

　深み雪ゆきが訝いぶかしげに眉を顰ひそめる。

　兵ひよう庫ごが達也の執事となる前に海外の民間軍事会社で経験を積んでいるという、彼のキャリアは深み雪ゆきも知っている。だが深み雪ゆきは兵ひよう庫ごが実際に戦ったところを見たこともなければ、そんな話を聞いたこともない。

　それ以上に疑問を覚えたのは、深み雪ゆきの目から見て兵ひよう庫ごの魔法師としての技量は、大したものではないという点だ。深み雪ゆきには兵ひよう庫ごが、自信たっぷりに語る程の戦闘力を持っているとは見えなかった。

「はい。私わたくしにお任せください」

　恭うやうやしく深み雪ゆきに向かって腰を折る兵ひよう庫ご。

　兵ひよう庫ごを見る深み雪ゆきの目付きは険しいままだ。

　真夏のリビングが冷房によるものではない冷気に覆われているような気がして、先程から沈黙を守っていた──深み雪ゆきの静かな迫力に沈黙を強いられていたと表現した方が良いいかもしれない──もう一人の同席者が慌て気味に口を挿はさんだ。

「ミユキ、ワタシも彼に付いて行くわ。それなら良いいでしょう？」

「リーナ、貴女あなたが？」

「ええ。ワタシの強さは、ミユキも知ってのとおりよ」

「でも、ほのかを攫さらった相手が誰だか分からないのよ？　もしＵＳＮＡの工作員だったらどうするの？」

「ステイツの工作員が、どんな理由でホノカを攫さらうのよ？」

「それは、そうだけど……」

　この時点では、深み雪ゆきの言っていることが正しいと本人もリーナも知らない。リーナから素朴な反問を受けて、深み雪ゆきも「考えすぎか」と言葉を濁してしまう。

　このまま事態が進めば、ＵＳＮＡの非合法暗殺部隊・イリーガルＭＡＰホースヘッド分隊と『アンジー・シリウス』であるリーナが首都のすぐ側で激突するという、ややこしい事態に発展していただろう。

　その未来を未然に防止したのは、マンションの電話ではなく深み雪ゆきの携帯端末が鳴らした受信のコール音だった。

「はい……エリカ？」

　電話の相手はエリカだった。
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　エリカの前に、レオ、幹みき比ひ古こ、美み月づきが上がってくる。美み月づきは幹みき比ひ古この魔法で一緒に、レオは土手の急斜面を魔法ではなく脚力で登った。

　幹みき比ひ古この魔法が、川の水に浸つかっていた三人の服の汚れを落とし、水気を乾かす。

　さっぱりしたところで美み月づきがホッと安あん堵どの息を吐つく。その直後、彼女の膝がカクッと折れた。

　幹みき比ひ古こが慌てて手を差し出す。美み月づきは幹みき比ひ古この腕に捕まって、何とか転倒を免まぬがれた。

「ご、ごめんなさい……」

　美み月づきが幹みき比ひ古この腕から手を離す。その途端、彼女の身体からだは再び傾いた。

　慌てて幹みき比ひ古こが手を伸ばし、美み月づきがその手を摑つかむ。

「極度の緊張状態から解放されて、足腰に力が入らなくなってるのよ。しばらくそのまま、ミキに摑つかまってた方が良いいわ」

　この時ばかりは二人を冷やかすこともなく、エリカは真面目な口調でアドバイスした。

　美み月づきと幹みき比ひ古こ、二人は揃そろって恥ずかしそうに俯うつむく。

　エリカとレオは「仕方無いなぁ」と言わんばかりに、別々に、かつ同時に頭かぶりを振った。

　そこでお互いに、全く同じ反応に及んでいたことに気付く。

　とはいえさすがに二人とも、つまらない喧けん嘩かをする気力が余っていなかった。

　エリカがレオから顔を背け、携帯端末を取り出す。

　通話モードで呼び出した相手は、ほのかだった。

　だが、つながらない。

　エリカは険しい表情で、今度は深み雪ゆきにコールした。

『はい』

「あっ、深み雪ゆき？　あたし。エリカ」

『エリカ？　何だか焦あせっているようだけど、何かあったの？』

　随分話が早い。エリカはそう思った。だがその疑問は後回しにして、今は質問に答えることにした。

　美み月づきと幹みき比ひ古こが襲撃を受けたこと、相手は外見が東アジア系、名前が英語系だったこと、ほのかに電話を掛けたがつながらないことを順番に、要領良く話す。

「……それで、深み雪ゆきは大丈夫かなって」

　応えが返ってくるまでに、一秒程の時が経過した。

『……わたしは大丈夫よ。そう……美み月づきも狙われたのね』

「何か知ってる？」

　美み月づきも、と深み雪ゆきは言った。つまり、他にも同じ目に遭った子がいるということだ。エリカはすぐにそう思った。

『ほのかが誘拐されたわ』

「……そういうこと」

　何かあったと予想していても、エリカは一瞬、言葉を失ってしまう。

『犯人は分かっていないけど、何処どこに連れて行かれたのかは、ピクシーの御お蔭かげで分かっているの』

「……ピクシーって、そんなことができたの？」

『誰にでも、ではないけれど』

「ああ、なる程ね」

　ピクシーにパラサイトが宿った経緯はエリカも知っている。ほのかとピクシーの間に特別なつながりがあるのだろう、ということは考えるまでもなくピンと来た。

「じゃあ、あたしたちが迎えに行くよ」

　この結論を出すのにも、エリカは思考に時間を浪費しなかった。

『……危険よ』

「深み雪ゆきも放っておくつもりはないんでしょ」

『それはそうだけど……』

「深み雪ゆきやリーナが行くよりも良いいと思うよ。相手はアメリカの工作員かも知れないんだし」

　電話回線の向こう側で、短い沈黙があった。

『ごめんなさい、エリカ。わたしから掛け直しても良いかしら』

「良いいよ」

　エリカの方から、通話を終える。

　彼女の端末に受信サインが点ともるまで、五分も掛からなかった。

『エリカ、わたしよ』

「うん、それで？」

『エリカの言うとおりだと思うわ。美み月づきを狙った相手は、ＵＳＮＡの非合法工作部隊である可能性が高いそうよ。ほのかを誘拐した犯人も、同じだと思う』

「それ、リーナの意見？」

『ええ。わたしやリーナが行くべきではないというのも、エリカが言うとおりなのでしょう。でもエリカたちだけで行かせることもできないわ。相手がアメリカ軍の工作員では、危険すぎる』

「こっちはもう一戦交えてるんだから、危険なんて今更よ」

　エリカが耳に当てているスピーカーから、小さなため息が漏れる。

『敢あえて危険を重ねる必要は無いのだけど……エリカは納得しないでしょうね』

「分かってるじゃない」

　もう一度、エリカの耳に届くため息。

『自分たちだけで敵陣に突っ込むような真似まねはせずに、然しかるべき方たちと一緒に行動すると約束してくれるなら、ほのかが連れて行かれた場所を教えてあげる』

　これ以上の説得は無理だと思ったのだろう。深み雪ゆきは条件付きで折れた。

「然しかるべき人たちって？」

『わたしの方からＳＭＡＴエスマツトに出動をお願いするから、現地で合流してちょうだい』

　ＳＭＡＴエスマツト。特殊魔法急襲部隊Special Magical Assault Team。一昨年の横浜事変に警察が対応できなかったことの反省を踏まえて組織された、警察内の戦闘魔法師を集めた組織だ。魔法師集団による民間人誘拐事件は、確かにＳＭＡＴエスマツトの管轄だろう。

「でも警察に騒がれるのはまずくない？」

　しかしエリカの言うとおり、警察が大々的に動くことで誘拐された被害者の身が危うくなる可能性もゼロではない。もっとも──、

『わたしが教えなかったら、エリカは警察の力を借りるつもりだったのでしょう？』

　エリカは警察に太いコネクションを持っている。ほのかの居場所を突き止める為ために警察の力を借りることが彼女には可能だったし、また実際にそうするつもりでもいた。

「降参。深み雪ゆきの言うとおりにするよ」

　それを深み雪ゆきに見抜かれて、エリカは白旗を揚げた。いや、この場合は「ほのかの救出を任せる」という妥協を深み雪ゆきから勝ち取っているのだから引き分けか。

『地図データを転送するわね』

「……ＯＫ、受け取ったわ」

『気をつけてね、エリカ』

「任せなさい。ほのかを助け出したら、また連絡するから」

　そのセリフで、エリカは深み雪ゆきとの通話を終えた。
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　達たつ也やはおよそ十メートル先の木の陰に回り込んだ。彼が手応えを感じて、下生えに何者かが膝から落ちる音がした場所だ。

　その「何者か」は、藤ふじ林ばやし長なが正まさだった。

「光み宣のるが何処どこへ向かったか知っているか？」

　達たつ也やは勝ち誇るでもなく、裏切りを詰なじるでもなく、淡々と長なが正まさを訊じん問もんする。いや、それは「訊じん問もん」と言うより単に「訊たずねる」口調だった。

「知らぬ……」

　一方の長なが正まさは、肉体に穴を穿うがたれた激痛に脂汗を滲にじませながら、闘志を失っていない声で答える。

「そうか」

　達たつ也やは重ねて問い詰めなかった。そのまま長なが正まさに背中を向けて去ろうとする。

「待たれよ……」

　会話の継続を望んだのは、長なが正まさの方だった。

「それで、良いいのか……？　訊じん問もんも拷問もしないのか？」

「知らないのだろう？　だったら、訊きいても仕方がない」

「そうか……。時間稼ぎを警戒しているのだな……？」

　長なが正まさの推測は、半分正解だった。確かに達たつ也やは時間稼ぎを警戒していたし、長なが正まさが噓うそを吐ついても真偽を確かめる術が無いから訊じん問もんは無駄だとも考えていた。最初に光み宣のるの行方を訊たずねたのが、気き紛まぐれのようなものだったのである。

　達たつ也やは答え合わせに時間を割くような、余計な親切心は発揮しなかった。木の幹に上半身を預けた長なが正まさを放置して、その場を去ろうとする。

「まだだ！　まだ終わりではない！」

　達たつ也やも、内心では焦あせっていたのだろう。長なが正まさはまだ、戦闘力を失っていなかった。

　達たつ也やが振り返ると同時に、長なが正まさの肉体に新たな穴が穿うがたれる。

　だがその傷がもたらす痛みは、長なが正まさを止めるに足りなかった。達たつ也やが長なが正まさを殺さないのは、藤ふじ林ばやし響きよう子この実父という事実を考慮したからではない。古式魔法の名門・藤ふじ林ばやし家け当主を消してしまうと、事後処理が面倒なことになるからだった。

　しかし長なが正まさは、そのような手加減ができる相手ではなかった。

　右肩を撃ち抜かれて、普通なら右手を使えなくなっているはずだ。にも拘かかわらず、長なが正まさは両手で印を結んだ。

　達たつ也やはそれを見て、今度は左肘の腱けんに穴を穿うがった。

　それでも長なが正まさの結印は崩れない。

　それどころか、目にも留まらぬ程の速さで次々と印を組み替えていく。

　達たつ也やが長なが正まさの始末を決意した時には、既に術が完成していた。

　この場を覆う結界が、『蹟せき兵へい八はち陣じん』が達たつ也やと長なが正まさを中心に集束していく。

　時刻は午後六時過ぎ。日が長い季節といえど、樹海の中は闇に包まれている。

　その闇が、さらに厚みを増した。

　暗闇が達たつ也やにプレッシャーを与える。

　達たつ也やは自分が撥ね返している圧力の正体に「眼め」を凝らした。

　人の形をした靄もやのようなものが、達たつ也やを包囲し手を伸ばしている。

（分身……？　いや、幽ゆう体たい離り脱だつ……。違う、死者の残留思念か！）

　眼前の敵である藤ふじ林ばやし家けから入手した情報が正しいとすれば、『鬼き門もん遁とん甲こう』の固定型陣地結界『蹟せき兵へい八はち陣じん』は『ソーサリー・ブースター』と同系統の技術が使われている。いや、『ソーサリー・ブースター』が『蹟せき兵へい八はち陣じん』の要素技術を抜き出して魔法道具化した物と言うべきか。

『蹟せき兵へい八はち陣じん』は魔法師を魔法で生きたまま死し蠟ろう化、脳組織のみ結晶化し、その額に呪じゆ言ごんと呪じゆ図ずを刻みつけて、魔法師の死し蠟ろうを百年単位で作動する魔法出力装置に改造。それを何体も地中に埋め、『鬼き門もん遁とん甲こう』の魔法を持続的に作用させる術式だ。

　何故なぜ死体で魔法を維持できるのか、一週間前であれば達たつ也やにも分からなかった。

　だが幽ゆう体たい離り脱だつしたアークトゥルスとの戦いを経験した今ならば推測できる。

　事象干渉力の源は霊子プシオン波は。それをあの戦いで、達たつ也やは観測した。

　おそらく魔法師を生きたまま死し蠟ろう化かする魔法の処理に、霊子プシオン情報体を死し蠟ろうの中に閉じ込めるプロセスが含まれているのだ。そして死し蠟ろうに蓄積されている霊子プシオンを使って事象干渉力を定期的に放出させ、隠蔽結界の魔法を維持しているのだろう。

　今、達たつ也やに精神的な──「系統外魔法的な」と言い換えることもできる──圧力を加えているのは、魔法出力装置に改造された死し蠟ろうの中の霊子プシオン情報体に違いない。達たつ也やは「死者の残留思念」と表現したが、一般的には「死し霊りよう」「亡霊」と呼ぶべき情報体だろう。

『蹟せき兵へい八はち陣じん』の装置に改造された魔法師の死し蠟ろうには、額に「道を迷わせる」というコマンドが刻みつけられている。自ら考えることのできない死し霊りようは、ただその命令に従い達たつ也やを迷わせようとしているのだろう。達たつ也やが意志の防壁を崩されたならば、死し霊りようたちが力を使い果たすまで、彼は樹海を彷徨さまよい続けるに違いない。

（藤ふじ林ばやし長なが正まさは……自滅したか）

　死し霊りようたちの手は、長なが正まさにも及んでいた。達たつ也やには、霊子プシオン情報体の活動を詳細に「視認」する能力は無い。ただ漠然と感じるだけだ。それでも長なが正まさの精神が既に、残留思念に吞のまれているのが分かった。

　死んではいないだろう。

　だが現状の長なが正まさは、生ける死者に等しい。

（術者が自滅した以上、魔法を解除させるのは不可能だ）

（このまま残留思念を押し返し続ければ、何時いつかはこいつらの力も尽きるだろうが……）

（それを待ってはいられない！）

　達たつ也やは残留思念──「死し霊りよう」が自分という事象に干渉することによって発生しているはずの想子サイオン情報へと「眼め」を凝らした。達たつ也やの仮説が間違っていなければ「達たつ也やの精神に干渉して方向感覚を狂わせようとしている」という情報が、そして「達たつ也やの精神に干渉している霊子プシオン情報体」という情報が、この世界に記録されている。

　その記録からさらに、「司し波ば達たつ也やというこの世界の一部分を成す事象に干渉可能な形でこの世界に霊子プシオン情報体を存在させている構造」を読み取る。

（「視み」える）

（「視み」えるぞ）

「死し霊りよう」という名の霊子プシオン情報体が、この世界に存在する為ための足場を見付け出し、

　それを、壊す。

　分解する！

（霊子プシオン情報体支持構造分解魔法『アストラル・ディスパージョン』、発動）

　──霊子プシオン情報体を、精神体をこの世界に存在させている想子サイオン情報体の構造を破壊する。

　──霊子プシオン情報体を、滅ぼすのではなく、この世界から追放する。

　達たつ也やを取り巻く、白い人型の靄もやが急速に晴れていく。

　死者の念によって支えられていた『蹟せき兵へい八はち陣じん』が、崩壊していくのが分かる。

　霊子プシオン情報体支持構造分解魔法『アストラル・ディスパージョン』。

　精神体を、この世界で封印するのではなく、

　精神体を、この世界に存在できなくする魔法。

　この世界に存在できなくなるということは、この世界に生きる者の視点からすれば、消えて無くなるということ。

　死ぬということ。

　消し去り、殺すということに等しいと言える。

　達たつ也やは遂ついに、精神体を消去し、精神生命体を殺害する手段を得た。
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　藤ふじ林ばやし長なが正まさの自爆攻撃を新たに開発した魔法で退けた達たつ也やは、そのまま樹海の外に向かおうとした。

　だがその足は、五メートルも進まぬ内に止まってしまう。

　達たつ也やが部分分解の魔法で長なが正まさに空けた穴は小さな物だが、数が多い。出血も馬鹿にならないし、重要な神経を切断してしまっている穴もある。このままここに放置すれば、一晩で命は尽きるだろう。

　一度は消してしまう決断を下した相手だが、最初からそうしなかった事情は消えていない。殺してしまうには、いささか都合の悪い相手だ。

　だからといって『再成』を使って助ける気には、達たつ也やはなれなかった。傷が無くなれば、長なが正まさは再び達たつ也やの邪魔をするだろう。都合良く意識を奪うのは難しい相手だし、拘束する為ための道具も持っていない。

　やはり、見捨てるか。彼が止めていた歩みを再開しようとしたその時、新たな気配が達たつ也やの前に生じた。

「伊い賀が流上忍・藤ふじ林ばやし家けの当主を下したか。まあ、四よつ葉ば家け直系を名乗る以上、この程度はできて当然だな」

　真夏にも拘かかわらず黒いコートに黒手袋。黒いソフト帽を斜めに被かぶった不審人物は、挨あい拶さつもせず傲慢な口調でそう言った。

「黒くろ羽ばさん、何時いつこちらへ？」

　達たつ也やの前にいきなり現れた男性は、四よつ葉ば分家、黒くろ羽ば家け当主、黒くろ羽ば貢みつぐだった。

「たった今だ。君が結界を破壊してくれた御お蔭かげで、真っ直ぐに跳んで来られた」

「黒くろ羽ばさんなら、結界が機能していても邪魔にはならなかったでしょう」

「謙遜ではないさ。あの結界が健在なら、相当な回り道が必要だった」

　つまり結界を抜ける手順は分かっていたということだろう。それだけではない。魔法を行使した気配を覚さとらせず間近まで接近する技術は、さすがに亜あ夜や子この父親だけのことはある。達たつ也やは感心すると共に、警戒せずにはいられなかった。

「こちらに来られたのは、叔母上のご命令ですか？」

「いや。君に訊ききたいことがあって来た」

「自分に、ですか？」

　達たつ也やの意識に浮かんだ疑問は、「一体何を？」ではなく「こんな時に？」だった。

　だが光み宣のるの追跡を再開するにしても、貢みつぐを無視するのはまずい。長なが正まさを殺してしまう以上に、不都合が予想される。

　達たつ也やは大人しく、貢みつぐの問い掛けを待った。

「達たつ也や君」

　達たつ也やが軽く、目を見張る。道化の仮面を脱いだ貢みつぐが、敵意や憎ぞう悪おを込めずに彼の名を呼ぶ。それを達たつ也やは、初めて聞いた。

「君は何故なぜ、そうまで熱心に九く島どう光み宣のるを追い掛ける？」

　達たつ也やの脳裏を「またか」という思考が掠かすめた。正直なところ、あまり好ましい問いではない。彼は、何故なぜそれが自分にとって好ましくないのか踏み込んで考えないまま、その質問に答える。

「水み波なみを取り戻す為ためです」

　それ以外に光み宣のるを追い掛ける理由は無い。光み宣のるがパラサイトであるという事実は、達たつ也やにとって敵対の理由にはならない。光み宣のるがパラサイトたちの意識に吞のまれて深雪の平穏をかき乱すような真似まねを始めない限り、達たつ也やは水み波なみさえ取り戻せればそれで良かった。

「使用人一人を取り戻すのに、何故なぜそこまで熱心になれる？」

　貢みつぐは重ねて「熱心」という単語を使った。今の自分はそう見えるのだな、と達たつ也やは他人ひと事ごとのような感想を懐いだいた。

「分かりません」

　達たつ也やは迷った素振りも無く即答した。

　散々迷った結果だ。

　八や雲くもから水み波なみを助けようとする理由を問われて以来、達たつ也やは自分の中に答えを探し続けていた。

　だが、見付からない。

　表面的な答えで良いいのなら、簡単だった。

　深み雪ゆきが求めているからだ。

　水み波なみを光み宣のるに奪われた、光み宣のるをみすみす逃がしてしまった、深み雪ゆきの後悔を消す為ためだ。

　しかし、本当にそれだけか？　と自問したなら、途端に分からなくなる。

　水み波なみを、死んでしまった穂ほ波なみに重ねているつもりはない。

　水み波なみと穂ほ波なみは別人だ。

　それは分かっている。理解している。穂ほ波なみを救えなかった代償行為では断じてない、と思う。

　では何故なぜ、自分は水み波なみを取り戻したがっているのか。

　分からない。

（ああ、そうか……）

　達たつ也やは自分が何故なぜ、この問い掛けを好ましくないと思ったのか、今更ながら気が付いた。

　自分の心が、理解できないからだ。

　自分が意味も分からないまま駆けずり回っていると、思い知らされるからだ。

　達たつ也やの行動には、常に目的があった。

　深み雪ゆきの為ために、という目的がはっきりしていた。

　彼は自分の意志で、深み雪ゆきの現在と未来を守ろうとしているつもりだった。

　だが──本当に？

　──本当は「自分の意志」など、自分には無いのではないか？

　──本当の自分は空っぽで。

　──「深み雪ゆきを守る」という与えられた課題で、空虚な器を埋めていただけではないのか？

　そんな疑念に、向き合わせられるからだ。

「八や雲くも師匠にも、同じことを問われました。それからずっと、考えています。ですが自分には、分からない」

　達たつ也やは正直に、その気持ちを貢みつぐに伝えた。ここで深み雪ゆきを理由にしてはならないと、彼は何故なぜか思った。

「……そうか」

　貢みつぐは、深く納得したような口調で頷うなずいた。

　達たつ也やには理解できなかったことを、貢みつぐは理解している。そんな風に、達たつ也やには感じられた。

「君には心が欠けていると、私は今まで思っていた」

　精神構造干渉の秘術によって、達たつ也やに感情が欠けているのは事実だ。だが貢みつぐが言っているのは、もっと違う意味だと達たつ也やは感じた。

「どうやらそれは、私の思い違いだったようだ」
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　しかし、貢みつぐが何を言っているのかその内容までは、達たつ也やは理解できなかった。

　──心を持たぬ者に、迷いは無い。

　貢みつぐが口にしなかったセリフを聞き取るには、達たつ也やはまだまだ人生経験が足りなかった。

「達たつ也や君。私は、君が嫌いだ」

　口にしなかったセリフの代わりに、いきなり叩たたき付つけられた、貢みつぐのむき出しの感情。

「存じております」

　達たつ也やに動揺は無かった。知っていたというのは、彼の強がりではなく事実だった。

「課せられた務め、背負わされた定めを力尽くで乗り越えていく、いや、蹴り倒していく君の生き方は、務めと定めに生きる我々のような人間にとっては『馬鹿にするな！』と言いたくなるものだ」

　だが嫌われている理由を、完全に理解していたとは言えなかった。

「……馬鹿にしているつもりは、ありませんが」

「分かっている。絶対的な破壊の力を持って生まれた君に、一人では世界に到底抗あらがい得ないひ弱な凡人の心情は理解できまい。世界を思うがままに蹂じゆう躙りんできる力を持たされた君の心情を、私が理解できぬように」

「…………」

　困惑が、達たつ也やから言葉を奪う。

「私は君の為ためになど、指一本動かしたくない」

　貢みつぐは達たつ也やを睨にらみ付つけて、小さく息を吸い込み、

「──私自身の指は」

　憎々しげに吐はき出した。

　そうですか、とは、達たつ也やは応じなかった。それはこの場に、相応ふさわしいセリフではないように思われた。

「だから……、私自身のものではない手を貸そう」

　そう言って貢みつぐは左手を顔の高さに挙げた。

　木の陰から、黒服の集団が現れる。

　一本の木の陰から、一人の黒服が。

　九本の木の陰から、九人の黒服が。

「藤ふじ林ばやし長なが正まさの身柄は、彼らに任せたまえ」

「──分かりました」

　達たつ也やは意外感に打たれていた。

　黒服の登場に、ではない。貢みつぐが、真ま夜やに命じられていないにも拘かかわらず、自分に助力を申し出たことに対して。

「それからこれは、亜あ夜や子こと文ふみ弥やに頼まれていたことだが」

「何でしょうか」

「『九く島どう光み宣のるの逃亡先を達たつ也やさんに教えてあげて欲しい』だそうだ。特に亜あ夜や子こは、桜さくら井い水み波なみのことを大層心配していた。ここで黒羽家が君に手を貸すのも、亜あ夜や子こに懇願されたからだ」

「…………」

「九く島どう光み宣のるの最終的な目的地は分からん。だが今は、小お田だ原わらに向かっている」

「ありがとうございます」

「君の感謝は、子供たちに伝えておこう」

　そう言って、貢みつぐは達たつ也やに背を向けた。

　達たつ也やは貢みつぐの背中に一礼して、林の外に駐めてある電動二輪『ウイングレス』へと駆け出した。
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　深み雪ゆきとの通話を終えた十数分後。エリカは大和やまと市しの外れに来ていた。第三次世界大戦中に米軍が世界展開を止める前は、アメリカ海軍の飛行場があった辺りだ。

　ＵＳＮＡとなったアメリカ軍が本国に引き上げたことにより、この飛行場は国防軍の空軍基地に吸収された。同じく首都圏にある座ざ間ま基地のように共同利用基地にはなっていない。国防空軍が占有する基地だ。

　とはいえ、アメリカが日本の同盟国であることに変わりはない。たとえ裏で対立していても、一般市民はその事実を知らない。この街にアメリカ人がいても珍しいとは思われない。

「ましてやあいつら、見た目は日本人と区別が付きにくかったからね……」

　個型電車キヤビネツトの駅を出たエリカが忌いま々いましげに呟つぶやく。現地の住民と区別が付きにくい兵員を工作員に選ぶのは当然の配慮であり、日本人とは異なる特徴を持つ民族的外見の工作員を日本に送り込んできたとすれば、それはなめられているということに他ならないだろう。

　ただ、そんな理屈はエリカにとって、何の慰めにもならなかった。

「そこらに伏兵とか歩いていないでしょうね……」

　隠れている敵よりも、歩行者が突如敵となって襲い掛かってくる方が精神力を消耗させる。隠れている敵は見えない所に神経を配っていれば良いが、見えているのに分からない敵は視界の全てを警戒しなければならない。

「気にしても仕方無いと思うぜ」

　ピリピリとした雰囲気を撒まき散ちらしながら鋭い視線を左右に投げているエリカを、レオがいつもどおりの大らかな口調でたしなめる。

「敵のアジトは分かってるんだ。いるかいないか分かんねえ伏兵より、そっちに集中すべきだろ」

　エリカはムスッとした、見るからに気分を害した顔でそっぽを向いた。

「……エリカ？」

「レオに正論を説かれるなんて……。一生の不覚だわ」

「おいっ!?　もう一生分の不覚を使い果たしたのかよ!?」

　レオの抗議兼ツッコミに、エリカは一層はっきりと顔を背けた。

（ああくそっ！　めんどくせえ！）

　レオが心の中で悪態を吐つく。口に出さなかったのは分別と言うより、直感に基づくブレーキが反射的に掛かった御お蔭かげだ。

　口に出したなら「面倒臭い」では済まない事態に陥っていただろう。今この場には、エリカとレオの二人きり。間を取り持ってくれる美み月づきも、代わりにエリカの的を引き受けてくれる幹みき比ひ古こもいないのだ。

　幹みき比ひ古こには美み月づきを家まで送らせた。そのまま警察の事情聴取に付き合う段取りになっている。本来ならばエリカもレオも警察への対応に残っていなければならないところ。だが、ほのかのことが心配だったエリカは千ち葉ば道場のコネを使って門下生の警官を電話で呼び出し、美み月づきの家に向かわせて、自分はレオと二人で深み雪ゆきに教えられた場所へ向かっているところだった。

「エリカ！　タクシーを拾うぞ！」

　レオが自棄やけ気味の大声でエリカに話し掛ける。ほのかが監禁されている場所まで徒歩で行けないこともないが、できる限り急いだ方が良いい。

　相変わらずエリカの反応は無かったが、幸いなことに気まずい空気は第三者の介入で強制終了した。

「エリカお嬢さん！」

　急ブレーキを掛けてエリカとレオの前に停とまった自走車の中から、二十代後半から三十代前半の男性が叫んだ。

「東海林しようじさん？」

　助手席の窓から顔を出したその男を見て、エリカが軽く目を見張る。

　車こそ普通のセダンだったが──少なくとも外見は市販車そのままだったが、その男性はＳＭＡＴエスマツトのアサルトスーツを着ていた。

「東海林しようじさん、ＳＭＡＴエスマツトに入隊したんだ」

「ええ。先月研修を終えて、今月から着任しました」

　この遣やり取とりを傍そばで聞いていて、レオは二人の関係を大体把握した。この東海林しようじという男はＳＭＡＴエスマツトの隊員で、千ち葉ば道場の門下生なのだろう。エリカが合流すると聞いて迎えに来た、というより、迎えを押し付けられたに違いない。

（……もしかしたらこの人も「親衛隊」のメンバーなのかもしれんけどな）

　レオはそれを初めて聞いた時、俄にわかには信じられなかったが、千ち葉ば道場には『エリカ親衛隊』という集団が存在していてエリカを姫将軍のように崇あがめているのだ。……単なる「姫」でないのは、説明不要だろう。

　その忠誠心は、もしかしたら師匠であり道場主であるエリカの父親に対するものより強いかも知れない。彼らの団結力は去年の冬の『吸血鬼事件』の際、レオは自分の目で確かめている。そんなことを考えながら眺めれば、気の所為せいかエリカに向けられた東海林しようじ隊員の目には崇拝が込められているように見えた。

「本官のことより、早く乗ってください。既に突入態勢は整っております」

「そうね。レオ、行くわよ」

　さっきまでの不ふ貞て腐くされ顔は何処どこへやら。エリカはサッサと覆面パトカーに乗り込むと、後に続くようレオを促した。
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　美み月づきの誘拐に失敗したホースヘッドの隊員は、エリカたちより一足早く自分たちのアジトに到着していた。

　ヘンリー・フーが美み月づき誘拐チームの三人を代表して、分隊長アル・ワンに作戦失敗の顚てん末まつを報告する。それを聞いていた他の隊員から、三人を嘲る声は上がらなかった。

「隊長、作戦を変更すべきではありませんか？」

　ヘンリーの話を聞き終えた後、ほのかを誘拐してきた女性隊員のジュリア・マーが分隊長のアルにそう進言した。

「ターゲット側の対応速度が、私たちの予想を遥はるかに上回っています」

「偶然じゃないの？　事前にこっちの動きを読んでいたのなら、光みつ井いほのかを一人にはしないでしょ」

　ほのか誘拐に携わったもう一人の女性隊員、エリー・チャオが口を挿はさむ。

「邪魔をされたという事実を軽視すべきじゃない。そもそも事前に調べた限り、柴しば田た美み月づきは一人で登下校しているはずだった。彼女にエスコートが付くなんて情報は無かった」

　エリーの指摘に、ジュリアが反論する。

「それも偶然かもしれないじゃない」

「エリーの言うとおり、偶然かもしれない。だが偶然こちらに不都合な状況が生じたというなら、ジュリアの指摘どおり、それを無視するのは賢明ではないな」

　エリーの再反論に続いて、アル・ワンが二人の主張を両方認めた。ただ彼は、日和ひよろうとしたのではない。

「作戦は人質を二人確保することを前提に立てられていた。一人しか確保できなかった以上、ジュリアの言うように変更は避けられない」

「人質が一人でも、おびき出すことはできるのでは？」

　誘拐ミッションに参加していないドン・ヤンが疑問を呈する。

「人質が一人じゃ、その場で奪還されてお仕舞いだろ。ターゲットの抵抗を封じる為ためには、人質を殺せないんだから。おびき出す為ための人質と大人しくさせる為ための人質。やはり人質は二人以上必要だ」

　ほのかを誘拐してきた三人目、フランク・ウーがドン・ヤンに反論する。分隊長の判断を支持するその意見に頷うなずいたのは、最初に作戦変更を言い出したジュリアだけではなかった。

「で？　隊長、具体的にはどうするんだ？」

　副隊長格であるバート・リーの問い掛けに、

「光みつ井いほのかをブービートラップにして送り返す」

　アル・ワンは「分かり切ったことを」と言わんばかりの口調で答えた。




　ホースヘッドのメンバーが自分の使い方について相談している横で、ほのかは無表情にじっと座っていた。

　彼女はアル・ワンが魔法で調合した薬によって意識を麻ま痺ひさせられている。眠ってはいないが、目覚めてもいない。そんな状態だ。耳は声を認識しているが、それに対して能動的な思考ができない。

　洗脳に対する抵抗力はゼロに等しくなっている。

　そんなほのかに、アル・ワンは手慣れた様子で暗示を刷り込み始めた。

　──司し波ば達たつ也やを殺せ。

　細かい条件を省略すれば、暗示の内容はこの一言に尽きる。

　ほのかは、抗あらがえないはずだった。

「……い、や……」

「なに？」

　ほのかが発した呟つぶやきを理解できなかったのは、アル・ワンだけではなかった。バート・リーも、チャーリー・チャンも、外の警戒に当たっているゲイブ・シュイとイギー・ホーの二人を除く、この場に立ち会っている全員が訝いぶかしげな目をほのかに向けている。

「達たつ也やさんを……殺す、なんて……できない……」

「ジュリア、薬を追加しろ」

　あるはずの無い抵抗に、アル・ワンはすぐさま落ち着いた口調でこう命じた。

　これ以上の薬物投与は、回復不能な後遺症をもたらす恐れがある。そんな冷酷な命令に反対した者はいない。躊躇ためらいを示した者もいない。ジュリア・マーが圧力注射器に薬液をセットして、ほのかの横に歩み寄る。

　しかし注射器が押し付けられる前に、ほのかが薬物の影響下で取れるはずがない、激しい反応を見せる。
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　彼女はカッと目を見開き、

「嫌よ！　達たつ也やさんには手出しさせない！」

　喉も裂けよと絶叫した。

　それは、エレメンツの血がもたらした忠誠心によるものか。

　それとも、恋心が引き起こした奇き蹟せきか。

　彼女が閉じ込められている部屋が、光の洪水に吞のみ込こまれた。

　無秩序な色彩の光がホースヘッドの視界を埋め尽くす。

　その光には、人体を破壊する効果は無かった。

　暗示効果も、意識を奪う効果も無い。

　ただ乱舞する光が全ての影を消し去り、視力を役立たずなものへと変えるのみだった。

「全員、この部屋から退避！」

　彼らが隠れ家に選んだのは、二年前までサテライトオフィスとして使われていた平屋のプレハブ建物。ホースヘッドの八人はその会議室から一斉に、隣の執務室へ移動した。最後に会議室から出てきたバート・リーがドアを閉めて光を遮断する。

　その直後、見張りに立っていたイギー・ホーがアサルトカービンを抱えて執務室に飛び込んできた。彼らは銃器を日本に持ち込んでいない。おそらく、襲ってきた敵から奪った物だ。

「敵、多数！」

　イギーは腹から血を滴したたらせている。銃による傷、しかも致命傷だと、この場にいる全員が一目で理解した。銃声が全く聞こえなかったのは、敵が高性能のサプレッサーを使用しているからだろう。

　それだけの装備を使用可能な戦闘集団。

　警察ではあるまい。

　おそらく、軍だ。

　表で、爆発音が轟とどろく。

　証拠隠滅用に自作した爆弾の音だ。イリーガルＭＡＰでは作戦地域に潜入した後、この爆弾を最優先で製造することになっている。

　今の爆発音はゲイブ・シュイが自分の脳から情報が漏れないように自爆したのだと、分からぬ者はいなかった。

「離脱する！　イギー、わかっているな」

　アル・ワンは部屋にいた七人の隊員に逃亡を命じた後、イギー・ホーの目を見て念を押す。

　イギーは掌てのひらに収まるサイズの爆弾を取り出し、口にくわえて、笑ってみせた。

　アル・ワンは人質用に誘拐したほのかを連れ出そうともせずに、代わりにイギーの手からアサルトカービンを受け取って、地下の荷物配送用チューブへと逃げ込む。

　執務室の扉が蹴破られると同時に、イギー・ホーは自分の頭を吹き飛ばす爆弾の起爆スイッチを押した。
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　エリカは覆面パトカーの中で、前方に小さな、だが紛れもない爆発音を聞いた。

　隣に座るレオに顔を向ける。

　レオも、エリカの方へ振り向いていた。

　二人はアイコンタクトで、自分の耳に届いた音が幻聴でないことを確認し合った。

「何が起こっているの？」

　エリカが緊迫した声で助手席の東海林しようじに訊たずねる。

「我々とは別の組織が誘拐犯のアジトに突入したようです」

　東海林しようじも、緊張を隠せていなかった。

「別組織？　警察じゃないのね？」

「公安という可能性もゼロではありませんが……」

「国防軍」

「おそらく」

　エリカの断定的な推測に、東海林しようじも頷うなずく。

　車中に、それ以上の会話は無かった。




　覆面パトカーが停とまった先に、アサルトスーツを着用したＳＭＡＴエスマツトの隊員たちが人垣を作っている。

　彼らと向かい合うようにして、アサルトカービンを携えた国防陸軍の兵士が横列隊形を取っていた。銃口はＳＭＡＴエスマツトの方ではなく、空へと向いている。

　兵士の隊列が左右に分かれた。その間から、二人の若い女性が歩いてくる。片方は高校の制服姿だ。

「ほのか！」

　その少女が攫さらわれた友人に間違いないと認めてエリカが駆け出す。レオもそのすぐ後ろに続いた。

「ほのか、どうしたの!?　あたしが分からないっ？」

　ほのかは駆け寄るエリカにぼんやりとした目を向けるだけだ。

　そのただならぬ様子に、エリカが顔色を変える。

「薬によって一時的に精神機能が麻ま痺ひしているだけです。調べたところ、後遺症が残るような薬物ではありません。ですから、大丈夫ですよ」

　そんなエリカを安心させようと、隣に付き添っている女性軍人が笑みを見せながら説明する。

　その女性下士官の顔に、エリカもレオも見覚えがあった。

「あんたは、伊い豆ずの時の！」

　叫ぶレオに、遠とお山やまつかさはニッコリと笑い掛けた。

「何であんたが光みつ井いを助けに……」

　遠とお山やまつかさの本名は十とお山やまつかさ。二十八家の一つ、十とお山やま家け当主の娘で、国防陸軍情報部所属の曹長だ。

　彼女は今年の五月、部隊を率いて、伊い豆ずの別荘に引っ込んでいた達たつ也やの襲撃を企てた。エリカとレオは、幹みき比ひ古こ、ほのかと協力してそれを阻止した。その際に二人は、遠とお山やまつかさ個人と直接戦ったという経緯がある。つかさの顔を知っているのはその為ためだ。

　情報部の任務の邪魔をされ、個人としても苦杯をなめさせられた相手に、何も思うところが無いはずはない。だがつかさの笑顔は、そういう負の感情をまるで感じさせないものだった。「私の所属は防ぼう諜ちようセクションです。外国の諜ちよう報ほう活動や破壊工作を阻止することが本来の任務なんですよ」

「……仕事に私情は持ち込まないってわけ？」

　胡う散さん臭くさいと感じていることが丸分かりな口調でエリカが問う。レオはつかさの笑みに偽りを見み出いだせなかったが、エリカは同性だからか、違うようだ。

「実は、個人的な動機もあります。この任務で伊い豆ずの失態を挽ばん回かいしてこいと、上司に命じられまして。救出対象が誰かなんて、考えていられなかったんですよ」

「……あっ、そう……」

　あっけらかんとした内情暴露に、エリカは気勢を殺そがれた。元々、自分たちの手でほのかを取り戻すことに拘こだわりがあったわけではない。先程の戦いで、暴れ足りないということもなかった。とにかく、ほのかは助け出せたのだ。文句を付ける筋合いは、少なくとも表面的には何処どこにも無かった。

「……ほのかに治療は必要なの？」

　取とり敢あえず訊きいておかねばならないことは、これくらいだ。

「必要ありません。三、四時間で薬の効果は抜けますよ」

　今はこの言葉を信じて、四時間くらい側そばについていよう。それで回復しなかったら、その時は改めて医者に診せれば良い。──エリカはそう思った。

　ほのかの無事が確認できて、ようやく周りに目を向ける余裕ができたのか。エリカは救出部隊の兵士が仲間の死体を運ぶ光景に眉を顰ひそめた。

「随分やられたんだな……」

　呟つぶやいたのはレオだ。彼もエリカと似たような表情で死者に目を向けていた。

　レオのセリフは問い掛けではなく独り言だったのだが、つかさは神妙な顔で「そうですね」と応えを返した。

「応戦したのはたったの二人。にも拘かかわらず、こちらの被害は四人で、負傷者はその倍以上。シールドは張ってあったんですけどね。少々、自信を無くしてしまいました」

「貴女あなた、師し補ほ十じゆう八はつ家けの人なんですってね。それも、シールド魔法のエキスパートなんでしょ？　そんなに手て強ごわい相手だったの？」

　エリカたちは遠とお山やまつかさの正体を、伊い豆ずの事件の直後、深み雪ゆきから「無茶をしないで」というお[image: 叱]りの言葉と共に聞かされている。またそれがなくても、つかさが張る個人用シールドの強度は対戦してみて、ある程度理解していた。

　伊い豆ずの時は林の中という地形を活いかした奇襲で、エリカたちはつかさが率いる部隊を無力化した。結果だけを見れば楽勝だったかもしれないが、もし視界が開けた場所だったら、あんなに簡単にはいかなかっただろうとエリカは考えている。

　ここは建物という遮蔽物はあるにせよ、林の中に比べれば奇策を弄する余地は少ない。それに奇襲というなら、国防陸軍の方が奇襲を掛けた側であったはずだ。守備側二人に対して四人の犠牲者というのは、多すぎるようにエリカには思われた。

「手て強ごわいのは予想していたのですが、まだまだ読みが甘かったようです。さすがはイリーガルＭＡＰ……。その悪名は、伊達だてではありませんでした」

「イリーガルＭＡＰ？　それがあいつらのチーム名なの？」

「ＵＳＮＡの、魔法師で構成された非合法工作部隊です。一説によれば新ソ連軍の重要人物を彼らが暗殺しすぎた所為せいで、ＵＳＮＡ軍と新ソ連軍が深刻な局地戦に突入したとか。その件が米軍内部でも問題視されて、粛清されたとも聞いていたのですが」

「ヤバイやつらだったんだな……」

　レオの呟つぶやきに、つかさは「ええ、そうですよ」と応じる。

「あなた方も一戦交えてしまったようですが、犠牲者が出なかったのは幸運でした。余り派手な真似まねをすると本来の目的に差さし障さわりがあるので、撤退を優先していたのでしょうね」

「本来の目的って？」

「司し波ば達たつ也やの暗殺」

　エリカの問い掛けに、つかさはあっさり答えた。

　これにはエリカの方が面食らってしまう。

「ホースヘッド分隊は──ああ、これは今回我が国に派遣されたイリーガルＭＡＰの部隊名ですが、彼らは司し波ばさんに自分たちの実力を知られたくなかったのではないでしょうか。手て強ごわいと思われたら、人質を取ってもおびき出されてくれないかもしれませんから」

「光みつ井いを攫さらったのも、柴しば田たを狙ったのも、達たつ也やをおびき出す人質にする為ためだったのか？」

「私たちはそう考えています」

　レオの質問にも、つかさは誤魔化さずに頷うなずく。

「皆さんの実力は承知していますが、本気のイリーガルＭＡＰを相手にして無傷で済むとは思わないでください。できれば追跡は私たちに任せて、ＳＭＡＴエスマツトにも手を引いて欲しいのですが」

　これを言いたいが為に、つかさはエリカとレオの疑問に答えていたのだろう。

「では、失礼。私たちは残存工作員の追跡に移ります」

　つかさはこう言って敬礼し──今日のつかさは男性兵士と変わらぬ、ヘルメット着用の軍装だった──エリカたちに背を向けて仲間と合流する。

　オープントップの軍用車で去って行く陸軍士卒を見送りながら、エリカは何時いつの間まにか隣に来ていた東海林しようじに話し掛けた。

「陸軍はああ言ってるけど、ＳＭＡＴエスマツトはどうするの？」

「相手が何者であろうと、国内の犯罪は警察の管轄です。軍に手を引けと言われては、余計に引き下がれませんな」

　東海林しようじは唇の端に、千ち葉ば道場の人間らしい不敵で人を食った笑みを浮かべた。

「エリカお嬢さんは、被害者をご自宅まで送ってあげていただけますか。事情聴取は明日以降で結構ですので」

「……分かった」

　エリカは、意地を張らなかった。彼女はほのかを助けに来たのであって、テロリストの検挙には然さ程ほど興味が無い。その手の功名心は、皆無とは言わないまでも希薄だ。

　敵の目的が達たつ也やの命だというのが、少し気になってはいた。だが達たつ也やの暗殺など、上手うまく行くはずがない。一々根拠を挙げる必要が無い程、エリカはそれを確信している。

　エリカは東海林しようじに言われたように、ほのかを家まで送っていくことにした。護衛に人員を割くというＳＭＡＴエスマツト隊長の申し出を丁寧に断って。その代わり、不本意ながらレオを同行者に、まだ一人では行動できないほのかを個型電車キヤビネツトに乗せて彼女のマンションへ向かった。





◇　◇　◇






　小お田だ原わらに着いた光み宣のるは駅で自走車を降りた。水み波なみも一緒だ。

　二人は当然、顔を変えているが、『仮装行列パレード』による変身ではない。周しゆう公こう瑾きんが隠れ家に用意していた小道具を使った変装だ。『仮装行列パレード』は現在、二人の位置を偽装する為ためだけに集中して使っている。

　自走車は九く島どう真ま言ことから譲り受けたアンドロイドに『仮装行列パレード』で光み宣のると水み波なみの個体情報を貼り付けて、海岸線沿いを東に向かわせている。最終的には逗ず子しに入った所で自爆するよう設定しておいたが、多分その前に捕捉されるだろうと光み宣のるは考えている。

　光み宣のると水み波なみが向かう先は横よこ須す賀か。自走車の進路と、方角はほぼ同じだ。追っ手を撒まくのが目的なら全く違う方向へ向かわせるのが、常識的には正解だろう。だが今回は、進路が重なっていることに意味がある。

（『仮か装そう遁とん甲こう』……。上手うまく働いてくれると良いいけれど……）

　達たつ也やの眼めを誤魔化す為ためには『仮装行列パレード』と『鬼き門もん遁とん甲こう』を融合させた魔法が必要だ、と考えて急きゆう遽きよ組み上げたのが『仮か装そう遁とん甲こう』。急きゆう拵ごしらえの、間に合わせの術式だという自覚はある。だが光み宣のるが限られた時間で、全力を傾けて工夫した魔法だ。そう簡単には見抜かれないという自負も、光み宣のるの中には確かに存在した。

『仮か装そう遁とん甲こう』が達たつ也やを欺けるかどうか。それは、逃げてみないと分からない。既に自走車は光み宣のるたちを置いて発進した。彼が逃亡を成功させる為ために知恵を絞って組み立てた仕掛けは、作動を始めている。

　賽さいは投げられた。

　もう迷っている段階ではない。

　後は、行動するだけだ。

　光み宣のるは水み波なみを連れて個型電車キヤビネツトに乗り込み、行き先を『横よこ須す賀か軍港前』に設定した。
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　達たつ也やは小お田だ原わらまであと少しという所で、水み波なみのエイドスが分裂したのを観測した。

（どういうことだ？）

　これが高速道路でなければ、彼はバイクを路肩に停とめていただろう。達たつ也やは運転モードをセミオートに変更して、この不可解な現象へと思考を向けた。

（相変わらず、座標は特定できない）

（ある一点ではなく、存在可能範囲の広がりでしか分からない）

（だがその不確かな位置情報が、さらに、二つに分かれて移動している？）

　これは『仮装行列パレード』でも『鬼き門もん遁とん甲こう』でもないと、達たつ也やは感じた。

　両者の特徴を兼ね備えている。二つの魔法を同時に行使しているのではなく、『仮装行列パレード』と『鬼き門もん遁とん甲こう』を融合させたような印象を達たつ也やは得ていた。

（光み宣のるが新しい魔法を創った？）

　もしそうなら、光み宣のるはこの短時間で九く島どう烈れつの数十年を乗り越えたということだ。

　絶対にあり得ない話ではない。他ならぬ達たつ也や自身も、わずか一週間足らずで『アストラル・ディスパージョン』の完成に近づいているのだから。

（いや。今、重要なのは、そこではない）

　しかしこの状況で問題にすべきは、使用された魔法の開発期間ではなかった。達たつ也やは考察が脇道に逸それそうになる自身を戒めた。

（水み波なみのエイドスは──水み波なみは何処どこにいる？）

　結局、突き止めなければならないのはこの一事に尽きる。

　達たつ也やは運転を機械に委ね、自分は意識を情報次元へ向けた。

（一つは、海岸線沿いの道路上を移動している）

（もう一つは……同じ道路上？　いや、都市間列車の軌道上……か？）

　達たつ也やの「眼め」では、偽装に隠された実体を見極めることができなかった。方向が同じである為ために、可能性の広がりによって二つのエイドスの差異が吞のみ込こまれている。

（──まずは、分岐点に向かう）

　水み波なみの現在位置を示す「面」が分岐したのは、小お田だ原わら駅えきの辺りだ。達たつ也やはセミオートを手動運転に戻して、バイクを小お田だ原わら駅えきに向けた。
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　イリーガルＭＡＰの隊員にとって最も重要視される作戦遂行上のルールは「現地当局の手に落ちてはならない」である。自分たちがＵＳＮＡ政府の指示を受けて犯罪行為、テロ行為を実行しているということだけは、隠し通さなければならない。

　アメリカとのつながりを示す物件を一切所持していなくても、生きたまま捕まれば自白を強要される。自白しなくても、脳から情報を抜き取られる。死者の脳からでもある程度の情報は読み出せるから、自害するなら自分で脳を吹き飛ばさなくてはならない。

　遠とお山やまつかさが率いる陸軍情報部防ぼう諜ちよう部隊の急襲を受けて逃亡が不可能な状況に陥ったゲイブ・シュイとイギー・ホーは、自殺用の小型爆薬で自らの頭部を爆破した。だが自爆は最後の手段だ。その前に、捕まらない為ための逃走経路確保が欠かせない。

　ゲイブとイギーを除くホースヘッド分隊の八人は、貨物搬送用の地下チューブを使って陸軍情報部の包囲から抜け出した。だがまだ、安心できる状況ではない。ホースヘッドのアル・ワン隊長は、自分たちを追跡している、少なくとも二つのチームを認識していた。作戦は破綻したが、今は追っ手を振り切ることが優先される。

　地下チューブを使ったのはせいぜい一分、距離にして一キロメートル前後。移動には魔法を使っているから、それを探知された可能性もある。ホースヘッド分隊の生き残りは隊長の指示を待たず、次々とヘリに乗り込んだ。

　逃走用に目を付けていたヘリは某報道機関の物。実を言えばこの場所は、大手新聞社の支局だ。この新聞社がイリーガルＭＡＰとグルになっている、という裏事情はない。事前の調査で、ここに置かれているヘリは極めて稼か働どう率りつが低いと分かっていた。それを当てにしての逃走ルートだった。

　無論「稼か働どう率りつが極めて低い」であって「全く稼か働どうしていない」わけではない。ここで確実にヘリコプターを確保できる保証は無かった。運悪くヘリが出動中の時は、また別の乗り物を奪う予定だった。運不運の程度を判定するなら、今回は「悪くはなかった」ということになるだろう。

　操縦席に座ったバート・リーが、すぐさま離陸手順に入る。アル・ワンは日本の軍用無線、警察無線を傍受しようと、通信機能に特化した携帯端末をウエストポーチから取りだした。

　受話器を左耳にはめ、まずは暗号解除が容易な警察無線に周波数を合わせる。しかし、警察の交信が耳に入ってくるより早く、小さな端末にメッセージの着信サインが点ともった。

　小型端末の細長いディスプレイに表示された送信元はＵＳＮＡ海軍だ。思い掛けない通信にアル・ワンは眉を顰ひそめ、胸ポケットから汎用のスマートグラスを取り出して顔に掛ける。通信端末をスマートグラスのツルに押し付けることで接触通信によるペアリングが自動で完了し、目の前にメッセージが表示される。

　飾りが一切無いテキストのメッセージに目を通し、アル・ワンはスマートグラスの下で目を見張った。

「お前は何者だ!?」

　アル・ワンの詰きつ問もんがマイクから通信端末に流れ、自動でテキストに変換されて送信される。

　回答は、すぐに返ってきた。

「七しち賢けん人じんだと？　七しち賢けん人じんが何故なぜ、司し波ば達たつ也やの情報を我々に流す？」

　アル・ワンの声が聞こえていた部下の全員が振り向く。『七しち賢けん人じん』のことは監獄に隔離されていたイリーガルＭＡＰにも、要注意勢力として通知されていた。

「……分かった。今は信用してやる」

　アル・ワンは乱暴に受話器のスイッチをオフにすると、スマートグラスを掛けたまま目を操縦席に向けた。

「バート、鎌かま倉くらから小お田だ原わらに向かうフリーウェイに沿って西に飛べ。その道路上に司し波ば達たつ也やが現れる」

「了解」

　バートは余計なことを言わず、アルと必要以上の会話をしようともせず、新しい飛行ルートを航空ナビに設定した。

「隊長、七しち賢けん人じんは何て？」

　アル・ワンの右隣に座っていたエリー・チャオが遠慮の無い口調で訊たずねる。

「『ホースヘッド分隊に与えられた任務は司し波ば達たつ也やを暗殺することだろう。他のことを気にしている余裕は無いはずだ』」

　アル・ワンは、回答として受け取ったメッセージをそのまま読み上げることで、エリーの質問に答えた。

「癪しやくに障さわるが、七しち賢けん人じんが指摘したとおりだ。この際、情報の信しん憑ぴよう性せいは無視するべきだろう」

「罠わなだったらどうします？」

　上昇を始めたヘリの中で重ねて問うエリー・チャオに、

「食い破るだけだ」

　アル・ワンは、強い語気でそう返した。








［13］






　達たつ也やが小お田だ原わら駅えき前に着いたのは、光み宣のると水み波なみが横よこ須す賀か行きの電車に乗ってから約十分が過ぎた頃だった。

　金曜日の午後六時台だ。駅を利用する乗降客は多く、その所為せいで想子サイオンの痕跡を探るのは難しい。

　一方『精霊の眼エレメンタル・サイト』に映るエイドスは、相変わらず二つに分かれたままだ。分裂を感知した時点まで時間を遡ってみても、自走車を降りて個型電車キヤビネツトに乗り込んだ二人と、そのまま自走車で東に走り去った二人の、二通りのエイドスが観測される。残念ながら、どちらが本物でどちらがダミーか、達たつ也やにも見分けが付かなかった。

（確実なのは、どちらも東に向かったということだけか）

　二つに分かれた水み波なみの情報は、ほとんど同じ方角に向かって移動している。どちらを追い掛けるにしても、取とり敢あえず海岸線沿いの高速道路を進むのが最も速いルートだ。それは、水み波なみと光み宣のるを乗せていることになっている自走車のルートと同じだった。

（……気に食わないが、仕方が無い）

　光み宣のるの思おもう壺つぼにはまっているような気がしていたが、他の選択肢は選びようがない。達たつ也やは高速の入り口に向けてバイクを発進させた。





◇　◇　◇






　ホースヘッド分隊を操ることに成功した『七しち賢けん人じん』ことレイモンド・クラークは、次の密告に着手した。パラサイトになってからずっとスターズのオマケに甘んじてきた彼にとって、久々に本領を発揮できる出番だ。レイモンドの表情は生き生きしていた。

　次の情報提供先は日本の警察。ホースヘッド分隊を追っているＳＭＡＴエスマツトではない。今でも慣習で「県警」と呼ばれている地方警察の一支署。具体的には小お田だ原わら警察署だ。

　彼はキーボードでタイプしたばかりのテキストを見直して、ニヤリと笑った。リアルタイムの遣やり取とりは音声入力を使うレイモンドだが、最初に送り付けるメッセージはキーボードでタイプすることを好む。その方が「密告」らしいという、趣味的な拘こだわりの表れだ。

『小お田だ原わら駅えき付近にテロリストが電動バイクで侵入した模様。仲間割れによる戦闘が生じる恐れあり。バイクは黒単色塗装、横三眼ライトのフルカウル大型車。ライダーも黒のスーツを着用。鎌かま倉くら方面へ向かうと予想される』

　日本語で書いたその文面を見て、レイモンドは「ちょっと硬すぎるかな……」と呟つぶやいた。

「まあ、良いいか。余り時間を掛けてもいられないし」

　しかしその直後、自分を納得させるように独ひとり言ごちて、彼は送信ボタンをタップした。

「さて……。達たつ也や、君は自分の国の警察官に手出しできるかな？」

　レイモンドは邪悪な、と言うより、悪戯いたずら小僧の笑みを浮かべた。





◇　◇　◇






　小お田だ原わら警察署は時ならぬ怪文書に、ちょっとした騒ぎになっていた。

　小お田だ原わらにテロリストが侵入したという電子メール。

　警察官たちはそれを読んで、最初は悪戯いたずらだと笑っていた。

　しかし念の為ために小お田だ原わら駅えき付近のカメラを中継モードで確認して──録画データと違って、ライブ映像は利用制限が緩くなっている──、メール文に記載されたとおりの特徴を持つバイクとライダーが発見されたことで、対応を主張する刑事が約半数に上ったのだ。

　黒のフルカウルバイクは、特に珍しい物ではない。黒のライディングスーツも同様だ。だが黒のバイクに黒のライダーの組み合わせは、言われてみれば何となく怪しいと思えてくる外見だった。

『署長。電動二輪の所有者が分かりました』

　ナンバープレートを照合させていた係員から内線で報告が届く。すぐに持ち主が判明したということは、少なくともナンバープレートは偽造ではない。

『花はな菱びしモータースポーツという東とう京きようの会社の、法人名義です』

「代表者は？」

『花はな菱びし兵ひよう庫ごと登録されています。実質個人経営の、小さな整備工場のようです』

「分かった。ご苦労」

　署長の前には刑事課と交通課の課長の他、機動隊の責任者も集まっていた。

「どう思う？」

「違反行為も見られませんし、現時点で職務質問を行うのも躊躇ためらわれますね」

　署長の問い掛けに答えたのは、交通課の課長だ。それに続いて機動隊の隊長が進み出た。

「特型警備車を出して追跡させましょう。もし実際にテロリスト同士の銃撃戦などという事態が勃発すれば、パトカーや白バイでは署員を危険に曝さらすだけの結果となります」

　第三次世界大戦、別名二十年世界群発戦争後の現在、機動隊が使用する特型警備車は、国産の小型装輪装甲車を警察用に改造した物が使用されている。

「そうだな」

　署長は頷うなずき、管区機動隊に出動を要請した。





◇　◇　◇






「発見しました！」

　ヘリの側面から顔を出して双眼鏡と暗視装置を魔法で代用していたチャーリー・チャンが、キャビン内部に向かって叫ぶ。

　反対側の席に座っていたアル・ワンが、ドアを後方にスライドさせ、半身を機外に突き出して国防軍から奪ったアサルトカービンを構えた。

「バート、高度を落として接近しろ！」

　風の音に負けないように、アル・ワンが怒鳴る。

　交戦中に奪った物だから、予備の弾倉は無い。アサルトカービンの他に攻撃手段が無いわけではないが、敵の反撃を封じる意味からも、確実を期すべきだった。

「了解！」

　同じように怒鳴り返して、バート・リーが機首を下げる。

　アル・ワンは、照準スコープの中に黒尽くめのライダーの姿を捉えた。





◇　◇　◇






　小お田だ原わら駅えきからおよそ十分、高速道路上を約二十キロ進んだ所で、達たつ也やは東から近づいてくるヘリの音に気が付いた。

　明らかに自分へ向けられた視線を直感で感じ取って、『精霊の眼エレメンタル・サイト』を向ける。

　──大和やまと市しと綾あや瀬せ市しの境界付近から鎌かま倉くら経由で飛来した報道用ヘリ。ただし乗っているのは、戦闘魔法師だ──。

　その情報を読み取ったのと、自分に向けられた銃口を察知したのは、ほぼ同時だった。

　達たつ也やはカウルに身を伏せ、前輪を大きく浮かせてバイクを上空のヘリへ向けた。

　銃声はしなかった。かなり高性能のサプレッサーを使っているのだろう。

　だが着弾の衝撃はあった。電動バイク『ウイングレス』の前面カウルに弾はじかれたアサルトカービンの小口径高速弾が周囲に散らばる。幸い、跳弾が届く範囲に他の車両は無い。

　このままでは転倒不可避というところまで前輪を持ち上げた『ウイングレス』は、そのまま達たつ也やの魔法で空中に舞い上がった。

　銃撃がバイクの下を虚むなしく通り抜け、道路の舗装を砕いて跳ねる。

　達たつ也やは『ウイングレス』をそのまま急上昇させ、前後輪を同時にヘリへ叩たたき付つけた。

　キャノピーにひびが入り、ヘリが大きく揺れる。

　バランスを崩したヘリが急降下し、墜落直前で何とか姿勢を立て直した。

　そこから再上昇する報道機関所有のヘリ。中に乗り込んだ暗殺部隊の戦闘魔法師から攻撃を受ける前に、達たつ也やは空中を全力で遠ざかりながら魔法を発動した。

　ヘリが、巨大な火球に変わる。

　破片は、飛び散らなかった。

　ヘリを粉こな微み塵じんに砕いたのは達たつ也やの分解魔法『雲散霧消ミスト・デイスパージヨン』。

　火球が生じたのは機体の材料に含まれていた自然発火性物質が燃焼し、その熱で可燃性物質が連鎖的に引火したもので、燃焼のプロセスは比較的緩やかに進行した。その為ため、火球の規模に対して爆風は小さく、発生した高度もあって高架道路を破損させることはなかった。

　だが日没間ま際ぎわの曇り空に、突如生じた火球は人々の度肝を抜く物だった。時刻はまだ午後七時前。平日の七時前だ。高速道路を行き交う自走車は、上りも下りも少なくなかった。

　最初の銃撃で既に車の流れは止まっていたが、突如発生した火球によって、ドライバーはパニックに陥っていた。

　車を捨てて高架道路上を徒歩で逃げ惑う人々。だがその御お蔭かげで、現場に一般人を巻き込むことが無かったのは、不幸中の幸いと言うべきだろう。

　達たつ也やを乗せた飛行バイクが道路上に着地する。

　火球の中から八つの人影が飛び出してくる。

　四つの焼死体と、炎に耐えた四人の魔法師。

　達たつ也やは『ウイングレス』を停とめて、シートから飛び降りた。相手が遠距離攻撃手段を持っていないとは限らない。バイクに乗ったまま背中を曝さらすリスクを負うより、多少時間を消費してもここで斃たおしておくことに決めたのだ。

　四人の魔法師はいずれも三十代後半から四十代前半。

　三人は男性、一人は女性。

　達たつ也やは彼らのエイドスに記載された個人属性を読み取ることはしなかった。

　彼が読み取ったのは、四人の魔法師が構築しようとしている魔法式の情報と、四人の肉体の構造情報。

　スーツにセットされた完全思考操作型のＣＡＤではなく、腰のホルスターから拳銃形態の特化型ＣＡＤを抜いてアサルトカービンを携えた魔法師に向ける。

　四人の魔法師が魔法の発動態勢に入った。

　達たつ也やは構わず、ＣＡＤの引き金を引いた。

　愛用のＣＡＤ『トライデント』が、三連分解魔法『トライデント』の起動式を出力する。

　読み込みも、魔法式構築も、一瞬だった。

　掛かった時間は、ＣＡＤの作動時間とほぼ等しい。

　彼は同時に、四つの三連分解魔法を発動した。

　四×三の魔法プロセスが一瞬で走る。

　四人の戦闘魔法師、

　その体内と体外に形成されていた事象干渉力の力場が霧散し、

　肉体を守る情報強化の鎧よろいが剝がれ落ち、

　肉体が元素レベルに砕け散る。

　小さな炎が瞬またたいて消える。

　人体を構成していた自然発火性物質が一瞬で燃焼した結果だ。

　人体焼失の外見を呈するその現象の真実は、人体消失。

　三連分解魔法『トライデント』。

　男性三人、女性一人。

　達たつ也やの魔法は──達たつ也やは、男性も女性も区別しなかった。

　火球に耐えた四人の魔法師は一瞬でその存在をかき消され、後には四つの焼死体が残った。

　二人で陸軍情報部防ぼう諜ちよう部隊に多大な損害を与えたＵＳＮＡイリーガルＭＡＰホースヘッド分隊は、八人がかりで、達たつ也や一人を相手に三分間持たなかった。

　達たつ也やによって、三分未満で殲せん滅めつされた。




　けたたましいサイレンの音と共に、西側から装甲車両が近づいてくる。パニックで路上に放置された自走車を押おし退のけながら進む、機動隊の特型警備車だ。

　それが、二台。

　達たつ也やはＣＡＤをホルスターに戻し、電動二輪『ウイングレス』に駆け寄った。

　モーターを始動させ、車体を一気に加速させる。

　こんな所で警察に付き合って時間を浪費することは、今の達たつ也やにはできなかった。だからといって、警察の車両を魔法で分解するのは、後々のことを考えると憚はばかられる。このバイクのナンバープレートは当局に登録した正規の物だ。登録内容には、間接的にではあるが達たつ也やにつながる情報が含まれている。

　彼はスーツ内蔵のＣＡＤを思考で操作した。

『分解』の魔法を組み上げ、前方に向かって放つ。

　八百メートルにわたって高速道路、一般道路の監視用カメラが断線し、機能を停止する。

　続いて、飛行魔法を発動。

　達たつ也やは車体を跳躍させ、高架下の一般道路に降りる。

　達たつ也やはハンドル中央のコンソールに設けられたスイッチの一つを操作した。

　車体に変化が生じる。

　カウルの色がブラックからディープブルーに変わり、ナンバープレートが書き換わった。

　高架高速道路の建設により通行量が減った旧バイパスを、それでもたびたび前方に現れる自走車の横をすり抜けながら、達たつ也やを乗せたバイクが東へ向けて疾走する。

　途中から高速道路に乗り直し、達たつ也やは追跡を再開した。





◇　◇　◇






　個型電車キヤビネツトが横よこ須す賀かに到着する。プラットホームに降りた光み宣のるは、達たつ也やの現在位置を確かめたいという誘惑を苦労してねじ伏せた。

　今ここで『精霊の眼エレメンタル・サイト』を達たつ也やに向けたなら、『仮か装そう遁とん甲こう』が破れてしまう可能性が高い。まだ逃走は完了していないのだ。最後まで気を抜くべきではなかった。

　水み波なみが個型電車キヤビネツトから降りてくる。彼女は俯うつむいていた顔を北に向け、またすぐに俯うつむいた。彼女の意識は、自分を追い掛けてきている達たつ也やの上には無かった。水み波なみが目を向けたのは調ちよう布ふの方角、深み雪ゆきが既に帰宅しているはずのマンションだった。

　水み波なみが何を考えたのか、光み宣のるは訊たずねるまでもなく覚さとった。彼女が今までの生活に、達たつ也やや深み雪ゆきと共に暮らした日々に未練を残しているのは明らかだ。

　──このまま彼女を連れて行っても良いのか？

　光み宣のるの中に、迷いが生じた。

　今更、このタイミングで……と、彼は声も無く自らを嘲あざ笑わらう。それでも、考えずにはいられない。

　水み波なみには、日本から逃げ出す必要など無い。

　米軍が水み波なみの身柄を丁重に扱うとは限らない。

　日本を出たならば、彼女の味方は光み宣のるだけとなる。

　米軍は水み波なみを人質にして、光み宣のるを支配しようとするかもしれない。

　それどころか、達たつ也やを抹殺する為ために利用しようとするかもしれない。

　自分の気持ちを度外視すれば、水み波なみとここで別れる方が彼女の為ためだ──光み宣のるはそう思わずにいられなかった。

「水み波なみさん──」

「はい」

　光み宣のるの声に、水み波なみは俯うつむいたまま、目を合わせずに返事をする。

　──ここに残るかい？

　──ここで別れよう。

　光み宣のるの喉元までせり上がったセリフ。

「──行こうか」

　だが彼は離別を告げられなかった。

　彼が口にした言葉は、同行を促すものだった。

「……はい」

　水み波なみが頷うなずく。

　歩き出した光み宣のるの後ろを、水み波なみが離れずついてくる。

　──これで良いい。

　──彼女が頷うなずいてくれたのだから。

　光み宣のるは自分に、そう言い聞かせた。

　そして改めて、水み波なみは自分が必ず守ると、己自身に誓いを立てた。

　光み宣のるは水み波なみを先導して、横よこ須す賀か軍港に向かった。
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　達たつ也やが追跡していた自走車を肉眼の視界に捉えたのは、ホースヘッドの襲撃を撃退した約十五分後、鎌かま倉くら市内に入って少し経たってからだった。

　達たつ也やが予測していたよりも十分以上遅れている。ホースヘッドの撃退に要した時間よりも、その後で機動隊の車両を撒まく為ために、一旦高速道路から下りたことによるタイムロスが大きかった。

（あれは……違うな）

　情報次元で認識するだけでなく、同時に物理次元でも視認することにより、小お田だ原わら駅えき前の時点では分からなかった違和感がはっきりと知覚できた。

　自走車に乗っている光み宣のると水み波なみのエイドスには、時間的な厚みが無い。せいぜい一時間半の履歴しか存在しない。つまり、約一時間三十分前に作り出されたコピーということだ。

（なる程……二十四時間以内に作成された分身なら、エイドスの履歴を遡っていけば見分けられるということか）

　達たつ也やは「今更遅いが」という自嘲の念と共に、この発見を心に刻んだ。

　西さい湖この手前で、九く島どう蒼そう司しが身代わりを務めているのを発見した時に気付いていれば良かったのだが、過ぎてしまったことにくよくよ拘こだわっても益は無い。

　今回は見事に騙だまされた。だが同じ手を喰くわない為ためには、覚えておかなければならない。

　達たつ也やがこの時点で自走車の追跡を中止しなかったのは、コピーされたエイドスから本体の情報を取得しようと考えているからだ。彼は情報の読み取りをより確実なものとする為ため、自走車を停とめてエイドスのコピーを貼り付かせている何者かに接触するつもりだった。

　タイヤを外すとかモーターを壊すといった乱暴な方法で強制的に停車させるのは、事故を引き起こす恐れがあって好ましくない。事故に直結しない故障で、車しや輌りようの安全システムに停止命令を出させるのがベターだ。

　何を壊すか検討した結果、達たつ也やは衝突時衝撃緩和装置の制御コンピュータを断線させることにした。

　慎重に照準を定め、分解魔法を発動。エアバッグの展開タイミング、シートの角度、スライドブレーキをコントロールするコンピュータをシステムから切り離す。

　達たつ也やの目もく論ろ見みどおり、自走車はゆっくりと路肩に停止した。

　自走車の前に回り込んでバイクを駐め、達たつ也やは助手席の横に歩み寄ってドアレバーを摑つかんだ。鍵が掛かっていたが、魔法で破壊する。ドアを強引に開けて、助手席に収まっていたガイノイド（女性型アンドロイド）の頭部に左手を当てた。

　ガイノイドには、水み波なみのエイドスがコピーされていた。

　そのコピーが作成された時点まで遡る。

　そして今度は、作成元になったエイドスの履歴を追う。

　こんな真似まねが可能なのは、擬装用のエイドスがオリジナルを忠実に複写したものだからこそだ。コピーは作成時点で必ずコピー元の情報に接触するから、その時点まで遡ればオリジナルのエイドスにたどり着く。

　これが本人の衣服や装飾品では、こう上手うまく行かない。本人の身体からだの一部、例えば髪の毛や体液ならば、同じことが可能だ。樹海の隠れ家が藤ふじ林ばやし長なが正まさの『火か遁とん』で焼き払われていなかったら、達たつ也やは水み波なみの髪の毛を探し出すことでもっと早くその行き先を摑つかんでいただろう。

　もっとも水み波なみのことだ。隠れ家の中は完璧に掃除して、髪の毛など残していなかった可能性も高い。退院直前の、入院中の病室がそうだったように。

　それはともかくとして。

　水み波なみが攫さらわれてから初めて、達たつ也やは『仮装行列パレード』の影響も『鬼き門もん遁とん甲こう』の影響も受けていない水み波なみのエイドスに接触した。これでもう達たつ也やが目を離さない限り、彼女を見失うことはない。幾ら光み宣のるが現在のエイドスを偽装しても、過去から追い掛けて得られる情報を誤魔化すことはできないからだ。

「ムッ？」

　達たつ也やの口から短い声が漏れる。

　いきなり、アンドロイドが宿していた光み宣のると水み波なみのエイドスのコピーが消えた。

　光み宣のるが達たつ也やの接触に気付いて、魔法を解除したのだろう。

　あるいは、あらかじめ「誰かに接触されたら解除する」という条件付けがされていたのかもしれない。

　どちらであろうと、結果は一つ、いや、二つだ。

　達たつ也やは、光み宣のるに対する手掛かりを失った。

　達たつ也やは、水み波なみを見失うことがなくなった。

　前者は、もう一度接触しない限り、という条件がつく。

　後者は、自ら望まない限り、という条件がつく。

　だが、この結果は満足すべきものだった。

　彼は水み波なみの現在位置を確認した。

（横よこ須す賀か軍港か）

　現在水み波なみは、横よこ須す賀か軍港のゲートにいる。

　そこに光み宣のるもいるはずだ。

　決着を付けるべく、達たつ也やは横よこ須す賀かへ飛行装甲服『フリードスーツ』で飛ぶことにした。

（──何っ？）

　しかし彼は、飛び立つことができなかった。

　このタイミングで、達たつ也やにとって完全に想定外の邪魔が入った。
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　個型電車キヤビネツトの駅から横よこ須す賀か軍港のゲートまでの距離は、道なりで約四百五十メートル。不動産業界の計算方法で徒歩六分。光み宣のると水み波なみはその道のりを十分掛けて歩いた。

　その歩調は、迷いの証あかしだ。光み宣のるも水み波なみも、迷いを抱えていた。

　このまま進んで良いのかと、二人とも迷っていた。

　──水み波なみに黙っているままで良いいのか。

　これが光み宣のるの迷いだった。

　──光み宣のるに黙っているままで良いいのか。

　これが水み波なみの迷いだった。

　二人とも、相手を騙だましているのではないかという罪悪感を懐いだいていた。

　光み宣のるは、米軍が水み波なみを人質として利用しようとするのではないかと予測して、それを黙っていることに対して。

　水み波なみは、八や雲くもから「光み宣のるについていくのは深み雪ゆきの為ためになる」と唆そそのかされて、それを黙っていることに対して。

　途中、何度も打ち明けようとして、二人ともその度に口をつぐんでしまう。

　二人はお互いに打ち明けられないまま、横よこ須す賀か軍港のゲートにたどり着いた。

　ゲートでは国防軍の係員の他に、ＵＳＮＡ海軍の下士官が立っていた。

　いや、下士官の軍服を着た少年だ。

「やあ、光み宣のる。迎えに来たよ」

「レイモンド。君が？」

　二人を迎えに来たのはパラサイトの一人、レイモンド・クラークだった。
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　達たつ也やが飛行魔法で空に舞い上がろうとした瞬間、上と下が逆転した。彼は夜空の雲を見下ろして立ち、頭上には滑らかに舗装された高速道路が走っていた。

　合理的に考えれば、幻覚だ。

　自分を一瞬で幻覚に捕らえた技量に強い警戒を覚えつつ、達たつ也やは幻影を破る為ために飛行魔法を中断し『術式解散グラム・デイスパージヨン』の準備に入った。

　しかし、彼が飛行魔法を中断した途端。

　逆転した世界が、正常に戻る。

（この幻術の手触りは……）

　達たつ也やは明確に定義できない魔法の特徴、雰囲気のようなものを「手触り」と表現した。

　言葉はこの際、重要ではない。問題はこの幻影の魔法に、覚えがあることだ。

　達たつ也やは飛行魔法を発動した。今度は発動直前での中断ではない。実際に重力制御を作用させる。

　ただし、足は地面につけたままで。

　そして再び、発動の直前で天地が逆転した。

　飛行魔法は重力のベクトルを改変することで、任意の方向に落下するもの。

　仮に達たつ也やの身体からだが空中にあったなら、彼は方向を見失って飛行魔法を制御できなくなっていただろう。靴底から伝わってくる舗装路面の感触があるから、達たつ也やは自分の上下左右を見失わずに済んでいる。

（方向感覚への干渉という点は『鬼き門もん遁とん甲こう』と同じ。同じ源流を持つ技術が『忍術』にも取り入れられているのか？）

　達たつ也やを空に行かせないのが幻術の狙いなら、この状態はその目的を果たしていることになる。だが飛行魔法が発動中だから、幻術を解除することもできない。達たつ也やは今も幻影を生み出している魔法式を読み取り、発動プロセスの履歴から魔法が放たれた場所を特定する。

　達たつ也やは飛行魔法を終わらせると同時に、『術式解体グラム・デモリツシヨン』を放った。

　自分自身に魔法を掛けていない魔法師に『術式解体グラム・デモリツシヨン』を放っても、魔法を解除する効果は無い。

　だが、隠れている相手をいぶり出す効果はある。高圧の想子サイオン流りゆうは、人間が纏まとう想子サイオンの場を揺るがせる。揺らぎは気配の乱れとなって周囲の空間に波及する。

　術者が移動しながら幻術を使っていた場合は『術式解体グラム・デモリツシヨン』も単なる無駄撃ちに終わっていたが、どうやらこの相手は徹底的に隠れるつもりが無かったようだ。

　瘦そう身しん僧形、馴な染じみの顔が、達たつ也やの前に姿を現す。

　達たつ也やを阻はばんだ幻術の術者は、彼が「師匠」と呼ぶ、九ここの重え八や雲くもだった。
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　光み宣のると水み波なみを乗せレイモンドが運転するオープントップの自走車は、横よこ須す賀か海軍基地をゆっくりと走っていた。

「レイモンド。君が入国して、大丈夫だったのかい？」

　既に夜七時過ぎということもあり、基地の道路を行き来する人影は少ない。自走車ともすれ違わない。会話をするのに、他人の耳を気にする必要は無かった。

「大丈夫って？」

　レイモンドが光み宣のるに問い返す。その口調に、とぼけている様子は無かった。

「大おお阪さかで警察に追い掛けられていただろ？　まだ手配は解けていないと思うけど」

「ああ、そのこと。基地から出なきゃ、問題にならないんじゃないかな」

　横よこ須す賀か海軍基地は米軍も利用できるというだけで、日本の法令が適用されない治外法権の地ではない。だが軍の基地内に警察の捜査権が及びにくいのも事実だ。国防軍と警察の力関係を良く知らない光み宣のるは「そんなものか」と納得するしかなかった。

「光み宣のるの方こそ、良くここまでたどり着いたね。達たつ也やに追い掛けられなかったの？」

　レイモンドがニヤニヤしながら訊たずねてくる。「ああ、これは知っている顔だな」と思いながら、光み宣のるは「追い掛けられたよ」と答えた。

「多分、今も追い掛けられている」

　そして、こう付け加える。

「達たつ也やさんが次の瞬間、僕たちの頭上に現れても、僕は不思議に思わない」

「基地の上空に？　幾ら達たつ也やでもそこまでするかなぁ……」

　レイモンドは一旦、頭かぶりを振ったが、

「……いや、達たつ也やならやりかねないか」

　すぐに言を翻ひるがえす。

「じゃあ、急がないとね」

　そう言いながら、レイモンドは自走車のスピードを上げなかった。

　光み宣のるとレイモンドが会話している間、水み波なみは光み宣のるの隣で口を閉ざしたままだった。

　レイモンドも、水み波なみに話し掛けようとはしなかった。
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「師匠、どういうおつもりですか」

　達たつ也やの第一声が弾劾調になっているのは、この場の経緯を考えれば無理もないと言えよう。彼は警告も無しに、幻術による攻撃を受けたのだ。

「まあ、そう怒らずに。少し話をしようじゃないか」

　八や雲くもには、まともに答える意思が無い。そう判断した達たつ也やは、飛行魔法で水み波なみの許もとへ飛ぼうとした。

　しかし再び、八や雲くもの術が達たつ也やを妨げる。

「師匠！　貴方あなたは、光み宣のるに味方するつもりなんですか!?」

　達たつ也やが語気を荒げるのも当然だ。

　八や雲くももそう思ったのか、唇からいつもの摑つかみ所どころがない笑みを消した。

「九く島どう光み宣のると桜さくら井い水み波なみ嬢は、もう横よこ須す賀かに着いているだろうね。もしかしたら、そろそろ船に乗り込んでいる頃かもしれない」

「だから急いでいるんです」

「何故なぜ？」

「なにっ？」

　遂ついに達たつ也やのセリフから、敬語、丁寧語が抜け落ちる。

「達たつ也やくん。何故なぜ、君は急いでいるんだい？」

「出航されたら面倒な事態になるからに決まっている」

「面倒になるから？　でも君の行動は既に、大きな問題に発展しているよ」

「……っ」

　達たつ也やが、反論の言葉に詰まる。

「機動隊は君のことを探し回っている。国内の公道上で銃撃戦なんて、戦争中にも中々無かったことだ。その上ヘリが炎上し、焼死体が四つも放り出されている。警察にとっては、到底看過できる事態じゃない」

「…………」

「西さい湖この手前で脱輪した車を放置したのもまずかったね。九く島どう家けの次男が警察に事情聴取されて、魔法協会は大騒ぎだよ。樹海の中で発生した火災を放置したことも。消防が大慌てだ」

「それは」

「自分が引き起こしたわけじゃない、なんて言い逃れが通用しないことは、君自身が良く理解しているはずだ。今日だけのことじゃない。調ちよう布ふの病院前で戦闘用の自動人形が自爆して何匹もの妖魔が解放されてしまった騒動も。九く島どう烈れつの死とそれによって生じた国防軍の混乱も、君と九く島どう光み宣のるの諍いさかいが原因になっている。巳み焼やき島しまに対する侵攻があそこまで派手な展開になったのも、水み波なみ嬢を巡る対立と無関係じゃない」

「……だから今、俺の邪魔をするというのか？」

「行かせてあげれば良いじゃないか」

　苦し紛れに放たれた達たつ也やの詰きつ問もんに、八や雲くもは眉一つ動かさず平然と答えた。

「水み波なみ嬢はまだ、人間のままなのだろう？　九く島どう光み宣のるが彼女の意思を尊重している証拠じゃないか。彼は確かに妖魔だけど、水み波なみ嬢を害する存在ではない」

「水み波なみが……パラサイトになっても構わない、と？」

「僕にはどうでも良いいことだし、人を捨てるも捨てないも、彼女自身の意思次第だろう。君や深み雪ゆきくんが口出しすることじゃない」

　達たつ也やは奥歯を強く嚙かみ締しめ、一度瞼まぶたを閉じて、カッと目を見開いた。

「九ここの重え八や雲くも。俺の邪魔をするな！」

「いいや、邪魔させてもらう。君にはもう少し、僕に付き合ってもらうよ」

　達たつ也やが勢い良く飛び立つ。

　だが八や雲くもの幻術によって彼は十メートルも上がらぬ内に墜落し、地上に舞い戻ることを余儀なくされた。
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　光み宣のると水み波なみは、自走車から小型艇に乗り移っていた。屋根の無い、手て漕こぎボートにエンジンと推進器が追加されただけのような代物だ。船尾に取り付ける、昔ながらのラダーと一体化したレバーをレイモンドが操る。

[image: ]

　さすがにこの小型ボートで太平洋を渡るということはないはずだ。沖に、もっと大きな船が待っているのだろう。光み宣のるはレイモンドの操艇を邪魔しないよう、声を掛けずにいた。

　しかし彼の気遣いに反して、口を開いたのはレイモンドの方だった。

「達たつ也やは間に合わなかったようだね」

「移乗する船は、もうすぐなのか？」

　レイモンドのセリフが不吉なフラグのように感じられて、光み宣のるは軽い焦あせりを覚えながら訊たずねる。

「うん、もうすぐ。……ああ、見えてきた」

　そう言われても、光み宣のるには船体が確認できなかった。

「潜水艦……？」

　光み宣のるの隣で、水み波なみが呟つぶやく。

　久し振りに聞いた彼女の声に導かれて、光み宣のるはもう一度海面を凝視する。

「あれか……？」

　そこには確かに、緩やかに歪わい曲きよくしたドームのような物が顔を出していた。

「良く分かったね」

　レイモンドが何処どことなく得意げな口調で光み宣のるの声に頷うなずく。

「全水没型高速輸送艦『コーラル』。輸送用の潜水艦と表現した方が、やはり分わかり易やすいかな」

「全水没型？」

「そう。造波抵抗を……いや、こんな話は乗り込んでからにしよう」

　レイモンドはスピードを落とさず、エンジンユニットを前に倒すことで推進器とラダーを水中から持ち上げた。

　ボートがドームに──輸送用潜水艦の背中に乗り上げる。

　近づいてみてようやく見える細いポールをレイモンドが摑つかんだ。

　それが合図だったのか、歪わい曲きよくした船体に切れ目が入り、大きなハッチがスライドして開いた。「さあ、乗って」

　レイモンドがボートから降りる。

　光み宣のるが船体に足をつけた。靴の裏から返ってくる感触は、少しクッションが効いていて思った程滑らない。

　水み波なみに手を貸してボートから降ろす。

　光み宣のると水み波なみは、レイモンドに続いてハッチから下に伸びる階段に足を踏み入れた。

　彼らの背後では、クルーがボートを船内に引き入れている。

　二人が階段を下りきるのと同時にハッチが閉まった。

　レイモンドが振り返り、両腕を横に大きく開く。

「ようこそ、ＵＳＮＡ海軍輸送艦『コーラル』へ」

　レイモンドは芝居掛かった口調で、光み宣のると水み波なみにそう告げた。
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　八や雲くもの幻術によって墜落を強いられた達たつ也やは、辛かろうじて両足で着地した。身体からだを起こし、今度は水平に、東に向かって飛ぶ。八や雲くもの幻術圏内から逃れた後に上昇しようと考えたのだ。

　だが再び、飛行の中断を余儀なくされた。彼はわずかに両足を後ろ向きに滑らせて身体からだを止め、棒立ちに見える八や雲くもへ目を向けた。

　達たつ也やの右手が腰に伸びる。彼はホルスターから『トライデント』を抜いて、「銃口」を八や雲くもへ向ける。

　八や雲くもの姿がユラリと揺らぎ、煙のようにかき消えた。

　達たつ也やの両足が舗装された路面を蹴る。

　飛び上がったのではない。

　八や雲くもの姿が消えた一メートル左に、拳を打ち込む体勢で踏み込んだ。

　柔らかな風が達たつ也やに纏まとわり付つく。

　達たつ也やを取り巻く空気が、重油並みに粘性を増した。

　達たつ也やの右手人差し指が、引き金を模したＣＡＤのスイッチを入れる。

　身体からだに纏まとわり付つく空気を吹き飛ばす、のではなく。

　空気に粘性を与えていた魔法を消し去り、身体からだの自由を取り戻す。

　達たつ也やが左手を突き出した。

　拳ではなく、掌てのひらを前にして。

　揃そろえた指を上向きに立てた左ひだり掌てのひらが、誰もいないと見える空間を打つ。

　音が鳴った。

　グローブが布の手甲を打った音ではない。金属の鎚つちと盾が打ち合わされたような甲高い音だ。

　音に吹き払われたかの如ごとく、透明の靄もやが晴れる。達たつ也やの左ひだり掌てのひらを右腕でブロックしている八や雲くもが姿を見せた。

　達たつ也やが後方に跳ぶ。

　彼の残像を、八や雲くもが左手に握る苦く無ないで薙ないだ。

　達たつ也やが右手の『トライデント』をホルスターに戻す。代わりに何処どこからか、ナックルガード付きの戦闘ナイフを抜いて右手に構えた。愛用のＣＡＤを手放したのは、近接戦闘に対応する為ためだ。

　起動式の出力は、スーツ内蔵の完全思考操作型ＣＡＤでも代用できる。使い慣れた拳銃形態のＣＡＤより、彼は刃を手に取ることを選んだ。達たつ也やは、魔法だけでは八や雲くもを倒せないと判断したのだった。

　八や雲くもがニヤリと笑って苦く無ないを投げる。

　達たつ也やはそれを躱かわすのではなく、右手のナイフで打ち落とした。

　達たつ也やは八や雲くもから、ほとんど目を離していない。だがわずかな時間差で投とう擲てきされた後発の苦く無ないへ目の焦点を合わせた直後、八や雲くもは達たつ也やの視界から消えていた。

　達たつ也やが『精霊の眼エレメンタル・サイト』に意識を向ける。

　しかしその途端、達たつ也やの「視界」に九人の八や雲くもが現れる。

　彼らは達たつ也やの周りを、跳び回り駆け回っていることになっている。

　しかし実際に見えるのは、殺風景な高速道路上の風景だけだ。

　時折、達たつ也やが立っている車線を避けるようにして自走車が通り過ぎていく。

「『纏まと衣いの逃げ水』か」

　達たつ也やの唇から呟つぶやきが漏れる。

　彼は左手の中に想子サイオンを集め、その手を握り締めた。

　左手を突き出す。

　放たれた想子サイオン弾だんは九発。

　圧縮された九つの想子サイオン球きゆうが、八や雲くもがいるはずの実体空間座標を貫いた。

　情報次元に「視み」えていた八人の八や雲くもが消え、残る一人が場所を変えて出現する。

　九人目は、達たつ也やの正面にいた。

　姿を見せた八や雲くもが小太刀を振り下ろす。

　達たつ也やはその刀身を、ナイフのブレードで受け止めた。

「やるね」

　刃と刃が交わる先で、八や雲くもがニヤリと唇を吊つり上あげる。

　ヘルメットのバイザーに隠れたままの、達たつ也やの表情は変わらない。

　達たつ也やが左手を伸ばした。

　自分の手首を摑つかもうとする達たつ也やの左手を、八や雲くもは大きく跳び退すさって躱かわす。

「組打ち狙い？　摑つかんでしまえば、僕が何処どこにいるか幻術を使われても分かるって寸法か」

　自分の目もく論ろ見みをはっきりと指摘されても、達たつ也やはバイザーの下で焦あせりを見せなかった。

　達たつ也やは滑るような足あし捌さばきで八や雲くもとの間合いを詰めた。

　八や雲くもの姿が揺らいで消える。

　構わず達たつ也やは右手のナイフを突き出した。

　金属同士が擦れる音。それが先に生じた。

　次に八や雲くもの姿が現れる。八や雲くもは身体からだの横に小太刀を立てて、達たつ也やのナイフを滑らせている。

　伸びてきた達たつ也やの左手を、八や雲くもが小太刀の柄つかから離した右手で振り払う。

　達たつ也やが右手のナックルガードで小太刀の小さな鍔つばを殴った。

　左手一本で支えられていた小太刀が、八や雲くもの手からこぼれ落ちる。

　達たつ也やはナイフを投げ捨てて、右手を八や雲くもの襟に伸ばす。

　八や雲くもは右手を上から下に振り下ろした。

　彼の右手には、小さな玉が握られていた。

　道路に叩たたき付つけられて破裂する煙玉。

　達たつ也やと八や雲くもの間を濃い煙が遮る。

　八や雲くもの姿が煙の中に消える。

　情報次元を「眼め」で「視み」ても、八や雲くものエイドスは見当たらない。

「今のはかなり驚いたよ。君、僕の姿が見えているのかい？」

　その声は、前から発せられているようにも聞こえる。

　後ろから発せられているようにも聞こえる。

　前後左右上下、あらゆる方向から聞こえてくるようでもあり、

　実際には聞こえていない、空耳のようでもあった。

　達たつ也やは素もとより、声の出所から八や雲くもの実体を探そうとはしていない。

　彼の意識は現在を見据えながら、同時に過去へと遡っていた。

　過去から現在を追跡する。

　現在に重ねられた偽りの情報と、過去を積み重ねて得られた現在の情報。

　達たつ也やの突き出した左拳が、八や雲くもの右みぎ掌てのひらで受け止められた。

「見事だ」

　八や雲くもが感嘆を漏らした。

　自走車が達たつ也やと八や雲くもに迫ってくる。運転席で驚きよう愕がくに目を見開いたドライバーの顔が見て取れた。

　達たつ也やと八や雲くもは、左右に跳んで自走車を避けた。

　今までは八や雲くもの幻術が、彼らの戦いを邪魔しないよう自走車を誘導していたのだと、達たつ也やはこの時覚さとった。自分と戦いながら自走車のドライバーも支配していた八や雲くもの余裕を、ようやく突き崩せたと理解する。

　八や雲くもが高架道路の壁を跳び越えた。

　達たつ也やも八や雲くもを追い掛けて、高速道路から飛び降りた。
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　藤ふじ林ばやし長なが正まさを河かわ口ぐち湖こ畔はんに確保した拠点まで連行した黒くろ羽ば貢みつぐは、息子と娘から激しい突き上げを受けていた。

「お父様、理由を仰おつしやってください。何故なぜ達たつ也やさんに援軍を出せないのですか？」

「何度も言っているとおりだよ。達たつ也や君は既に米軍の非合法工作員部隊を撃破し、機動隊の追跡を振り切っている。もう援軍は必要無い」

「ですがまだ、九ここの重え八や雲くも先生の妨害を受けているのでしょう？　必要か不要かに拘かかわらず、助けに行った方が良いいと思いますが」

　達たつ也やの状況を黒くろ羽ば家けは、『千里眼』と『順じゆん風ぷう耳じ』の異能力者を動員することで摑つかんでいた。

『千里眼』は遠隔視、『順じゆん風ぷう耳じ』は遠くの音を聞く異能で、どちらも物理的な信号を知覚する能力でしかない。彼らに八や雲くもの幻術を破る技量は無かったが、時折達たつ也やが八や雲くもの幻術を破ることで、監視の彼らも達たつ也やが誰と戦っているのか認識できていた。

　そして黒くろ羽ば家けが入手した情報は、逐次本家にも伝えられている。現状において関係者の中で、事態の推移を知らないのは、おそらく深み雪ゆきだけだっただろう。

「姉さんの言うとおりですよ！」

　亜あ夜や子この言葉を受けて、文ふみ弥やが強い口調で訴える。

「達たつ也や兄さんにとって今、最大の敵は時間です。勝ち負けより一刻も早く切り抜けることを、達たつ也や兄さんは望んでいるはずです！　僕たちが助けに行くのは、決して無駄ではないと思います！」

「文ふみ弥や。確かにお前の言うとおり、今の達たつ也や君にとって真の敵は時間だ。しかし彼の前に現実の敵として立ち塞がっているのは当代最高の忍術使いとも呼ばれている男だ。数が多ければ良いというものではない。お前が行くことで、かえって達たつ也や君の妨げになるかもしれない」

　文ふみ弥やの抗議を、貢みつぐは一見厳しくもっともらしい理屈で却下しようとしている。口惜くやしそうな文ふみ弥やの表情を窺うかがえば、それは上手うまく行くかに見えた。

「お父様、私わたくしはそうは思いませんわ」

　しかし、亜あ夜や子こを納得させることはできなかった。

「九ここの重え先生は忍術使い。『忍術』が得意とする分野は、精神干渉系の幻覚魔法です。精神干渉系に適性が無い私わたくしならともかく、精神干渉系魔法に高い適性を持つ文ふみ弥やは達たつ也やさんの御力になれるはずです」

「それは、そうかもしれないが……」

　貢みつぐは基本的に親馬鹿だ。息子と娘の能力を、誰よりも高く評価している。

　彼も本音では、文ふみ弥やなら八や雲くもに対抗できると考えていた。だから自分の本心を突かれた格好になる亜あ夜や子この理屈を否定することは、相手が娘であるだけに、貢みつぐにとって難しかった。

「それに我が家には、甲こう賀かの流れを汲くむ『忍術使い』が大勢います。文ふみ弥やだけでは荷が重くても、お父様の部下を貸して頂ければ九ここの重え先生の足止めくらいはできると思いますが」

　これも貢みつぐが腹の底で考えているとおりだ。彼は答えに窮し、

「ダメだ。真ま夜やさんに──本家の御当主に止められている」

　とうとう本当の理由を打ち明ける羽目になった。

「御当主様が!?」

　亜あ夜や子こと文ふみ弥やの声が重なる。

「何故なぜですか!?」

　これも、二人同時の問い掛けだった。

「……理由までは聞かされていない」

　貢みつぐの声から微かすかな不満を感じ取って、文ふみ弥やは父親が本当に理由を知らないのだと覚さとった。

　父としても不本意なのだろう。それが理解できたから、文ふみ弥やはそれ以上の追及ができなかった。

　しかし姉は──亜あ夜や子こは違った。

「そうですか。では直接、御当主様に理由をうかがいます」

「姉さん!?」

　亜あ夜や子この暴挙を、文ふみ弥やは止めようとした。

　しかし貢みつぐは、娘の我が儘を止めなかった。

「そうだな……。亜あ夜や子こになら、御当主も本当のことを話してくださるかもしれない」

「お許し、ありがとうございます、お父様。では、電話を掛けて参りますので」

　そう言って亜あ夜や子こは立ち上がった。

「姉さん、待ってよ！」

　文ふみ弥やも慌てて立ち上がり、その後に続いた。
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　達たつ也やと八や雲くもが高速道路から飛び降りた所は、とある普通科高校のすぐ近くだった。敷しき地ち内には緑も多く、校庭も広い。八や雲くもはそこに達たつ也やを誘導した。

　ただ逃げながらの誘導ではなく、絶妙なタイミングで攻撃を加えながらの逃走だ。達たつ也やはそれを無視できず、夜の高校へと引きずり込まれた。

　校舎の中にも校舎の外にも、敷しき地ち内に人の気配は無い。

　普段であれば、まだ職員が残っていてもおかしくない時間だ。それどころかこの時間なら、生徒が残っていても不思議ではない。

　だがこの高校もやはり、非常事態が完全には解消していないという理由で生徒と職員を早々に帰宅させたのだろう。もしかしたらまだ休校したままか、あるいは夏休みを前にずらすという決定をしたのかもしれない。

　どのような決定がされた結果なのかは分からない。分かっているのは、その結果。この高校の敷しき地ち内が、今は完全に無人だということ。少なくとも達たつ也やには、そう感じられた。

　多分八や雲くもも、同じように感じているのだろう。自分は敷しき地ち内に侵入してそれを感じ取ったが、八や雲くもはもっと遠くからこの事実を把握していたに違いないと、達たつ也やは思った。

　八や雲くもは無関係の人間を巻き込まぬよう配慮している。それは同時に、技と力を加減するつもりは無いということだろう。

　その点は達たつ也やも同じだ。まだ真の意味で真剣勝負をする気にはなれないが、命の遣やり取とりをしない範囲でなら、先程から手加減をしていない。

　いや、八や雲くもを殺すことになっても、自分は後悔しないだろうと達たつ也やは思った。水み波なみの為ために八や雲くもを殺すのは、正直なところ不本意だ。八や雲くもよりも水み波なみが大切だとは、達たつ也やは考えていない。

　しかし自分にも八や雲くもにも引き下がる意志が無い以上、最悪の事態も想定しておかなければならない。

　そして達たつ也やにとっては、その「最悪」よりもここで追跡を諦めることの方が、忌避すべき選択だった。
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「スポンサー様のご意向よ」

　援軍を禁じた理由を亜あ夜や子こから電話で問われた真ま夜やは、事実を誤魔化さずに教えた。

『スポンサー様の、ですか？』

　モニターの中の亜あ夜や子こは、意外感を隠せていない。無理もない、と真ま夜やは思う。四よつ葉ば家けの仕事に、途中でスポンサーが口出しするのは異例のことだ。最近では、去年の冬の『吸血鬼事件』の際に解決を急せかされたくらいか。

　ましてや今回は「仕事」ではない。四よつ葉ば家けの使用人の問題として、スポンサーとは無関係に動いている案件だ。干渉を受けるのは、真ま夜やも予測していなかった。

「ええ。『今夜はこれ以上の手出しを控えてもらいたい』という、表面上は依頼の形で。達たつ也やさんを止めろとまでは言われていないけど、新たに人員を投入するのは躊躇ためらわれるわね」

　四よつ葉ば家けは「スポンサー」に隷属しているわけではない。あくまでもクライアント（依頼人）とコントラクター（請負人）の関係で、それも下請的な依存関係にあるのではなくほとんど対等の立場だ。

　ただ四よつ葉ば家けが優位という力関係でもない。実力（暴力）は四よつ葉ば家けが上でも、権力と財力はスポンサー側が上回っている。「依頼」という形で下手に出られては、真ま夜やとしても拒否できなかった。

『……水み波なみさんをお見捨てになると？』

「スポンサー様のご要望はあくまでも『今夜は』です。水み波なみちゃんを見捨てるつもりはないわ」

『──失礼を申しました。お許しください』

「亜あ夜や子こさんの気持ちも分かるけど、今夜の出動は許可できません」

『かしこまりました』

「文ふみ弥やさんも、良いいですね？」

『はい、御当主様』

　モニターに映っていた文ふみ弥やにも念を押して、真ま夜やは亜あ夜や子ことの通話を終えた。

「それにしても……あの方々は本当に、何を考えておいでなのか……」

　そして背後に控える葉は山やまに、独り言のような口調で話し掛ける。

「やはり、パラサイトを国内から一掃したいとのお気持ちが強いのではないでしょうか」

「国外に逃がすより滅ぼしてしまう方が早いと思うのだけど」

　実のところ、スポンサーの指示に不満を覚えているのは、真ま夜やも亜あ夜や子こに負けず劣らずだった。

「九く島どう光み宣のるの処理に時間が掛かりすぎていると、あの方々はお考えなのかもしれません」

「ならばそう仰おつしやれば良いのに」

　真ま夜やの漏らした少女のような不満に、葉は山やまは礼儀正しく沈黙を守った。
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　開戦の合図は風に舞い散る木の葉だった。

　ケヤキ。コナラ。ヤマザクラ。校庭の隅に植樹された木々の葉が、真夏にも拘かかわらず、まだ青々として赤みを帯びている部分も無いのに、枝から千切り落とされたように落ちてくる。

　不自然な落葉と、不自然な風。

　渦巻き迫る青葉の群れを前に、達たつ也やは大きく横に跳躍した。

　躱かわしきれなかった葉が、達たつ也やの腕を掠かすめて一筋の線を刻む。

　表面を薄く、ではあるが、防刃・防弾効果を持つ『フリードスーツ』を木の葉が切り裂いたのだ。

「葉は」と「刃は」。言こと霊だまを利用した「類感呪術」の応用だろう。

　通り過ぎた木の葉の群れが、大きくカーブして再び達たつ也やに襲い掛かる。

　達たつ也やの身体からだを、眩まばゆい想子サイオン光こうが覆う。

　接触型『術式解体グラム・デモリツシヨン』。

　かつて達たつ也やが苦戦した、十と三み束つか鋼はがねの得意技だ。達たつ也やは想子サイオン操作の技術で、十と三み束つかの体質的な特殊技能と同じ効果を持つ技を編み出していた。

　想子サイオンの装甲に触れた風が勢いを失い、木の葉が刃の性質を失って地に落ちる。

（『木もく遁とん術』──『木の葉隠れ』のバリエーションか？）

　達たつ也やは想子サイオンの鎧よろいを解除して、八や雲くもの気配を探った。

『精霊の眼エレメンタル・サイト』は使わない。先程の戦闘でも明らかなように、八や雲くもは『精霊の眼エレメンタル・サイト』を欺く術すべを持っている。頼りすぎるのは危険だ。かえって八や雲くもの術中に陥る恐れがある。

　達たつ也やの感覚が八や雲くもの所在ではなく、魔法発動の気配を捉える。

　場所は足下。

　達たつ也やはその場から大きく跳とび退のいた。

　彼の身体からだが空中にある内に、地に散った木の葉が一斉に燃え上がる。

　まだ青々としていたにも拘かかわらず、乾き切った枯れ葉に火を付けたような勢いだ。

（五行相生に則のつとった『火か遁とん術』か）

　五行相生、木生火。この「木が火を生む」という言葉を現実に対して強制的に適用することで、水気を含んだ青葉を枯れ葉の如ごとく燃焼させた。これも言こと霊だまの魔法と呼べるかもしれない。

　木の葉が燃え尽きても、火は消えない。可燃物を伴わない、物理的にはあり得ない魔法の火が達たつ也やを追い掛ける。

　これは現実の炎ではない。

　これは炎の幻影だ。

　しかしこの炎に触れたなら皮膚が焦げ肉が焼けるとも、達たつ也やには分かっていた。

　達たつ也やは圧縮した想子サイオンの砲弾を幻影の炎にぶつけた。

『術式解体グラム・デモリツシヨン』。実体を持たない情報に他ならない幻影は、想子サイオンの暴風に吹き消された。

『術式解散グラム・デイスパージヨン』を使わなかったのは、魔法式を読み取るプロセスに罠わなが仕掛けてあるかもしれないと警戒したからだ。

　それが疑心暗鬼でないとは言えない。警戒させることで達たつ也やの得意技を封じるのが八や雲くもの目的ならば、達たつ也やはまんまとその術中にはまっていることになる。

　もっとも、達たつ也やもやられてばかりではなかった。

（五行相生ならば、次は「土」。『土ど遁とん術』か）

　炎を消した達たつ也やは着地する直前の空中で片足を高々と挙げ、着地すると同時に地面を激しく踏みつけた。

　靴の裏から拡ひろがった想子サイオン波はが、地面を震わせる。

　舞い落ちた木の葉の灰から「土」へ、接触による「感染」を始めていた魔法式が想子サイオン波はの衝撃で砕け散った。

『「五ご遁とん連れん鎖さの術」を良く見破ったね』

　出所の分からない八や雲くもの声が、校庭に木霊こだまする。

『五ご遁とん連れん鎖さの術』という名称は初耳だったが、達たつ也やはそれに意識を奪われなかった。

　おそらくは五行相生の原理を利用して木もく遁とん、火か遁とん、土ど遁とん、金きん遁とん、水すい遁とんとつなげていく魔法なのだろう。達たつ也やは土ど遁とん術を予測した時点で、この答えを予想していた。

　だが彼はこの短い思考にも精神のリソースを割かず、意識を八や雲くもの所在に集中した。

『だけどまだ、終わりじゃないよ』

　八や雲くもの言葉は、ハッタリに聞こえなかった。

　達たつ也やは直感に導かれて、目を上に向けた。

　無数の針が落ちてくる。

　どういう原理か尖とがった先を下にしてかなりの勢いで真まっ直すぐに落ちてくる長い針の群れを、達たつ也やは全力のダッシュで避けた。

　土の校庭に長さ三十センチ前後の針が次々と突き立つ。その長さ、太さは全て同じだ。最初から投とう擲てき武器として、同じ規格で作られた物に違いない。

　達たつ也やはフラッシュ・キャストで断続的に自己加速魔法を発動しながら、頭上から襲い来る長く太く鋭い針を全て躱かわした。

　しかし達たつ也やには、一ひと息いき吐つく間も無かった。地に刺さった針は、まだ生きている。全ての針に魔法発動の兆候がある。

（放出系魔法？）

　それが電撃の魔法だと、達たつ也やは「眼め」を使うまでもなく直感的に覚さとった。

（そう言えば『忍術使い』と『陰おん陽みよう師じ』は別物だったな！）

　五行思想では一般的に、雷は木行に属する。金ごん行ぎようと木行は金克木の関係であり、通俗的な五行思想からは、金属の針が電撃を発するという現象が導かれない。達たつ也やの悪態はこういう背景に基づくものだが、彼は埒らちも無い雑言とは別に、実のある対処も始めていた。

　スーツ内蔵のＣＡＤを思考で操作して、達たつ也やは起動式を出力する。

　魔法式の構築に要した時間は、一瞬だった。

　魔法を無効化する情報体分解魔法『術式解散グラム・デイスパージヨン』ではなく、物質を固体も液体も微み塵じんに砕く分解魔法『雲散霧消ミスト・デイスパージヨン』。

　同一の形状を持つ複数の物体は、一つの集合体として一度の分解魔法の対象になる。これは達たつ也やの分解魔法の、極めて優れた特徴だ。

　空から降ってきた針は全て同じ長さ、同じ太さ、同じ針先の仕上がり。一つの集合体と認識する条件に当てはまる。

　針に仕込まれた魔法の発動に一歩先んじて、達たつ也やの『雲散霧消ミスト・デイスパージヨン』が地に突き立った針に作用した。

　針の林が、一瞬で形を失い消失する。

　それに伴い、針が宿していた魔法も強制的に終了した。

　魔法を実行すべく用意された事象干渉力が行き場を失う。

　ほとんどの事象干渉力はその場で霧散したが、ほんの一部が術者へと逆流した。

　事象干渉力の正体を観測する前の達たつ也やならば、見落としていただろう。

　魔法が五感の及ばない遠隔地から放たれたものだったならば、霊子プシオンを観測することができない達たつ也やにはどうしようもなかっただろう。

　だが今回は、視覚の及ぶ範囲内。達たつ也やの視界の中で、霊子プシオンの流れは一点に集束していく。

　達たつ也やは、いや、達たつ也やでなくても魔法師ならば、霊子プシオン情報体を情報体として認識できなくても、霊子プシオンの流れを漠然と感じ取ることができる。

　術者、八や雲くもの許もとへ戻っていく霊子プシオンが流れ着く先を、達たつ也やは確しかと見極めた。

　距離は、およそ二十五メートル。

『術式解体グラム・デモリツシヨン』の射程範囲内だ。

　達たつ也やは一瞬よりも短い時間で想子サイオンを圧縮し、

　突き出した右みぎ掌てのひらから撃ち出した。

　眩まばゆく輝く想子サイオンの奔流が、校庭の端にそびえる一ひと際きわ立派なケヤキの幹を直撃する。

　幹の側面に波紋が生じる。

　濁った水の中から浮かび上がるように、波紋の中から八や雲くもが姿を現した。

　横を向いていた八や雲くもが、達たつ也やに正面を見せる。

　声が届く距離ではない。だが達たつ也やの肉眼は、八や雲くもの唇が「見付かっちゃったか」と動いたのを認めた。

　それは隠れんぼで鬼に見付かった子供よりも緊張感が無い呟つぶやきに見えた。

　それに対して、達たつ也やは何も言わず、

　八や雲くも目掛けて突進した。





◇　◇　◇






　ＵＳＮＡ海軍全水没型高速輸送艦『コーラル』。その内部では、光み宣のるたちの案内人がレイモンド一人というわけにはいかなかったようだ。

　光み宣のると水み波なみはレイモンドに先導され、二人の兵士と一人の女性士官に背後から監視されながら、広い通路を船尾方向へと歩いている。女性士官はスターズの一等星級隊員でパラサイトのゾーイ・スピカ中尉だった。

『コーラル』の艦内は狭苦しい潜水艦のイメージに反して広々としていた。もしかしたら豪華客船よりも内部空間に余裕を持たせた設計になっているかもしれない。

「ここが光み宣のるの部屋で、彼女の部屋はその隣ね。鍵は中からなら掛かるようになっているけど、外からの施せ錠じようには対応していない。申し訳ないけど」

「贅ぜい沢たくを言うつもりは無いよ。個室をもらえるだけありがたいと思っている」

　少しも申し訳なさそうに見えないレイモンドに、光み宣のるはわざとらしく声に感謝の気持ちを込めて答えた。

「本当は一つの部屋の方が良かったのかもしれないけど」

「そんなことはないよ」

　レイモンドの冷やかしに、水み波なみは仮面のように表情を動かさず、光み宣のるは素っ気ない答えを返す。

　それを照れ隠しと取ったのか、

「あっ、でも、外から鍵が掛からないということは、外から鍵を開けられないということでもあるから。鍵を掛けておけば、中で何をしていても分からないよ」

　レイモンドはニヤニヤと笑いながら付け加えた。

「あり得ないな。監視カメラも無いなんて」

　光み宣のるの声の、温度が下がる。ムッとしている心情を、光み宣のるは敢あえて隠さなかった。

　光み宣のると水み波なみは部外者だ。軍の艦艇内で、監視されないなどということはあり得ない。外から鍵が開けられないというのも噓うそに違いないと光み宣のるは考えている。米軍がそこまでお人ひと好よしとは、到底思えなかった。

「いやいや、本当に。君たちは捕虜じゃなくて、お客様だからね。のぞき見なんて失礼な真似まねはしないよ」

　光み宣のるはレイモンドの戯ざれ言ごとをスルーしようとして、その言葉尻を利用しようと考えを変えた。「僕たちを客ゲスト扱いしてくれるのなら、せめて目的地だけでも教えてくれないか」

　光み宣のるはまだこの船の──自分と水み波なみの行き先を、レイモンドの口からは聞いていなかった。

「良いいよ、もちろん」

　レイモンドは当然とばかりに頷うなずいた。

　スピカ中尉も、二人の兵士も、レイモンドを制止しない。捕虜扱いしないというのは、少なくとも表面上は噓うそではないようだと、光み宣のるは思った。

　そんな彼の猜さい疑ぎ心しんには気付いていない顔で、

「この船の行き先は、パールアンドハーミーズ環礁の海軍基地だ」

　レイモンドは光み宣のるに向かって、あっさりとそう告げた。





◇　◇　◇






　達たつ也やが八や雲くもの懐ふところに踏み込む。左フックはフェイント。右ボディアッパーを、八や雲くもは左肘で受けた。

　達たつ也やは右拳を開きながら滑らせて、八や雲くもの右手を取りに行く。グローブ越しではあるが、八や雲くもの腕に接触している感触は確かにある。八や雲くもは間違いなく、達たつ也やの前にいる。

　それなのに、

　達たつ也やは背中に、強い衝撃を受けた。

　前のめりに体勢を崩した達たつ也やの頭部を、八や雲くもの右手が狙う。後ろから回り込んでくるような打撃は、ヘルメットの中から見る視界の死角から飛び込んでくる。達たつ也やは半分以上直感で右斜め前に頭を振った。

　完全には躱かわしきれず、八や雲くもの開いた右手がヘルメットを掠かすめる。

　達たつ也やは衝撃に逆らわず頭を振った方向に転がり、立ち上がりざまヘルメットを投げ捨てた。今の打撃は、ヘルメットを貫通する威力があった。いや、威力がヘルメットを貫通していた。

　今の八や雲くもの打撃は、鎧よろいや兜かぶとでも防げない。装甲を貫通する衝撃に、ヘルメットは視界を遮る邪魔者でしかない。自らヘルメットを脱いだのは、それを瞬時に理解したからだ。

　頭部をむき出しにした達たつ也やは、直前のスピードを上回る勢いで八や雲くもの間合いに踏み込んだ。彼が伸ばした左ジャブは、八や雲くもの顔をすり抜けてしまう。

　紙一重で躱かわされたのではない。

　幻影だ。

　達たつ也やは左ジャブを伸ばしきる直前で止め、掌てのひらを開いて下に向けた。

　そのまま左手を下に振る。

　左手が八や雲くもの作さ務む衣えに触れる。幻影が解け、八や雲くもの実体が現れる。

　達たつ也やは八や雲くもの逆襟、作さ務む衣えの鎖骨の辺りを摑つかんでいた。

　達たつ也やは左手の指先に分解魔法を発動しようとした。八や雲くもの身体からだの、自分の左手で触れている部分に『分解』で穴を穿うがってダメージを与えようとしたのだ。

　だが彼が魔法を発動するより先に、横殴りの衝撃が達たつ也やの右顔面を襲った。

　思わず達たつ也やは左手を放し、八や雲くもから距離を取る。

　同時に八や雲くもも、背後のヤマザクラを背にする位置まで後退した。

「危ない危ない。これは迂う闊かつに近づけないね」

　八や雲くもが余裕を失った口調で呟つぶやく。今の攻撃はそれなりに八や雲くもを追い詰めていたようだ。

　しかし達たつ也やの方には、声を出す余裕も無かった。

（今の衝撃は何だ？）

　達たつ也やは、自分にダメージを与えた攻撃を認識できなかった。

（左手を使った打撃ではない。九ここの重え八や雲くもの左手は見えていた）

（右手では、あの体勢からあの角度の攻撃は繰り出せない）

（足でもない。左足は見えていた。右足からでは、右手以上にあの角度は出せない）

「……『ダイレクト・ペイン』か？」

　達たつ也やは、たどり着いた推測を思わず口に出していた。

　精神干渉系魔法『ダイレクト・ペイン』。肉体を経由せず、精神に直接痛みを与える魔法。（文ふみ弥や以外にも、使える者がいたのか？）

『ダイレクト・ペイン』は彼の再は従と弟こである黒くろ羽ば文ふみ弥やが得意とする魔法で、達たつ也やは文ふみ弥や以外の使用例を知らなかった。達たつ也やはこの魔法を、文ふみ弥やにしか使えない、先天的な異能の一種だと考えていた。だがそれは……、

（……俺の思い違いだったのか？）

「ちょっと違うなぁ。『ダイレクト・ペイン』ではないよ」

　彼の迷いを見透かしたかのようなタイミングで、八や雲くもが達たつ也やに声を掛ける。

「今の術は名を『欺ぎ身しん暗あん気き』という。歴れつきとした忍術だ。まあ、忍術の中でも奥おう義ぎに数えられるものの一つだけどね」

「『欺ぎ身しん暗あん気き』……」

「奥おう義ぎといっても、仕組みは簡単だ。相手に『攻撃を受けた』という幻覚を与える、幻術の一種。ほら、催眠術なんかで有名だろう？　焼けた鉄の棒を押し当てたという暗示を与えられた被験者の皮膚に、火ぶくれができるという現象。『欺ぎ身しん暗あん気き』はそれを、催眠導入の手続きを経ずに、また言葉によらず闘気を打ち込むだけで行う技。『ダイレクト・ペイン』と違って、痛みを覚えているのはあくまでも肉体だ。だがこの痛みは、幻術を破らない限り消せないよ」

　そのセリフの末尾と共に、達たつ也やの腹を衝撃が襲う。息が詰まり、彼は思わず半歩、後退あとずさった。

　八や雲くもの長ちよう広こう舌ぜつは、蘊うん蓄ちくを披露して悦に入る為ためのものではなかった。『欺ぎ身しん暗あん気き』という術の存在を強く印象づけることで、その効果を高める為ためのものだった。

　達たつ也やは苦し紛れに『分解』を放った。だがその魔法は、ヤマザクラの枝の上で虚むなしく破綻する結果に終わる。

『変わり身』の術だ。

　八や雲くも程の高位忍術使いが『変わり身』を使えないはずはない。並の『変わり身』と違って、八や雲くもの術はエイドスの分身を枝の上に残してあった。達たつ也やの魔法は、そのダミーに作用したのである。実体の無い構造情報を分解しても、それが物体に反映されることはない。

　達たつ也やは自分の焦あせりを自覚して舌打ちを漏らす。

　そしてすぐ、八や雲くもの反撃に備えた。

　予測した攻撃は『欺ぎ身しん暗あん気き』。

　達たつ也やは自分自身に『精霊の眼エレメンタル・サイト』を向けた。

　幻覚によって痛みを与えているなら、幻術が自分の肉体に掛けられているはずだと考えたからだ。

　情報次元には、そもそも固定された視点が無い。鏡が無くても自分自身を「視み」ることができる。

　達たつ也やは情報次元における自分の身体からだに、足下から這はい上あがった二匹の大蛇が螺ら旋せん状じように絡からみついているのを「視み」た。大蛇は、魔法式の連なりだ。八や雲くもは一つの幻術を行使するのに、二グループに分かれた何十という魔法式を構築していた。

　達たつ也やは身体からだの周りに、想子サイオンの鎧よろいを展開した。

　接触型『術式解体グラム・デモリツシヨン』。

　だが魔法式の大蛇は、砕け散らなかった。

　吹き飛びもしなかった。

　ただ想子サイオンの鎧よろいの周りに絡からみついているだけだ。そして幻覚をもたらす効果が、鎧よろいを構成する想子サイオンの中に浸透している。

　達たつ也やは接触型『術式解体グラム・デモリツシヨン』を解除し、『術式解散グラム・デイスパージヨン』を発動する。

　今度こそ、幻覚の魔法式が霧散した。

　達たつ也やは『変わり身』に騙だまされないよう、八や雲くものエイドスを「眼め」で探した。

　発見した八や雲くもの情報体は九つ。一つが本体で、八つは分身だろう。『九ここの重え』の苗みよう字じと九く重じゆう分身。象徴的な符合だ。

　達たつ也やは分身を消し去る情報体分解の魔法を放つのではなく、九つの情報体へ同時に『分解』を放とうとした。彼の同時照準可能数は今や三十二まで増加している。分身を消して本体に狙いを定めるという二ステップの手順を踏むより実体と分身の全てを同時に狙う方が、タイムラグが発生せずに確実だ。

　しかし達たつ也やが九つの情報体を特定した直後、再び幻術の大蛇が襲い掛かってきた。

　八や雲くもは老練な戦闘魔法師だ。達たつ也やから攻撃されるのを黙って待っているような、のろまではない。

　達たつ也やが『術式解散グラム・デイスパージヨン』で幻術を無効化する。

　そして再び、八や雲くものエイドスを分身ごと把握する。

　達たつ也やが魔法の照準を定めようとする直前、またしても幻術が襲ってくる。

　この攻防が何度も繰り返された。

　おそらく、達たつ也やの魔法発動速度と八や雲くもの魔法発動速度が全く同じなのだ。

　だから、一旦先手を取った八や雲くもに、達たつ也やの魔法構築が追い付かない。

　八や雲くもが攻撃できない代わりに、達たつ也やも攻撃できない。

　このままでは千日手。

　ただ時間だけが過ぎていく。

　そして無為な時間経過は、この戦闘において八や雲くもの勝利、達たつ也やの敗北を意味する。

　幻術が襲い掛かり、幻術を消す。

　幻術を消すのに『術式解散グラム・デイスパージヨン』を発動する手間を取られている限り、達たつ也やの方から攻撃する時間は取れない。

　幻術を破る為ためには、攻撃を諦めなければならない。

（……何故なぜ、幻術を破る必要がある？）

　達たつ也やは意識の、魔法を行使する意志とは別の部分で、ふとそう思った。

（幻術を破らなければ『欺ぎ身しん暗あん気き』を受けてしまうからだ）

（肉体に痛みを負ってしまうからだ）

　そして、彼の思考主体が反転する。

（何故なぜ、痛みを負ってはならない？）

（痛みがあっても、実際の運動機能に損傷を受けるわけではない）

（ただ、痛いだけだ）

（感じるだけの痛みなど、俺は慣れているではないか）

　達たつ也やの『再成』は、遡そ及きゆうする過程で対象が取得した情報を一瞬に凝縮して認識する。傷を治す場合は、傷を負ってから『再成』時点までに蓄積された痛みを一瞬に凝縮して追体験する。

　致命傷の激痛を、その何十倍、何百倍もの激しさで、自分自身のものとして体験してきた。

　何百人もの痛みを、何十倍にも何百倍にも増幅して体験してきた。

（痛みは、無視すればいい）

　達たつ也やは、そう思った。




　決心してみれば、簡単なことだった。




　胸を貫かれた激痛が達たつ也やを襲う。

　達たつ也やは構わず、『分解』を二重発動した。

　八や雲くもの本体と分身体、九つの情報体の右肩付け根を覆う情報強化を分解する。

　本人と分身の、その部分だけが無防備となった。

　タイムラグゼロで、肉体組織を分解する。

　皮膚を分解し、

　筋肉を分解し、

　血管と神経、その他直線上にある全ての組織を分解し、

　右肩付け根に、細い穴を穿うがつ。

　八や雲くもの気配が揺らいだ。

　情報次元で分身が消え、本体が残った。

　同時に、八や雲くもの姿が肉眼の視界に現れた。

　片膝を突く八や雲くもの前に、達たつ也やは瞬時に移動した。

　そして『分解』を待機させた手刀を、八や雲くもの喉に突き付ける。

「──師匠。決着がつきました」

「──認めるよ。僕の負けだ」

　達たつ也やの瞳から殺気が消えている。

「いえ、俺の負けです。──水み波なみは日本を離れました」

　八や雲くもを無力化した直後、彼は「眼め」の焦点を水み波なみに合わせ直した。そして彼女が、既に日本の領海外に出てしまったことを知った。

　公海の船上では、船籍国の主権が適用される。民間船舶では無視されがちな原則だが、軍用艦艇では容易たやすく国家間紛争の火種になる。

　安易な手出しは、不可能となった。

「そうか」

　八や雲くもは、笑わなかった。いつもの内心が読めない曖昧な笑みすら浮かべず、その代わりに一仕事を終えたという疲労感を漂わせている。

「師匠」

　達たつ也やはそう言って、八や雲くもの右肩に手を伸ばした。

　一瞬で、八や雲くもの身体からだを穿うがっていた穴が消える。

「済まないね」

　八や雲くもが苦笑いを浮かべる。

　二人の間に、いつもの空気が戻っていた。

「理由をうかがっても良いですか」

「君の邪魔をした理由かい？」

　八や雲くもの反問に、達たつ也やは無言で頷うなずきを返す。

「良いいよ」

　八や雲くもは地面に座ったまま、あっさり頷うなずいた。

　しかし、すぐには話し始めなかった。「そうだねぇ……」と呟つぶやきながら、説明の段取りを考えている様子だった。

「この国には、魔がもたらす穢けがれを極端に嫌う人たちがいる」

「存じております」

　頷うなずいた達たつ也やに、

「いや、君が知らない組織のことだ」

　八や雲くもは苦笑いを浮かべたまま頭かぶりを振った。

「その組織に所属する人たちは、政府の如何いかなる役職にも就いていない。公的な地位は何も無い。しかし、この国で二番目くらいに権力を持っている人たちだ」

「国家の黒幕ということですか」

「まあ、その認識で合っている。僕は今回、その人たちからの依頼で動いていたんだ。妖魔を、パラサイトをこの国からさっさと追い出せ、という依頼をね」

「……だから光み宣のるの逃亡を手助けしたんですか？」

「その人たちは妖魔を封印しても、余り良いい顔をしないんだよ。封印はいつか破られてしまうものと、思い知っているんだろうね。滅ぼせなければ追い払ってしまいたいと考える人たちなんだ」

「師匠はその連中に、逆らえないんですね」

　達たつ也やが辛しん辣らつな口調で指摘する。

　八や雲くもは似たような口調で達たつ也やに応えた。

「東とう道どう青あお波ば閣下も、その人たちの仲間だよ」

　達たつ也やの顔から表情が消える。

　八や雲くもの顔からも表情が消える。

　二人の間に、居心地が悪い沈黙が居座った。

　沈黙を破ったのは、達たつ也やだった。

「師匠は常々、自分は世捨て人だと仰おつしやっていましたが……」

　達たつ也やが何を言いたいのか、この段階で分かったのだろう。

　八や雲くもはこの夜で一番、苦い笑みを浮かべた。

「結構なしがらみに囚とらわれているんですね」

「まったくだ。浮世は本当にままならない」

　他人ひと事ごとのように呟つぶやく八や雲くも。

　達たつ也やはそれ以上何も言わず、今も土の上に胡座あぐらをかいたままの八や雲くもに、背を向けて歩き出した。
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　高速道路に放置した電動二輪『ウイングレス』を回収し──幸い、警察に持って行かれてはいなかった──、それに跨またがって達たつ也やが調ちよう布ふのマンションに帰り着いたのは、午後九時を回った後だった。

「お帰りなさいませ、お兄様」

「ただいま」

　玄関まで迎えに出てきた深み雪ゆきと目を合わせるのが、達たつ也やは気まずかった。今日、光み宣のるの隠れ家に突入したことを、深み雪ゆきには事前に話していない。水み波なみの救出がますます困難になったことをどう説明すれば良いのか、達たつ也やはバイクを運転しながらずっと考えていた。

　しかし、まだ結論は出ていない。

　とうとう結論は出せなかった。

「お兄様、今日のことは葉は山やまさんからうかがっております」

　達たつ也やに助け船を出したのは、他ならぬ深み雪ゆき自身だった。

　黒くろ羽ば貢みつぐがあのタイミングで出て来たのだから、本家は当然、達たつ也やの動向を摑つかんでいただろう。それを深み雪ゆきに隠しておく理由も無い。言われてみれば、予測していて然しかるべきことだった。

「そうか……。状況は、ますます厳しくなった」

「先生まで妨害する側に回ったのですから、仕方がありません。お兄様が無事お戻りになっただけで深み雪ゆきは十分です」

「そうか……心配を掛けたな」

「いえ……」

　深み雪ゆきが声を詰まらせる。

　達たつ也やは本当に心配を掛けていたのだと、その姿を見て覚さとった。

　彼は深み雪ゆきの肩を優しく抱いて、リビングへと誘った。




　隣り合わせに座ってしばらく達たつ也やの肩に顔を埋めていた深み雪ゆきは、ようやく気分が落ち着いたのか、達たつ也やからそっと身体からだを離して立ち上がった。

　深み雪ゆきは瞼まぶたが少し赤くなっていたが、達たつ也やはそれを指摘したりはしなかった。

「コーヒーをご用意しますね。それとも、紅茶の方がよろしいですか？」

「そうだな……。今は、紅茶をお願いしようか」

「かしこまりました。ホットでよろしいのですよね？」

「ああ。それで頼む」

　深み雪ゆきがリビングからキッチンに向かう。

　彼女と入れ替わるように、リーナがリビングに顔を見せた。

「ようやく帰ってきたわね、タツヤ」

「リーナ。深み雪ゆきについていてくれたのか」

「まあね。タツヤも大変だったみたいだけど、こっちも大騒ぎだったんだから」

「……何かあったのか？」

　達たつ也やが眉を顰ひそめてリーナに問う。

「あったわよ。大事件が。ミユキが戻ってきたら話してあげる。多分ミユキは、自分の口から伝えたいだろうから」

「そうか」

　達たつ也やはそれ以上、質問を重ねなかった。

　リーナも、口を閉ざした。彼女は沈黙が居心地悪そうだったが、「深み雪ゆきが戻ってきたら」というのは自分から言い出したことだ。すぐに前言を翻ひるがえすつもりは無いようだった。

　深み雪ゆきがリビングに戻ってくる。

「リーナ。起きたのなら言ってくれないと。貴女あなたの分、用意していないわよ」

　起きた、という深み雪ゆきの言葉に、達たつ也やがリーナへ目を向ける。

　リーナはさっと目を逸そらした。

　そう言えば彼女は髪を下ろしていて、その金色の髪には微妙に寝癖がついていた。

　どうやらリーナは仮眠中だったらしい。起こしてしまったか、と訊たずねるのはリーナが嫌がると思ったので、達たつ也やはそこに触れなかった。

「ワタシはジュースで良いいわ」

　リーナは達たつ也やから顔を背けたまま、殊更平然とした声で応えた。そして自分でリモコンを操作して、ホームオートメーションにオレンジジュースを注文する。

　深み雪ゆきがソーサーに載った紅茶のカップを優雅な仕草で達たつ也やの前に置き、自分の分もローテーブルに置いて達たつ也やの正面、リーナの隣に座ったすぐ後に、ホームオートメーションの非ヒューマノイド型ロボットがジュースのグラスを運んできた。

　全員の前に飲み物が揃そろい、改めてお互いに顔を向き合わせる。

「ミユキ。ホノカとミヅキの件を、タツヤに話したら」

「ほのかと美み月づきに何かあったのか？」

　達たつ也やが真剣な眼まな差ざしを深み雪ゆきに向けた。

　深み雪ゆきは、目を逸そらさない。彼女は最初から、今日の事件を達たつ也やに話しておくつもりだった。

「ええ、実は……」

　そう前置きして、深み雪ゆきは達たつ也やに、ほのかが誘拐された件と美み月づきが誘拐されそうになった件の顚てん末まつを話した。

「ほのかにはエリカが付き添っています。まだ薬の影響が残っているようですけど、兵ひよう庫ごさんに手配してもらったお医者様の診断でも、後遺症は残らないだろうとのことです」

「そうか……。まずは一安心と言うか、不幸中の幸いだったな」

「ええ、本当に。エリカの直感が無かったら、美み月づきも危ないところでした」

「そうだな。エリカには俺からも礼を言っておこう」

「ピクシーもね。アレがいなかったら、ホノカが攫さらわれた先は分からなかったわ」

「ああ。ピクシーも労ねぎらっておく」

　深み雪ゆきと、最後に口を挿はさんだリーナに達たつ也やは頷うなずきを返した。

　そして達たつ也やは、虚こ空くうに視線を固定する。

「……お兄様？」

「んっ？　ああ、すまない」

「何をお考えだったのですか？」

　深み雪ゆきと、彼女に便乗したリーナが、視線で達たつ也やに答えを迫る。

「いや……こんなことを考えるのは自意識過剰かもしれないが」

　深み雪ゆきもリーナも、達たつ也やから視線を離さない。

　達たつ也やは観念したように、答えを続けた。

「ほのかも美み月づきも、俺の友人というだけで敵対軍事勢力の標的になってしまった。彼女たちが危ない目に遭ったのは自分の所為せいだ、と自虐するつもりはない。薄情かもしれないが、悪いのは非合法工作員とそれを操ったＵＳＮＡ政府だ」

「薄情などではありません！　お兄様の仰おつしやったことは紛れもない事実です」

「そうよ！　ミユキの言うとおり、悪いのはイリーガルＭＡＰとペンタゴンだわ！」

　二人の剣幕に達たつ也やは面食らった。深み雪ゆきが自分の弁護をするのは達たつ也やも予想していたが、リーナもそれに加わるとは思わなかったのだ。

「ＵＳＮＡの責任を肩代わりするつもりは無いが……全く知らん顔もできないと思ってな」

「それは、ホノカとミヅキの身の安全に、タツヤが責任を感じているということ？」

「今後、同じことが起こらないとは限らない」

「具体的に……何か方策を考えていらっしゃるのですか？」

　深み雪ゆきの質問に、達たつ也やは珍しい程の躊躇ためらいを見せた。

　しかし、いつまでも答えを渋っているわけには行かないと覚悟を決めたのだろう。

　達たつ也やは自分をじっと見詰め続ける深み雪ゆきの瞳に向かって、答えを告げた。

「……いずれ、ほのかと美み月づきは四よつ葉ば家けで……、いや、俺の手て許もとで保護するべきではないかと考えている。無論、本人が望めばだが」

　そしてすぐに、それでは答えとして不十分だと考えた。

「ほのかと美み月づきだけではないな。雫しずくは北きた山やま家けの力があるから心配要らないとして……。エリカも、レオも、幹みき比ひ古こも、必要ならば庇ひ護ご下かに収めることを検討すべきではないか……。そんなことを考えていた」

「よろしいのではないかと、存じます」

　深み雪ゆきは達たつ也やの言葉に、反対しなかった。仮に保護の対象がほのかと美み月づきとエリカだけだったら、抵抗を覚えたかもしれない。それは所謂いわゆる「ハーレム」宣言とも解釈できるからだ。だがレオと幹みき比ひ古この名前が加わったことで、その疑いが払ふつ拭しよくされたのだった。

「そうそうたるメンバーね。王国が創れるんじゃない？」

　リーナがあながち冗談とも思えない口調で感想を述べる。

　達たつ也やは苦笑を漏らしたが、深み雪ゆきはそれに同調しなかった。





◇　◇　◇






　日本時間七月十六日未明、現地時間七月十五日早朝。

　光み宣のると水み波なみを乗せた全水没型輸送艦『コーラル』は、北西ハワイ諸島のＵＳＮＡ海軍パールアンドハーミーズ基地に到着した。





〔奪還編へ　続く〕









　あとがき




　新元号「令和」初の『魔ま法ほう科か高こう校こうの劣れつ等とう生せい』シリーズをお届けしました。第二十九巻『追跡編〈下〉』、如何いかがでしたでしょうか。お楽しみ頂けたのなら幸いですが。




　達たつ也やと八や雲くもが敵対するという構図はシリーズの割と初期から念頭にありましたが、具体的に師弟対決を考え始めたのは第十三巻『スティープルチェース編』の頃からです。第十三巻の発売が二〇一四年四月ですから、作者的には丸五年を掛けてたどり着いた決着になります。

　プロット案の中には達たつ也やが八や雲くもを殺してしまう、本当の真剣勝負もあったのですが、決定稿はお読み頂いたとおりの展開と結末になりました。この二人の間に殺し合う程の強い感情や因縁が生まれるのは作者として納得できませんでしたので、多少の物足りなさは感じつつも、どちらも大きな傷を残すことなく術比べで決着させるこの巻の流れが最良だったと思っています。




　冒頭にも触れたとおり、先月今きん上じよう陛下が即位され元号が「令和」となりました。この元号というのが創作上、結構な曲くせ者ものでして……。架空の近現代、近未来の日本を舞台にする際、元号の扱いをどうするかについて悩んでいるのは、私だけではないと思います。

　ですから最終候補に残って採用されなかった元号候補が報道されるのは、不謹慎だと思いつつもありがたかったりします。もっとも三文文士のこの身にとっては、その報道が本当に守秘義務違反の産物なのかどうかは、正直どうでもいいことですが。

　架空元号の有名どころでは「昭和」に対する「照和」、「大正」に対する「太正」、「明治」に対する「明冶」がありますね。「昭和」を「神化」に置き換えている作品もありました。なお架空元号の読み方は、はっきり覚えていません。

　私がこれから書こうとしている作品には「昭和」の代わりに「元げん化か」、「平成」の代わりに「修しゆう文ぶん」を使うつもりでいます。これだって真偽不明の最終候補ですから、守秘義務云うん々ぬんを言える立場ではありませんね。

　さて「令和」の代わりは何を使いましょうか……。やはり「栄弘」でしょうか。いっそのこと、魔法科シリーズのように西暦統一が楽かもしれません。とは言っても、魔法科シリーズの世界で元号が廃止になっているわけではないんですよ。八十年分の元号の変遷まで考えられなかっただけです。




　今回、達たつ也やからハーレム宣言と誤解されかねない発言が飛び出しましたが、達たつ也やに浮うわ気きさせる予定はありません。重婚も予定していません。……そろそろ、そういう話を書いてみたいという気持ちはありますが、少なくともこのシリーズの、このキャラクターではそういう展開にはなりません。そこのところは方針変更しませんので、ご安心ください。




　次の第三十巻は前回申し上げたとおり『奪還編』です。上下巻になるかどうかは、まだ決まっていません。『奪還編』では日本を飛び出し、ＵＳＮＡ軍を相手に大暴れすることになります。……辻つじ褄つまを合わせられるかどうか我ながら不安ですが、その分荒唐無稽な面白さに注力しますので、ご期待ください。

　次巻第三十巻も、よろしくお願い致します。





（佐さ島とう　勤つとむ）
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